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今冬の急性呼吸器感染症（ARI）の感染拡大に備えた消防機関の 

救急に係る留意事項について（依頼） 

 

今夏において、新型コロナウイルス感染症をはじめとする急性呼吸器感染症

等の患者が全国的に増加し、夏の間に著しい感染拡大が生じた場合、医療提供

体制のひっ迫を招くおそれがあることから「今夏の急性呼吸器感染症（ARI）の

感染拡大に備えた消防機関の救急に係る対応等について（依頼）」（令和８年７

月１日付け消防庁救急企画室事務連絡）により、救急搬送を円滑にするための

主な留意事項について周知をしました。 

新型コロナウイルス感染症やインフルエンザに代表される急性呼吸器感染症

（Acute Respiratory Infection。以下「ARI」という。）は、国民の健康に対し

て大きな影響を与える感染症の一つであり、冬に流行する傾向にあります。 

今年、インフルエンザについては、感染症法が施行された 1999 年以来二番目

に早い流行入りとなり、厚生労働省から「今冬の急性呼吸器感染症(ARI)への総

合対策の推進について」(令和８年９月 30日付け厚生労働省医政局地域医療計

画課等連名事務連絡)が発出されました。 

つきましては、今後の ARIの感染拡大にも対応できるよう、当該事務連絡の

内容について確認いただくとともに、下記のとおり、救急搬送を円滑にするた

めの主な留意事項について改めて周知しますので、衛生主管部（局）及び管内

市町村とより一層の連携を図り、今後の対応を確認いただきますようお願いい

たします。 

 

記 

各都道府県消防防災主管部(局) 
御中 

各消防本部 



 

１ 都道府県連携協議会等を活用した関係者間の連携強化 

感染症法に基づき、都道府県は、保健所設置市等、感染症指定医療機関、消

防機関等で構成される都道府県連携協議会を設置し、医療提供体制の確保等に

ついて協議することとなっていること。本協議会において、医療機関間の役

割・連携の明確化等について、関係者間で合意形成されるよう、都道府県消防

防災主管部（局）や消防本部から積極的に意見を伝えていただくこと。 

また、都道府県メディカルコントロール協議会や地域メディカルコントロー

ル協議会において、引き続き、関係者間で救急搬送の現状や課題を共有し、救

急搬送困難事案増加時の具体的な対応方法等について協議していただくこと。 

 

２ 都道府県連携協議会等の協議の円滑化 

都道府県消防防災主管部（局）において、都道府県衛生主管部（局）や都道

府県内の消防本部と連携し、都道府県連携協議会、都道府県メディカルコント

ロール協議会、地域メディカルコントロール協議会の協議状況を把握し、関係

者間の役割分担等で顕在化した課題があれば、消防庁に随時相談されたいこと。 

なお、消防庁においても、同協議会等の協議状況を定期的に確認し、課題が

顕在化している消防本部があれば、個別に状況を確認し、厚生労働省と連携し

て、必要な対応を行う予定であること。 

 

３ 受診相談体制の強化、患者等搬送事業（者）との連携 

  救急車の適時・適切な利用の推進及び救急医療のひっ迫回避の観点から、

都道府県等で構築してきた電話等による相談体制（♯7119、♯8000、救急相

談アプリ等を活用した相談体制）の活用を図ることが有効であり、当該相談

体制について、地域住民に周知・広報すること。 

また、♯7119の実施地域においては、緊急度判定を用いた救急医療相談の

結果に応じた、相談者に対する患者等搬送事業者の案内等を通じて、地域住民

や主たるユーザーとなり得る入所系の介護事業者等に対して、患者等搬送事業

者についての広報を展開することで、住民が患者等搬送事業者を活用しやすい

環境醸成を図るなど、♯7119と患者等搬送事業（者）との連携に積極的に取

り組むこと。 



 

 

 

 

 

 

 

（参考） 
〇「今夏の急性呼吸器感染症（ARI）の感染拡大に備えた消防機関の救急に係る対応について

（依頼）」（令和８年７月１日付け消防庁救急企画室事務連絡） 
〇「今冬の急性呼吸器感染症（ARI）への総合対策の推進について」（令和８年９月 30 日付け

厚生労働省医政局地域医療計画課等連名事務連絡） 

〇「救急安心センター事業（♯7119）の全国展開に向けた取組等について（通知）」（令和 

７年６月 18日付け消防救第 205号消防庁救急企画室長通知） 

 

【問合せ先】 
消防庁救急企画室 
金子補佐、森係長、森原事務官 
TEL：03-5253-7529 
E-mail：kyukyuanzen@soumu.go.jp 



事 務 連 絡 

令 和 ８ 年 ７ 月 １ 日 

 

各都道府県消防防災主管部(局) 御中 

 

消 防 庁 救 急 企 画 室 

 

今夏の急性呼吸器感染症（ARI）の感染拡大に備えた消防機関の 

救急に係る対応等について（依頼） 

 

夏季は、新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する傾向にあり、また熱中

症傷病者の多数発生により、救急業務のひっ迫を招くおそれがあることから、

「今後の新型コロナウイルス感染症等の感染拡大に備えた消防機関の救急に係

る対応等について（依頼）」（令和７年８月 28日付け消防庁救急企画室事務連絡）

により、都道府県衛生主管部（局）との連携や消防本部の取組事例を周知する

とともに、当該事例を参考として、救急搬送困難事案への対応をお願いしまし

た。 

新型コロナウイルス感染症やインフルエンザに代表される急性呼吸器感染症

（Acute Respiratory Infection：ARI）は、国民の健康に対して大きな影響を

与えている感染症の一つであり、新型コロナウイルス感染症については、令和

５年５月８日から感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

（平成 10年法律第 114号）上の位置付けを５類感染症に変更して以降、夏に流

行がみられており、今年も、全国の定点医療機関から報告される新規患者数の

増加が見込まれます。 

また、非常に厳しい暑さが長期間にわたって続いた昨年において、５月から

９月までにおける全国の熱中症による救急搬送人員は集計を開始した平成 20年

以降、最多となり、今年の夏も全国的に気温が高いと予想されています。 

今後、新型コロナウイルス感染症をはじめとする急性呼吸器感染症等の患者

が全国的に増加し、夏の間に著しい感染拡大が生じた場合、医療提供体制のひ

っ迫を招くおそれがあることから、下記のとおり、救急搬送を円滑にするため

の主な留意事項について改めて周知いたします。 

つきましては、貴都道府県内の各市町村（消防の事務を処理する一部事務組

合等を含む。）に対して、この旨を周知するとともに、衛生主管部（局）及び管

内市町村とより一層の連携を図り、今後の対応を確認いただきますようお願い

いたします。 



記 

 

１ 都道府県連携協議会等を活用した関係者間の連携強化 

感染症法に基づき、都道府県は、保健所設置市等、感染症指定医療機関、 

消防機関等で構成される都道府県連携協議会を設置し、医療提供体制の確保 

等について協議することとなっていること。本協議会において、医療機関間 

の役割・連携の明確化等について、関係者間で合意形成されるよう、都道府 

県消防防災主管部（局）や消防本部から積極的に意見を伝えていただくこと。 

また、都道府県メディカルコントロール協議会や地域メディカルコントロー 

ル協議会において、引き続き、関係者間で救急搬送の現状や課題を共有し、 

救急搬送困難事案増加時の具体的な対応方法等について協議していただくこ 

と。 

 

２ 都道府県連携協議会等の協議の円滑化 

都道府県消防防災主管部（局）において、都道府県衛生主管部（局）や都 

道府県内の消防本部と連携し、都道府県連携協議会、都道府県メディカルコ 

ントロール協議会、地域メディカルコントロール協議会の協議状況を把握し、 

関係者間の役割分担等で顕在化した課題があれば、消防庁に随時相談された 

いこと。 

なお、消防庁においても、同協議会等の協議状況を定期的に確認し、課題 

 が顕在化している消防本部があれば、個別に状況を確認し、厚生労働省と連 

 携して、必要な対応を行う予定であること。 

 

３ 受診相談体制の強化、患者等搬送事業（者）との連携 

  救急車の適時・適切な利用の推進及び救急医療のひっ迫回避の観点から、 

 都道府県等で構築してきた電話等による相談体制（♯7119、♯8000、救急相  

 談アプリ等を活用した相談体制）の活用を図ることが有効であり、当該相談   

 体制について、地域住民に周知・広報すること。 

また、♯7119の実施地域においては、緊急度判定を用いた救急医療相談の 

 結果に応じた、相談者に対する患者等搬送事業者の案内等を通じて、地域住 

 民や主たるユーザーとなり得る入所系の介護事業者等に対して、患者等搬送 



 事業者についての広報を展開することで、住民が患者等搬送事業者を活用し 

 やすい環境醸成を図るなど、♯7119と患者等搬送事業（者）との連携に積極 

的に取り組むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 
〇「今後の新型コロナウイルス感染症等の感染拡大に備えた消防機関の救急に係る対応等につ

いて（依頼）」（令和７年８月 28 日付け消防庁救急企画室事務連絡） 
〇「今夏の急性呼吸器感染症（ARI）等への対策の推進について」（令和８年６月 30日付け厚

生労働省医政局地域医療計画課等連名事務連絡） 

〇「救急安心センター事業（♯7119）の全国展開に向けた取組等について（通知）」（令和 

７年６月 18日付け消防救第 205号消防庁救急企画室長通知） 

 

【問合せ先】 
消防庁救急企画室 
金子補佐、森係長、森原事務官 
TEL：03-5253-7529 
E-mail：kyukyuanzen@soumu.go.jp 



 

事 務 連 絡 

令 和 ８ 年 ９ 月 3 0 日 

 

（宛先別紙のとおり） 御中 

 

厚 生 労 働 省 医 政 局 地 域 医 療 計 画 課 

厚 生 労 働 省 医 政 局 医 薬 産 業 振 興 企 画 課 

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課 

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部予防接種課 

厚 生 労 働 省 医 薬 局 総 務 課 

厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課 

厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 保 護 課 

厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 地 域 福 祉 課 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

厚 生 労 働 省 老 健 局 高 齢 者 支 援 課 

厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課 

厚 生 労 働 省 老 健 局 老 人 保 健 課 

こ ど も 家 庭 庁 成 育 局 総 務 課 

こ ど も 家 庭 庁 支 援 局 総 務 課 

文部科学省総合教育政策局健康教育・食育課 

 

今冬の急性呼吸器感染症（ARI）への総合対策の推進について 

 

 新型コロナウイルス感染症やインフルエンザに代表される急性呼吸器感染症

（Acute Respiratory Infection：ARI）は、国民の健康に対して大きな影響を与

えている感染症の一つです。 

 これらの感染症については、学校や高齢者施設等における集団感染、高齢者や

一定の基礎疾患を有する者が罹
り

患すると重症化するリスクがあること等の問題

が指摘されており、その発生の予防とまん延の防止が重要な課題とされていま

す。 

 

こうしたことを踏まえ、厚生労働省は、急性呼吸器感染症に関する特定感染症

予防指針（令和７年厚生労働省告示第 296 号。以下「ARI 指針」という。）を告

示し、これに基づいて急性呼吸器感染症に関する総合的な対策を進めています。

ARI 指針において、国は、施設等（学校、社会福祉施設等（高齢者、児童、障害

者等が集団で生活又は利用する社会福祉施設、介護老人保健施設等をいう。）、

医療機関等をいう。）での標準的な感染防止の手引を策定することとされている

ことを踏まえ、「急性呼吸器感染症（ARI）に関する施設内感染予防の手引」を

策定しております。 



 

 

さらに、冬は、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザをはじめとして、

急性呼吸器感染症が流行する傾向にあり、今年、インフルエンザについては、感

染症法が施行された 1999 年以来二番目に早い流行入りとなりました。 

今後、急性呼吸器感染症患者が全国的に増加し、冬の間に著しい感染拡大が生

じた場合、医療提供体制のひっ迫を招くおそれがあることから、各都道府県にお

いて、感染拡大にも対応できる体制をあらかじめ備えるために御留意いただき

たい内容を「今冬の急性呼吸器感染症（ARI）の感染拡大に備えた保健・医療提

供体制の確認等について」に整理し、併せて「令和８年度冬季 急性呼吸器感染

症（ARI）総合対策に関するＱ＆Ａ」を作成しました。  

 

ついては、これらについて、貴管内市区町村、関係機関及び関係団体に対する

周知及び感染症対策の徹底方、よろしくお取り計らい願います。 

 さらに、感染症対策は、衛生主管部局のみならず、民生主管部局、教育主管部

局等を含めた総合的な取組や、医師会等の関係団体との密接な連携が重要です

ので、積極的な情報提供等に御協力ください。 

 

 なお、各別添に記載している事項は、これまで、新型コロナウイルス感染症や

インフルエンザをはじめとする感染症対策等として取り組んでいただいている

事項を、急性呼吸器感染症等対策等の考え方として、改めて整理したものです。

今冬の対策に向けて、この機会に、これまでの取組を含め、改めて御確認をお願

いいたします。 

 

本件については、公益社団法人日本医師会宛てにも通知している旨申し添え

ます。  



 

別紙 

 

（宛先） 

 

各都道府県・保健所設置市・特別区  衛生主管部（局） 

各都道府県・指定都市・中核市 介護保険担当主管部（局） 

各都道府県・指定都市・中核市 障害保健福祉主管部（局） 

各都道府県・指定都市・中核市 児童福祉主管部（局） 

各都道府県・指定都市・中核市 民生主管部（局） 

各都道府県・指定都市教育委員会学校保健主管課 

各都道府県教育委員会専修学校各種学校主管課 

各都道府県私立学校主管部課 

各国公私立大学事務局 

各国公私立高等専門学校事務局 

大学を設置する各学校設置会社の学校担当事務局 

独立行政法人国立高等専門学校機構事務局 

小中高等学校を設置する学校設置会社を所轄する構造改革特別区域法第12条第

１項の認定を受けた各地方公共団体の学校設置会社担当課 

各都道府県・指定都市・中核市認定こども園主管課 



 

1 

 

令和８年度 

今冬の急性呼吸器感染症（ARI）への総合対策について 

 

インフルエンザや新型コロナウイルス感染症をはじめとする急性呼吸器感染症（以下「ARI」とい

う。）の今冬の流行に備え、「令和 8 年度今冬の ARI への総合対策」を取りまとめ、国や地方自治体が

ARI への総合対策に取り組むとともに、広く国民の皆様に ARI に関する情報を提供し、適切な対応を

呼びかけることといたしました。 

国民の皆様におかれましては、以下を参考にして、御家庭や職場などにおいて、適切に対応してい

ただくようお願いいたします。 
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感染防止等について 

１．基本的な感染対策 

インフルエンザをはじめとする ARI の予防には、「手洗い」「マスクの着用を含む咳（せき）エチ

ケット」などが有効です。 

ARI の中には、高齢者や基礎疾患のある方が感染すると、重症化する可能性があるものもありま

す。高齢者や基礎疾患のある方と会ったり、通院したり、大人数で集まったりするときは、マスク

の着用を含めた感染症対策への御協力をお願いします。 

 

＜マスクの着用が効果的な場面＞ 

○ 重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、医療機関を受診し薬局を訪問する時や、重症化リ

スクの高い方が多く生活・入院（所）する社会福祉施設等（高齢者、児童、障害者等が集団で

生活又は利用する社会福祉施設、介護老人保健施設等をいう。以下同じ。）や医療機関等へ訪問

する時等は、マスクの着用を推奨します。 

○ そのほか、ARI の流行期に重症化リスクの高い方が混雑した場所に行く時は、感染から自身を

守るための対策としてマスクの着用が効果的です。 

 

＜社会福祉施設等や医療機関等における対応＞ 

○ 重症化リスクの高い方が多く生活・入院（所）する社会福祉施設等や医療機関で従事する方に

は、勤務中のマスクの着用を推奨しています。 

［留意事項］ 

・ 子どものマスクの着用については、すこやかな発育・発達の妨げとならないよう配慮す

ることが重要です。 

・ 乳幼児は、息苦しさや体調不良を訴えることや、自分で外すことが困難であることか

ら、窒息や熱中症のリスクが高まるため注意が必要です。特に２歳未満では、着用が勧

められていません。 

・ なお、感染が大きく拡大している場合には、一時的に場面に応じた適切なマスクの着用

を広く呼びかけるなど、より強い感染対策を求めることがあり得ます。ただし、そのよ

うな場合においても、子どものマスク着用については、健康面などへの影響も懸念され

ており、引き続き、保護者や周りの大人が個々の子どもの体調に十分注意をお願いしま

す。 

・ マスクの着用は個人の判断に委ねられるものではありますが、事業者が感染対策上又は

事業上の理由等により、利用者又は従業員にマスクの着用を求めることは許容されま
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す。ただし、障害特性等により、マスク等の着用が困難な場合には、個別の事情に鑑

み、差別等が生じないよう十分配慮をお願いします。 

 

＜症状がある場合＞ 

咳や痰などの症状がある場合は、他の人への感染を防ぐため、「マスクの着用を含む咳エチケッ

ト」を心がけることが重要です。 

○ 咳・くしゃみが出る時は、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。マスクを持っ

ていない場合は、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけて 1ｍ以

上離れましょう。 

○ 鼻水・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨て、手のひらで咳やくしゃみを受け止め

た時はすぐに手を洗いましょう。 

○ 咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。 

※咳エチケット用のマスクは、薬局やコンビニエンスストア等で市販されている不織布（ふしょ

くふ）製マスクの使用が推奨されます。 

※マスクの装着は説明書をよく読んで、正しく着用しましょう。 

※咳エチケットを心がけることは、周囲に病原体をまき散らさない効果があるだけでなく、周り

の人を不快にさせないためのマナーにもなります。 

▼「咳エチケット」については以下のページも御参照ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000187997.html 

 

２．予防接種 

ARI のうち定期接種の対象となっている疾病は、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、

百日咳、肺炎球菌感染症、RS ウイルス感染症などです。 

定期接種の対象となる疾病のうち、インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症の予防接種に

は、発症をある程度抑える効果や、重症化を予防する効果があり、特に高齢者や基礎疾患のある方

など、罹患すると重症化する可能性が高い方には効果が高いと考えられます。 

両ワクチンの定期接種の対象となる方は以下の通りです。 

（１）65 歳以上の方 

（２）60～64 歳で心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活が極度に制限

される方、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、日常生活がほと

んど不可能な方 

定期の予防接種として、基本的に毎年秋冬に 1 回行われています。 

なお、インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンは同日に接種することが可能です。 
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▼予防接種・ワクチンについての詳細は、下記ページを御参照ください。 

［インフルエンザワクチン（季節性）］ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-

kansenshou/yobou-sesshu/vaccine/influenza/index.html 

［新型コロナワクチン］ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_00184.html 

 

３．施設等における感染防止対策の推進 

ARI は、学校、社会福祉施設等、医療機関等（以下「施設等」という。）において、大規模な集団

感染を起こすことがあります。特に、重症化リスクの高い方が多く利用する社会福祉施設等や医療

機関等においては、まずは、施設等内に病原体が持ち込まれないようにすることが重要です。 

厚生労働省は、病原体の施設等への侵入の阻止と、侵入した場合のまん延防止を目的とした標準

的な手引書「急性呼吸器感染症（ARI）に関する施設内感染予防の手引」を作成しています。 

なお、重症化リスクの高い方が多く利用する社会福祉施設等や医療機関等において感染症が複数

発生した場合には、都道府県等（都道府県並びに保健所を設置する市及び特別区をいう。以下同

じ。）は、必要に応じ、当該施設等の協力を得て調査を実施し、感染拡大の経路、感染拡大の原因の

特定などを行うことにより、今後の施設内感染の再発防止に役立てることが重要です。厚生労働省

は、都道府県等から調査の実施に当たって協力要請があった場合には、積極的に対応します。 

こちらのページに掲載しています： 

［急性呼吸器感染症（ARI）に関する施設内感染予防の手引］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/001595706.pdf 
［医療機関における院内感染対策について］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000845013.pdf 
［新型コロナウイルス感染症の院内感染に関する保健所への報告及び相談について］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001271040.pdf  
［介護現場における感染対策の手引き］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001149870.pdf 
［社会福祉施設等における感染症等発生時に係る報告について］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/001092966.pdf  
https://www.mhlw.go.jp/content/001092967.pdf  

［学校における一般的な感染症対策］ 
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1353635.htm  

［学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル］ 
https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00029.html 

［保育所における感染症対策ガイドライン］ 
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e4b817c9-5282-
4ccc-b0d5-ce15d7b5018c/cd6e454e/20231010_policies_hoiku_25.pdf 
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情報提供について  

１．流行状況 

厚生労働省はホームページ等にて、ARI の発生状況等（発生動向情報など）を更新し、公表して

います。流行状況を踏まえた対策の実施にお役立てください。 

（１）厚生労働省からの毎週の報道発表 

以下の情報について、毎週、報道発表します。 

○ 急性呼吸器感染症定点報告情報 

各都道府県が選定した全国約 3,000 か所の急性呼吸器感染症定点医療機関から報告される

ARI・インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症の発生状況について、情報収集を行うととも

に、集められた情報を分析し、公表しています。このほか、インフルエンザ様疾患発生報告

（学校欠席者数）、インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症の入院患者の概況も公表して

います。 

※インフルエンザ様疾患発生報告（学校欠席者数）：全国の保育所、幼稚園、小学校、中学校及

び高等学校においてインフルエンザ様疾患による臨時休業（学校、学年、学級の閉鎖）があ

った場合に、その施設数を計上するとともに、当該措置を取る直前の学校、学年、学級にお

ける在籍者数、患者数及び欠席者数を計上するもの 

※インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症の入院患者の概況：各都道府県が選定した全

国約 500 か所の基幹定点医療機関から報告されるインフルエンザの入院患者の概況 

［インフルエンザ］ 
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou01/houdou.html 

［新型コロナウイルス感染症］ 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00086.html 
 

 

（２）その他の関連情報 

 その他、厚生労働省ホームページや国立健康危機管理研究機構（以下「JIHS」という。）のホー

ムページにおいて、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症のほか、ARI に含まれる感染症

に係る基本的な情報や発生状況の情報を分析し、公表しています。 

 それぞれのリンクについては本総合対策の末尾に記載していますので御参照ください。 

 

２．ワクチン・抗原検査キット・治療薬等の確保の状況 

ARI のうち、特にインフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症については、急性呼吸器感染症

に関する特定感染症予防指針（令和７年厚生労働省告示第 296 号）にも各論として記載されている

とおり、インフルエンザは乳幼児・高齢者が罹患した場合は重症化・合併症が問題になり、個別予
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防接種推進指針の対象であること、新型コロナウイルス感染症については乳幼児・高齢者のほか、

一定の基礎疾患を有する方に重症化リスクがあることなどを踏まえ、ここでは特にインフルエンザ

と新型コロナウイルス感染症のワクチン・抗原検出キット・治療薬に関する情報を記載していま

す。 

なお、その他の感染症に対する医薬品も含む、医療用医薬品の供給状況については、以下のウェ

ブサイトにて随時公表しております。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kouhatu-

iyaku/04_00003.html  

 

（１）ワクチン 

①インフルエンザワクチン 

今シーズンの供給予定量（令和８年８月時点）は、インフルエンザＨＡワクチン（0.5 mL/

回換算）及び経鼻弱毒生ワクチン（0.2 mL/回換算）で約5,190万回分※と、近年の平均使用量

を超える供給量となる見込みです。 

※定期接種に用いるワクチンとしては、約5,010万回分が供給される見込み。 

②新型コロナワクチン 

今シーズンの供給予定量（令和８年８月時点）は、約 702 万回分と、昨シーズンの使用量を

超える供給量となる見込みです。 

 

（２）抗原検出キット 

①インフルエンザ抗原検査キット（迅速タイプ） 

今シーズン（2026 年 10 月～2027 年３月）の医療用医薬品としての供給予定量（2026 年

９月上旬現在）は約 4,669 万回分です。昨シーズン（2025 年９月～2026 年３月）の供給量は

約 3,465 万回分でした。 

②新型コロナウイルス抗原検査キット（簡易検査キット） 

今シーズン（2026 年 10 月～2027 年３月）の医療用医薬品としての供給予定量（2026 年

９月上旬現在）は約 4,729 万回分です。昨シーズン（2025 年９月～2026 年 3 月）の供給量

は約 3,164 万回分でした。 

 

（３）治療薬 

①抗インフルエンザウイルス薬 

今シーズン（2026 年 10 月～2027 年３月）の供給予定量（2026 年 8 月末日現在）は約 

3,995 万人分で、それぞれについては以下のとおりです。 

昨シーズン（2025 年 10 月～2026 年３月）の供給量は約 1,476 万人分でした。 
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商品名（一般名） 確保状況 

タミフル（一般名：オセルタミビルリン酸塩 中外製薬） 約 470 万人分 

リレンザ（一般名：ザナミビル水和物 グラクソ・スミスクライン） 約 112 万人分 

ラピアクタ（一般名：ペラミビル水和物 塩野義製薬） 約 32 万人分 

イナビル（一般名：ラニナミビルオクタン酸エステル水和物 第一三共） 約 1,241 万人分 

ゾフルーザ（一般名：バロキサビル マルボキシル 塩野義製薬） 約 1,108 万人分 

オセルタミビル「サワイ」（一般名：オセルタミビルリン酸塩 沢井製薬） 約 898 万人分 

オセルタミビル「トーワ」（一般名：オセルタミビルリン酸塩 東和薬品） 約 135 万人分 

 

②新型コロナウイルスの抗ウイルス薬 

2026 年 10 月～2027 年 3 月の供給予定量（2026 年 9 月現在）は約 405 万人分で、それぞ

れについては以下のとおりです。 

商品名（一般名） 確保状況 

ベクルリー（一般名：レムデシビル ギリアド・サイエンシズ） 約 27 万人分 

ラゲブリオ（一般名：モルヌピラビル ＭＳＤ） 約 139 万人分 

パキロビッド（一般名：ニルマトレルビル・リトナビル ファイザー） 約６万人分 

ゾコーバ（一般名：エンシトレルビル フマル酸 塩野義製薬） 約 233 万人分 

 

（４）その他：国備蓄医療用手袋の販売に関して 

中東情勢の影響により医療用手袋の入手が困難な状況が一時的に発生したため、５月より、

国備蓄医療用手袋を計 7000 万枚放出し、緊急配布要請を通じて医療機関に販売をしておりま

した。今般、当該要請件数が落ち着いてきたことも踏まえて、10 月６日から国備蓄医療用手袋

は、以下のアスクル社の国備蓄品の販売サイトより、対象や数量を限定せずに自由に購入でき

るようになりましたので、管下の医療機関等に周知いただきたい。 

【URL】 

ニトリルグローブ（S サイズ）1 箱（100 枚入） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6511/ 

  

ニトリルグローブ（M サイズ）1 箱（100 枚入） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6513/ 

  

ニトリルグローブ（L サイズ）1 箱（100 枚入） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6515/ 

  

ニトリルグローブ（S サイズ）1 セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 
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https://www.askul.co.jp/p/JWP6510/ 

  

ニトリルグローブ（M サイズ）1 セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6512/ 

  

ニトリルグローブ（L サイズ）1 セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6514/ 
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予防・啓発の取組 

１． 専用ホームページ「令和８年度 ARI 総合対策」を開設 

  厚生労働省のホームページに、ARI に関する情報等を掲載した専用のページ「令和８年度 ARI 

総合対策」を開設します。 

［ARI（総合ページ）］https://www.mhlw.go.jp/stf/index2026.html 

 

２．啓発ツールを周知 

厚生労働省は、「令和８年度 ARI 総合対策」ページに ARI に関する啓発ツールを作成し、電子媒

体形式（PDF ファイル）で掲載・提供しています。 

都道府県、医療機関・薬局、学校、職場等におかれましても、適宜ダウンロードして御活用いた

だき、ARI 等の予防啓発の呼びかけに御協力をお願いいたします。 

［インフルエンザ 啓発ツール］ 

※今年度は新規にポスター作成を行いません。平成 29 年度のポスターを御活用ください。 
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou01/keihatu.html 

［結核・呼吸器感染症 啓発ツール］ 
https://www.mhlw.go.jp/content/001556411.pdf 
https://www.mhlw.go.jp/content/001556413.pdf  

［百日咳 啓発ツール］ 
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001488889.pdf  

［RS ウイルス感染症 啓発ツール］ 
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001402114.pdf  

 

3．令和８年度 ARI 総合対策に関する Q&A を周知 

厚生労働省は、ARI 対策に関連する Q&A をまとめ、「令和８年度 ARI 総合対策」ページで公表い

たしました。 

［令和８年度 ARI 総合対策に関する Q&A］

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-

kansenshou/infulenza/QA2026.html 

 

４．相談窓口を設置 

厚生労働省は、ARI をはじめとした感染症の一般的予防方法、流行状況や予防接種の意義、有効

性、副反応等に関する国民の皆様の疑問に的確に対応するため、「感染症・予防接種相談窓口」を開

設しています。具体的な対応は以下のとおりです。 
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［感染症・予防接種相談窓口］ 

電話番号：0120-995-956（午前９時～午後５時 ※土日祝日、年末年始を除く） 

※ 行政に関する御意見・御質問は受け付けておりません。 

※ 本相談窓口は、厚生労働省が業務委託している外部の民間会社により運営されています。 

※ オペレーターへの暴言、性的発言、セクハラ等の入電は御遠慮ください。他の入電者様の対

応に支障が生じております。 
 

（※）感染症関連情報一覧 

［感染症発生動向に関する情報］ 

○ 感染症発生動向調査週報（IDWR）（JIHS） 

・感染症発生動向調査週報 
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/provisional/sokuhou.html  

  
○ 過去 10 年間との比較グラフ（JIHS） 

・インフルエンザ 
 https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/Influenza/index.html 
・新型コロナウイルス感染症 
 https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/covid-19/index.html 
・A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/group-a-streptococcal-
infection/index.html 

・百日咳（2017 年 52 週まで） 
 https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/pertussis/index.html  
・RS ウイルス感染症 

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/respiratory-syncytial-virus-
infection/index.html 

・咽頭結膜熱 
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/pharygoconjunctival-fever/index.html 

・ヘルパンギーナ 
 https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/herpangina/index.html 
・マイコプラズマ肺炎 

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/mycoplasma-pneumonia/index.html 
・クラミジア肺炎（オウム病を除く） 

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/chlamydia-pneumonia/index.html 
・手足口病 

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/graph/weekly/hand-foot-mouth-disease/index.html 
［各感染症に関する情報］ 

○ ARI 
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・急性呼吸器感染症﴾ARI﴿ 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html 

・急性呼吸器感染症サーベイランス週報（JIHS） 
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idss/target-diseases/acute-respiratory-infection/sentinel-
sites/2025/index.html 

○ インフルエンザ 

・インフルエンザ（総合ページ） 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/in
fulenza/index.html  

・インフルエンザ（JIHS） 
 https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/influenza/index.html  
・インフルエンザに関する各シーズンのまとめ（JIHS） 
 

インフルエンザ 2024/25 シーズン 
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/pathogens/vol46/549/549t.html 
インフルエンザ 2023/24 シーズン 
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/pathogens/vol45/537/537t.html 
「今冬のインフルエンザについて（2022/23 シーズン）」 
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idss/target-diseases/influenza/this-winter/2022-
23/index.html 
「今冬のインフルエンザについて（2021/22 シーズン）」 
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idss/target-diseases/influenza/this-winter/2021-
22/index.html 
「今冬のインフルエンザについて（2020/21 シーズン）」 
https://id-info.jihs.go.jp/niid/ja/diseases/a/flu-old/10824-fludoko-2021.html  
「今冬のインフルエンザについて（2019/20 シーズン）」 
https://id-info.jihs.go.jp/niid/ja/diseases/a/flu-old/9830-fludoko-1920.html  
「今冬のインフルエンザについて（2018/19 シーズン）」 
https://id-info.jihs.go.jp/niid/ja/diseases/a/flu-old/8979-fludoko-1819.html  
「今冬のインフルエンザについて（2017/18 シーズン）」 
https://id-info.jihs.go.jp/niid/ja/diseases/a/flu-old/8107-fludoko-1718.html  

○ 新型コロナウイルス感染症 

・新型コロナウイルス感染症 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html  

・新型コロナウイルス感染症（JIHS） 
https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/covid-19/index.html 

○ A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

・A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎（JIHS） 
https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/group-a-streptococcal-infection/index.html  

○ 百日咳 
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・百日咳 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/whooping_co
ugh.html  

・百日咳（JIHS） 
https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/pertussis/index.html  

○ RS ウイルス感染症 

・RS ウイルス感染症 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/rs
v.html  

・RS ウイルス感染症（JIHS） 
https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/respiratory-syncytial-virus-infection/index.html 

○ 咽頭結膜熱 

・咽頭結膜熱 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/pc
f.html  

・咽頭結膜熱（JIHS） 
 https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/adenovirus/index.html 

○ ヘルパンギーナ 

・ヘルパンギーナ 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/h
erpangina.html  

・ヘルパンギーナ（JIHS） 
 https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/herpangina/index.html 

○ マイコプラズマ肺炎 

・マイコプラズマ肺炎 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/mycoplasma.
html  

・マイコプラズマ肺炎（JIHS） 
https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/mycoplasma-pneumoniae-infection/index.html  

○ クラミジア肺炎（オウム病を除く） 

・クラミジア肺炎（オウム病を除く）（JIHS） 
 https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/chlamydia-pneumonia/index.html  

○ オウム病 

・オウム病 
  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000154524.html 

・オウム病（JIHS） 
https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/psittacosis/index.html  
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１ 急性呼吸器感染症（ARI）について 

1－1 急性呼吸器感染症に共通する事項 

Q１ 急性呼吸器感染症（ARI）とは何ですか？ 

急性呼吸器感染症(Acute Respiratory Infection：ARI)とは、急性の上気道炎（鼻炎、副鼻腔炎、咽

頭炎、喉頭炎）又は下気道炎（気管支炎、細気管支炎、肺炎）を指す病原体による症候群の総称です。

例えば、インフルエンザ、新型コロナウイルス、RS ウイルス、咽頭結膜熱、A 群溶血性レンサ球菌咽頭

炎、ヘルパンギーナなどが含まれます。 

（表１）感染症法上の急性呼吸器感染症（ARI）に関する特定感染症予防指針の対象疾患の概要 

 
Q２ なぜ急性呼吸器感染症（ARI）への対策が必要なのですか？ 

急性呼吸器感染症は、ウイルスや細菌など多様な病原体によって引き起こされ、臨床的には急性の上

気道炎又は下気道炎を呈するものであり、飛沫感染、エアロゾル感染、接触感染等を中心に感染が拡大

し、場合によっては、り患後に重症化する等の特徴を持っています。 

このように、症状、感染経路等について共通するところが多いことから、これらを一つの「症候群」

として捉え、発生動向の把握やそれに応じた対策を一体的に、通年で講ずることで、個々の感染症の流

行や重症者の発生を全体として抑え、新たに重篤な急性呼吸器感染症が発生した場合における一定の感

染拡大防止が期待でき、より効率的かつ有効に感染拡大防止を図ることができると考えられます。急性

呼吸器感染症の発生の予防・まん延の防止への対応については、共通認識を持って取り組むことが重要

です。 

急性呼吸器感染症については、手洗い、うがい、マスク着用、換気等の対策が有効です。 
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１－２ 各感染症について（各論） 

急性呼吸器感染症のうち、特にインフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症については、急性呼吸

器感染症に関する特定感染症予防指針（令和７年厚生労働省告示第 296 号）にも各論として記載されて

いるとおり、インフルエンザは個別予防接種推進指針の対象であり、乳幼児・高齢者がり患した場合は

重症化・合併症が問題になること、新型コロナウイルス感染症については乳幼児・高齢者のほか、一定

の基礎疾患を有する方に重症化リスクがあることなどを踏まえ、インフルエンザ及び新型コロナウイル

ス感染症について、各論として基本的な事項を以下のとおりお示しします。 

 

１－２－１ インフルエンザについて 

Ｑ３ インフルエンザの特徴について教えてください。 

インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こる病気です。38℃以上の発

熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感等の症状が比較的急速に現れるのが特徴です。併せて普通の風

邪と同じように、のどの痛み、鼻水、咳等の症状も見られます。お子様ではまれに急性脳症を、高齢者

や免疫力の低下している方では細菌による肺炎を伴う等、重症になることがあります。 

 

Ｑ４ インフルエンザはいつ流行するのですか？ 

季節性インフルエンザは流行性があり、日本では、例年 12 月～3 月が流行シーズンです。 

一方、諸外国においては、新型コロナウイルス感染症の流行以降、季節性インフルエンザの流行が過

去と異なるタイミングで開始したという報告が見られています。日本においても、令和６年は、例年よ

り早く本格的な流行が生じ、12 月に流行シーズンのピークを迎えました。また今年(令和 8 年) は、感

染症法が施行された 1999 年以来二番目に早い、８月 28 日に流行入りを公表しました。 

 

Ｑ５ 現在国内で流行しているインフルエンザウイルスはどのような種類ですか？ 

インフルエンザの原因となるインフルエンザウイルスは、A 型、B 型、C 型及び D 型に大きく分類さ

れます。このうち大きな流行の原因となるのは A 型と B 型です。 

現在国内で流行しているインフルエンザウイルスは、A（H1N1）亜型、A（H3N2）亜型（香港型）

と B 型（ビクトリア系統）です。このうち、A（H1N1）亜型のウイルスとして、平成 21(2009)年より

前に季節性として流行していたもの（A ソ連型）は、平成 21(2009)年のインフルエンザ A（H1N1）

pdm2009 ウイルス発生後は世界的に検出されていません。また、B 型ウイルスのうち、山形系統につ

いては、2020 年 3 月以降世界的に検出されていません。 
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これらのインフルエンザウイルスについて、流行するウイルス型や亜型、系統の割合は、国や地域で、

また、その年ごとにも異なっています。日本国内における流行状況の詳細は、国立健康危機管理研究機

構（以下「JIHS」という。）感染症情報提供サイトのウェブページを御覧ください。 

［JIHS 感染症情報提供サイト インフルエンザ］ 

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/article/influenza/article.html  

 

Ｑ６ 季節性インフルエンザと新型インフルエンザはどう違うのですか？ 

季節性インフルエンザウイルスは抗原性が小さく変化しながら毎年世界中のヒトの間で流行してい

ます。 

一方、新型インフルエンザは、時としてこの抗原性が大きく異なるインフルエンザウイルスが現れ、

多くの国民が免疫を獲得していないことから、全国的に急速にまん延することによって起こります。新

型インフルエンザは、いつどこで発生するのかは、予測することは困難です。しかし、ひとたび発生す

れば、人々の生命及び健康、医療体制、生活や経済全体に大きな影響を与えかねません。 

過去には新型インフルエンザは、大正 7-8（1918-1919）年（スペインインフルエンザ）、昭和 32-

33（1957-1958）年（アジアインフルエンザ）、昭和 43-44（1968-1969）年（香港インフルエンザ）、

平成 21-22（2009-2010）年（新型インフルエンザ A（H1N1）pdm2009）に発生しました（pdm：

パンデミック）。世界的な流行となり、多くの市民が新型インフルエンザに対して免疫を獲得すると、

新型インフルエンザは、季節的な流行を繰り返す季節性のインフルエンザへと落ち着いていきます。新

型インフルエンザ A（H1N1）pdm2009 についても、平成 23（2011）年 4 月からは、季節性インフ

ルエンザとして取り扱われることになりました。 

 

Ｑ７ 薬剤耐性インフルエンザウイルスとはどのようなものですか？ 

薬剤耐性インフルエンザウイルスとは、本来有効である抗インフルエンザウイルス薬が効かない、あ

るいは効きにくくなったウイルスのことです。この薬剤耐性ウイルスは、インフルエンザウイルスが増

殖する過程において特定の遺伝子に変異が起こることにより生じると考えられています。 

薬剤耐性インフルエンザウイルスは、本来有効である治療薬に対し抵抗性を示しますが、他のインフ

ルエンザウイルスと比較して病原性や感染性が強いものは今のところ確認されていません。また、薬剤

耐性ウイルスに対してワクチンが効きにくくなることもありません。 

 

Ｑ８ 薬剤耐性インフルエンザウイルスは国内で流行していますか？ 

毎年、日本では、JIHS と全国の地方衛生研究所が中心となってオセルタミビルやザナミビルなどの

抗インフルエンザウイルス薬に耐性をもつウイルスの調査を行っています。詳しくは JIHS の感染症情

報提供サイトのウェブページを御覧ください。 
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［JIHS 感染症情報提供サイト 抗インフルエンザ薬剤耐性株サーベイランス］ 

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idss/target-diseases/influenza/antiviral-drug-

resistance/index.html 

アマンタジン塩酸塩を除く抗インフルエンザウイルス薬に耐性化したウイルスが検出される割合は、

例年 1～２%程度です。ごくまれに、抗インフルエンザウイルス薬による治療前に耐性化したウイルス

が検出されることがありますが、耐性化したウイルスの多くは、抗インフルエンザウイルス薬による治

療を行った後、採取されたウイルスです。いずれも検出は散発的ですが、引き続き薬剤耐性株サーベイ

ランスを行い、発生動向を注視することとしています。 

 

Ｑ９ 抗インフルエンザウイルス薬の服用後に、転落死を含む異常行動が報告されていると聞きま

したが、薬が原因なのでしょうか？ 

抗インフルエンザウイルス薬の服用後に異常行動（例：急に走り出す、部屋から飛び出そうとする、

ウロウロするなど）が報告されています。また、これらの異常行動の結果、極めてまれですが、転落等

による死亡事例も報告されています。 

抗インフルエンザウイルス薬の服用と異常行動との因果関係は不明ですが、これまでの調査結果など

からは、 

 インフルエンザにかかった時には、抗インフルエンザウイルス薬を服用していない場合でも、同

様の異常行動が現れること、 

 服用した抗インフルエンザウイルス薬の種類に関係なく、異常行動が現れること、 

が報告されています。 

以上のことから、インフルエンザにかかった際は、抗インフルエンザウイルス薬の服用の有無や種類

にかかわらず、異常行動の出現に対して注意が必要です（具体的注意は Q10 参照）。 

［タミフルと異常行動等の関連にかかる報告書］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/000341848.pdf 

 

Ｑ10 異常行動による転落等の事故を予防するため、どのようなことに注意が必要でしょうか？ 

インフルエンザにかかった際は、抗インフルエンザウイルス薬の服用の有無や種類にかかわらず、異

常行動が報告されています（Q９を参照）。 

インフルエンザにかかり、自宅で療養する場合は、抗インフルエンザウイルス薬の服用の有無や種類

によらず、少なくとも発熱から２日間は、保護者等は転落等の事故に対する防止対策を講じてください。 

なお、転落等の事故に至るおそれのある重度の異常行動については、就学以降の小児・未成年者の男

性で報告が多いこと、発熱から２日以内に発現することが多いことが知られています。 

＜転落等の事故に対する防止対策の例＞ 

 玄関や全ての部屋の窓の施錠を確実に行う（内鍵、補助錠がある場合はその活用を含む） 
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 ベランダに面していない部屋で寝かせる 

 窓に格子のある部屋で寝かせる（窓に格子がある部屋がある場合） 

 できる限り１階で寝かせる（一戸建てにお住まいの場合） 

＜異常行動の例＞ 

 突然立ち上がって部屋から出ようとする 

 興奮して窓を開けてベランダに出て、飛び降りようとする 

 自宅から出て外を歩いていて、話しかけても反応しない 

 人に襲われる感覚を覚え、外に飛び出す 

 変なことを言い出し、泣きながら部屋の中を動き回る 

［インフルエンザの患者さん・御家族・周囲の方々へ］ 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou01/dl/pamphlet181207_01.pdf 
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１－２－２ 新型コロナウイルス感染症について 

Q11 新型コロナウイルス感染症の特徴を教えてください。 

新型コロナウイルス感染症は、特に、乳幼児や高齢者、免疫不全、末期腎不全、慢性閉塞性肺疾患等

の一定の基礎疾患を有する者等がり患すると重症化するリスクがあり、とりわけ 80 歳以上の方を含む

後期高齢者等については、死亡例の多くを占めており、特に疾病負荷が高い傾向にあります。 

また、一部の患者については、新型コロナウイルス感染症にり患した後、他に原因が明らかでなく、

り患してすぐの時期から持続する症状、回復した後に新たに出現する症状、症状が消失した後に再び生

じる症状等のり患後症状が長く継続することもあります。 

 

Q12 新型コロナウイルス感染症はいつ流行するのですか？ 

令和５年５月に新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５類に分類されて以降、夏と冬に流行する

傾向が見られます。 

 

Q13 令和２（2020）年ごろから流行した、新型コロナウイルス感染症の状況を教えてください。 

新型コロナウイルス感染症は、令和２年１月に国内初の感染者が報告されてから、令和５年５月に５

類感染症へと位置づけられるまでの間に、我が国で約 3,400 万人の感染者、7 万 4 千人を超える死亡者

が報告されています。この間、感染症法や検疫法等に基づく入院措置や就業制限、検疫措置等にとどま

らず、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言の発令などの社会経済活動の制限を

伴う対応もとられるなど、新型コロナウイルス感染症は我が国の社会に様々な影響を及ぼしました。 

令和５年 5 月 8 日に感染症法上の「5 類感染症」へ位置づけを変更し、それまでの法律に基づき行政

が様々な要請・関与をしていく仕組みから、個人の選択を尊重し、国民の自主的な取組みを基本とする

対応に転換しました。「5 類感染症」へと位置づけの変更を行った後も、新規感染者数については、定

点医療機関の報告による新規感染者の把握を基本とし、血清疫学調査（抗体保有率）や、下水サーベイ

ランス等を含む重層的な把握、ゲノム解析の実施による変異株の発生状況のモニタリング、入国時感染

症ゲノムサーベイランスなどにより、引き続き感染状況等の注視を続けており、病原性が大きく異なる

変異株の出現等科学的な前提が異なるような状況が生じた場合には対応を見直すこととしています。 
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２ 予防・治療について 

２－１ 予防・治療に関する基本的な考え方 

Ｑ14 急性呼吸器感染症にかからないためにはどうすればよいですか？ 

急性呼吸器感染症を予防するには、以下のような方法が有効だと考えられています。 

（１）外出後の手洗い等 

流水・石鹸による手洗いは手指など体についた病原体を物理的に除去するために有効な方法であり、

接触や飛沫感染などを感染経路とする感染症の対策の基本です。インフルエンザウイルス・新型コロ

ナウイルスにはアルコール製剤（エタノール濃度 80％前後）による手指衛生も効果があります。 

（２）適度な湿度の保持 

空気が乾燥すると、気道粘膜の防御機能が低下し、急性呼吸器感染症にかかりやすくなります。特

に乾燥しやすい室内では、加湿器などを使って適切な湿度（50～60％）を保つことも効果的です。 

（３）十分な休養とバランスのとれた栄養摂取 

体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバランスのとれた栄養摂取を日ごろから心がけましょう。 

（４）人混みや繁華街への外出を控える 

インフルエンザなどの急性呼吸器感染症が流行してきたら、特に高齢者や基礎疾患のある方、妊婦、

体調の悪い方は、人混みや繁華街への外出を控えましょう。やむを得ず外出して人混みに入る可能性

がある場合には、ある程度、飛沫感染等を防ぐことができる不織布（ふしょくふ）製マスク※を着用

することは一つの防御策と考えられます。 

※ 不織布とは、繊維を絡ませたり、接着剤や熱で固めたりしてシート状にし、糸や布を織らずに作られ

た布状の素材のこと。 

（５）室内ではこまめに換気をする 

季節を問わず、十分な換気が重要です。一般家庭でも、建物に組み込まれている常時換気設備※や

台所・洗面所の換気扇により、室温を大きく変動させることなく換気を行うことができます。常時換

気設備や換気扇を常時運転し、最小限の換気量を確保しましょう。 

※ 2003 年 7 月以降に着工された住宅には「常時換気設備（24 時間換気システム）」が設置されていま

す。常時換気設備が設置されている場合には常に稼働させましょう。また、定期的にフィルタの掃除を

行い、強弱スイッチがある場合は強運転にして換気量を増やすようにしましょう。吸気口の位置にも御

注意ください。家具等でふさぐと効果が落ちてしまいます。「常時換気設備」が設置されていない建物

でも、台所や洗面所などの換気扇を常時運転することで最小限の換気量は確保できます。 

＜窓開けによる換気のコツ＞ 

・対角線上にあるドアや窓を２か所開放すると効果的な換気ができます。 

・窓が１つしかない場合は、部屋のドアを開けて、扇風機などを窓の外に向けて設置しましょう。 

＜冬場における換気の留意点＞ 
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窓開けを行うと一時的に室内温度が低くなってしまいます。暖房器具を使用しながら、換気を

行ってください。 

暖房器具の近くの窓を開けると、入ってくる冷気が暖められるので、室温の低下を防ぐことが

できます。なお、暖房器具の種類や設置位置の決定に当たっては、カーテン等の燃えやすい物

から距離をあけるなど、火災の予防に留意してください。 

短時間に窓を全開にするよりも、一方向の窓を少しだけ開けて常時換気を確保する方が、室温

変化を抑えられます。この場合でも、暖房によって室内・室外の温度差が維持できれば、十分

な換気量を得られます。 

人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な空気を人のいる部屋

に取り入れることも、室温を維持するために有効です。 

・窓を十分に開けると室温を 18℃以上に維持できない場合には、換気不足を補うために、HEPA

フィルタによるろ過式の空気清浄機を併用することが有効です。 

（６）ワクチン接種 

予防接種が可能な感染症については、ワクチンを接種することも有効です。 

インフルエンザワクチンは、感染後に発症する可能性を低減させる効果と、発症した場合の重症化

防止に有効と報告されています。（→【３ 予防接種について】を参照） 

新型コロナワクチンは、国内外で実施された研究などにより、新型コロナウイルス感染症にかかっ

た場合の入院や死亡等の重症化等を予防する重症化予防効果が認められたと報告されています。（→

【３ 予防接種について】を参照）。 

 

Ｑ15 急性呼吸器感染症の症状があります。どうすればよいのですか？ 

（１）人混みへの外出を控える 

人混みや繁華街への外出を控え、無理をして学校や職場等に行かないようにしましょう。 

（２）咳エチケットの徹底 

 咳やくしゃみ等の症状のある時は、家族や周りの方へうつさないように、飛沫感染対策としての咳

エチケットを徹底しましょう。 

急性呼吸器感染症の主な感染経路は咳やくしゃみの際に口から発生される小さな水滴（飛沫）によ

る飛沫感染、接触感染、エアロゾル感染等によるものです。インフルエンザや新型コロナウイルス感

染症に感染していても、症状が出ない（不顕性感染）場合や、軽い症状が出るだけの場合もあります。

したがって、周囲の人にうつさないよう、 

・普段から皆が咳エチケットを心がけ、咳やくしゃみを他の人に向けて発しないこと 

・咳やくしゃみが出ているときはできるだけ不織布製マスクを着用すること（※）。とっさの咳やく

しゃみの際にマスクがない場合は、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い、顔を他の人に向け

ないこと 
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・鼻水・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨て、手のひらで咳やくしゃみを受け止めた時

はすぐに手を洗うことなどを守ることを心がけてください。 

（※）マスク着用に係る留意事項 

・ 子どものマスクの着用については、すこやかな発育・発達の妨げとならないよう配慮すること

が重要です。 

・ 乳幼児は、息苦しさや体調不良を訴えることや、自分で外すことが困難であることから、窒息

や熱中症のリスクが高まるため注意が必要です。特に 2 歳未満では着用が勧められていませ

ん。 

・ なお、感染が大きく拡大している場合には、一時的に場面に応じた適切なマスクの着用を広く

呼びかけるなど、より強い感染対策を求めることがあり得ます。ただし、そのような場合にお

いても、子どものマスク着用については、健康面などへの影響も懸念されており、引き続き、

保護者や周りの大人が個々の子どもの体調に十分注意をお願いします。 

・ マスクの着用は個人の判断に委ねられるものではありますが、事業者が感染対策上又は事業上

の理由等により、利用者又は従業員にマスクの着用を求めることは許容されます。ただし、障

害特性等により、マスク等の着用が困難な場合には、個別の事情に鑑み、差別等が生じないよ

う十分配慮をお願いします。 

（３）十分な休養 

 安静にして、休養をとりましょう。特に、睡眠を十分にとることが大切です。  

（４）水分補給 

 水分を十分に補給しましょう。お茶やスープなど飲みたいもので差し支えありません。  

（５）医療機関の受診 

 高熱が続く、呼吸が苦しい、意識状態がおかしいなど具合が悪ければ早めに医療機関を受診しまし

ょう。特にインフルエンザについては、小児・未成年者がり患したとき、急に走り出す、部屋から飛

び出そうとする、ウロウロと歩き回る等の異常行動を起こすことがあります。小児・未成年者がイン

フルエンザと診断され治療が開始された後、自宅で療養する場合は、治療開始から少なくとも２日間

は小児・未成年者を一人にさせないなどの配慮が必要です（Q10 を参照）。 

 

Ｑ16 治療薬にはどのようなものがあり、どのような場合に効果がありますか？ 

急性呼吸器感染症のうち、よく御質問をいただくインフルエンザ・新型コロナウイルス感染症に対す

る治療薬については以下のようなものがあります。 

（１）インフルエンザに対する治療薬 

・オセルタミビルリン酸塩（商品名：タミフルカプセル等） 

・ザナミビル水和物（商品名：リレンザ） 

・ペラミビル水和物（商品名：ラピアクタ点滴静注液） 
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・ラニナミビルオクタン酸エステル水和物（商品名：イナビル吸入粉末剤等） 

・バロキサビル マルボキシル(商品名：ゾフルーザ錠等) 

・アマンタジン塩酸塩（商品名：シンメトレル錠等）（A 型にのみ有効） 

インフルエンザは多くの場合、自然経過の中で４-５日間の発熱等の症状が出現した後自然軽快し

ます。抗インフルエンザウイルス薬は、高齢者や免疫不全者、小児等の重症化リスクが高いと考えら

れる方に対して重症化予防効果があるとされておりますが、そのほかの方については抗インフルエン

ザウイルス薬による重症化予防効果は限定的とされています。 

抗インフルエンザウイルス薬を適切な時期（発症から 48 時間以内）から使用すると、発熱期間は

通常 1～2 日間短縮され、鼻やのどからのウイルス排出量も減少しますが、症状が出てから 2 日（48

時間）以降に使用を開始した場合、十分な効果は期待できません。 

これらの治療薬の効果はインフルエンザの症状が出始めてからの時間や病状により異なり、また、

抗インフルエンザウイルス薬の投与は全ての患者に対しては必須ではないため、医師の判断に基づき

使用してください。使用する際には用法、用量、期間（服用する日数）を守ることが重要です。 

A 型にのみ有効なアマンタジン塩酸塩は、ほとんどのインフルエンザウイルスが耐性を獲得してお

り、使用の機会は少なくなっています。 

バロキサビル マルボキシルについては、一般社団法人日本感染症学会と公益社団法人日本小児科

学会が以下の趣旨の提言を出しています。 

（１）６歳から 11 歳までの小児については、B 型には使用を考慮する。 

（２）１歳から５歳以下の小児では、同薬の積極的な使用を推奨しない。B 型には剤型適応の可否

を判断した上での使用も考慮する。 

（３）10Kg 未満の小児に適応はなし。 

（４）ノイラミニダーゼ阻害薬耐性株が疑われる状況では、使用が考慮される。 

（５）重症患者および免疫不全患者のインフルエンザの治療において、推奨／非推奨を論じること

のできるエビデンスは現時点では不十分である。 

［一般社団法人日本感染症学会］ 

https://www.kansensho.or.jp/uploads/files/guidelines/teigen_231130_nashi.pdf 

［公益社団法人日本小児科学会］ 

https://www.jpeds.or.jp/uploads/files/20231122_influenza.pdf 

 

（２）新型コロナウイルス感染症に対する治療薬 

新型コロナウイルス感染症に対する治療薬としては、主に下記の抗ウイルス薬があります。 

モルヌピラビル（商品名：ラゲブリオ錠等） 

ニルマトレルビル／リトナビル（商品名：パキロビッドパック等） 

エンシトレルビル フマル酸（商品名：ゾコーバ錠） 
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レムデシビル（商品名：ベクルリー点滴静注用） 

重症化予防、症状軽減を目的とした抗ウイルス薬の投与については、化学療法や免疫抑制剤の使用

による高度な免疫不全に加え、重症化リスク因子の数、基礎疾患のコントロール状況、当該シーズン

のワクチン接種状況、および臨床経過などを踏まえ、重症化リスクが総合的に判断されます。使用す

る際には用法、用量、期間（服用する日数）を守ることが重要です。 

ラゲブリオ及びゾコーバ錠は、動物実験で催奇形性が認められており、妊婦又は妊娠している可能

性のある女性は投与禁忌とされています。また、パキロビッドパック及びゾコーバ錠は、複数の薬剤

が併用禁忌とされており、服薬中のすべての薬剤を確認する必要があります。さらに、ラゲブリオ及

びパキロビッドパックは発症から５日以内に、ゾコーバ錠は発症から３日以内に服用する必要があり

ます。 

［５学会による新型コロナウイルス感染症診療の指針］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/001580139.pdf  

 

Ｑ17 抗菌薬は急性呼吸器感染症に効果がありますか？ 

急性呼吸器感染症のうち、肺炎球菌などの細菌による感染症については抗菌薬が効果的ですが、イン

フルエンザウイルスや新型コロナウイルス等の、ウイルスを病原体とする感染症に抗菌薬は効きません。 

しかしながら、特に高齢者や慢性疾患を持つ方、免疫機能が低下している方は、インフルエンザや新

型コロナウイルス感染症などのウイルスを病原体とする感染症にかかることにより、肺炎球菌などの細

菌にも感染しやすくなっています。この場合、細菌にもウイルスにも感染すること（混合感染）によっ

て起こる気管支炎、肺炎等の合併症に対する治療として、抗菌薬等が使用されることはあります。 

 

Ｑ18 急性呼吸器感染症にかかったら、どのくらいの期間外出を控えればよいのでしょうか？ 

 急性呼吸器感染症のうち、よくお尋ねのある、インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症につい

てお答えいたします。 

（１）インフルエンザ 

インフルエンザは、鼻やのどからのウイルスの排出期間の長さに個人差がありますが、発症前日か

ら発症後３～７日間は感染性のウイルスを排出しているといわれています。この期間のうち、発症後

１～３日間は、感染性のウイルスの平均的な排出量が多いため外出を控える必要があります。排出さ

れるウイルス量は解熱とともに減少しますが、解熱後もウイルスを排出するといわれています。排出

期間の長さには個人差がありますが、咳やくしゃみ等の症状が続いている場合には、不織布製マスク

を着用する等、周りの方へうつさないよう配慮しましょう。 

現在、学校保健安全法施行規則では「発症した後 5 日を経過し、かつ、解熱した後 2 日（幼児にあ

っては、3 日）を経過するまで」をインフルエンザによる出席停止期間としています（ただし、病状

により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めたときは、この限りではありません）。 
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（２）新型コロナウイルス感染症 

 新型コロナウイルス感染症は、鼻やのどからのウイルスの排出期間の長さに個人差がありますが、

発症２日前から発症後７～10 日間は感染性のウイルスを排出しているといわれています。この期間

のうち、発症後５日間は、他人に感染させるリスクが高いと言われています。 

現在、学校保健安全法施行規則では「発症した後 5 日を経過し、かつ、症状が軽快した後１日を経

過するまで」を新型コロナウイルス感染症による出席停止期間としています。 

（３）その他の急性呼吸器感染症 

 そのほかの急性呼吸器感染症についても、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症の場合と同

様に、咳やくしゃみなどの症状が続いている場合は不織布製マスクを着用する等、周りの方へうつさ

ないよう配慮しましょう。もし医師から外出を控えるよう指示された場合は、その期間中外出を控え

てください。 

 

Ｑ19 急性呼吸器感染症にり患した従業員が欠勤する際に、職場にはり患証明書や陽性証明書を

提出させる必要がありますか？ 

り患や陽性の判断は、診察に当たった医師が身体症状や検査結果等を総合して医学的知見に基づいて

行うものです。り患証明書や陽性証明書の作成は、患者の治療にあたる医療機関に過剰な負担をかける

可能性があることから、職場が従業員に対して、当該証明書の提出を求めることは望ましくなく、提出

は不要です。 

 

Ｑ20 急性呼吸器感染症にり患して休んでいた従業員が復帰する際に、職場には治癒証明書や陰

性証明書を提出させる必要がありますか？ 

診断や治癒の判断は、診察に当たった医師が身体症状や検査結果等を総合して医学的知見に基づいて

行うものです。インフルエンザや新型コロナウイルス感染症などの急性呼吸器感染症は陰性を証明する

ことが一般的に困難であることや、患者の治療にあたる医療機関に過剰な負担をかける可能性があるこ

とから、職場が従業員に対して、治癒証明書や陰性証明書の提出を求めることは望ましくなく、提出は

不要です。 

 

Ｑ21 急性呼吸器感染症にり患して休んでいた児童生徒等が治ったら、学校には治癒証明書や陰

性証明書を提出させる必要がありますか？ 

児童生徒等がインフルエンザや新型コロナウイルス感染症などの急性呼吸器感染症にり患し、快復し

て登校を始める前に、改めて検査を受ける必要はなく、当該児童生徒等が学校に復帰する場合には、治

癒証明書や陰性証明書の提出は不要です。 
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３ 予防接種について 

３－１ 基本的な考え方 

予防接種のうち、急性呼吸器感染症一般に共通している事項についてお示しします。また、急性呼吸

器感染症のうち、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症については、定期接種の対象であり、個

人の重症化予防のために毎年接種することが望ましいとされている感染症であることから、特に御質問

をいただく点についてもお示ししています。 

 

Q22 急性呼吸器感染症のうち、定期接種の対象となっている疾病は何がありますか？ 

本 Q＆A の対象としている急性呼吸器感染症には、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、RS

ウイルス感染症、咽頭結膜熱、A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎、ヘルパンギーナなどが含まれます。その

うち、急性呼吸器感染症の定期接種の対象疾病は、主にインフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、

百日せき、肺炎球菌感染症、RS ウイルス感染症などです。 

 

Ｑ23 インフルエンザワクチン、新型コロナワクチンの効果、有効性について教えてください。 

（１）インフルエンザワクチン 

インフルエンザにかかるときは、インフルエンザウイルスが口や鼻あるいは眼の粘膜から体の中に

入ってくることから始まります。体の中に入ったウイルスは次に細胞に侵入して増殖します。この状

態を「感染」といいますが、現行のワクチンはこれを完全に抑える働きはありません。 

ウイルスが増えると、数日の潜伏期間を経て、発熱やのどの痛み等のインフルエンザの症状が出現

します。この状態を「発病」といいます。インフルエンザワクチンには、この「発病」を抑える効果

が一定程度認められていますが、麻しんや風しんワクチンで認められているような高い発病予防効果

を期待することはできません。発病後、多くの方は１週間程度で回復しますが、中には肺炎や脳症等

の重い合併症が現れ、入院治療を必要とする方や死亡される方もいます。これをインフルエンザの「重

症化」といいます。特に基礎疾患のある方や高齢者は重症化する可能性が高いと考えられています。

インフルエンザワクチンは発病を予防する効果に加え、「重症化」を予防する効果も期待されていま

す。 

国内の研究によれば、65 歳以上の高齢者福祉施設に入所している高齢者については 34～55％の発

病を阻止し、82％の死亡を阻止する効果があったとされています※１。 

 

「インフルエンザワクチンの有効性」は、ヒトを対象とした研究において、「ワクチンを接種しな

かった人が病気にかかるリスクを基準とした場合、接種した人が病気にかかるリスクが、『相対的に』

どれだけ減少したか」という指標で示されます。６歳未満の小児を対象とした 2015/16 シーズンの

研究では、発病防止に対するインフルエンザワクチンの有効率は 60%と報告されています※２。「イ
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ンフルエンザ発病防止に対するワクチン有効率が 60％」とは、下記の状況が相当します。 

 ワクチンを接種しなかった方 100 人のうち 30 人がインフルエンザを発病（発病率 30％） 

 ワクチンを接種した方 200 人のうち 24 人がインフルエンザを発病（発病率 12％） 

→ ワクチン有効率＝｛（30－12）／30｝×100＝（1－0.4）×100＝60％ 

 

ワクチンを接種しなかった人の発病率（リスク）を基準とした場合、接種した人の発病率（リスク）

が、「相対的に」60％減少しています。すなわち、ワクチンを接種せず発病した方のうち 60％（上

記の例では 30 人のうち 18 人）は、ワクチンを接種していれば発病を防ぐことができた、というこ

とになります。 

現行のインフルエンザワクチンは、接種すればインフルエンザに絶対に感染しない、というもので

はありません。しかし、インフルエンザの発病を予防することや、発病後の重症化や死亡を予防する

ことに関しては、一定の効果があるとされています。 

※１ 平成 11 年度 厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事業「インフルエンザワクチンの効果に関する

研究（主任研究者：神谷齊（国立療養所三重病院））」 

※２ 平成 28 年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業「ワクチ

ンの有効性・安全性評価と VPD（vaccine preventable diseases）対策への適用に関する分析疫学研究（研究

代表者：廣田良夫（保健医療経営大学））」 

 

（２）新型コロナワクチン 

新型コロナワクチンについては、有効性や安全性が確認された上で薬事承認されており、さらに、国

内外で実施された研究などにより、新型コロナウイルス感染症にかかった場合の入院や死亡等の重症化

等を予防する重症化予防効果が認められたと報告されています。 

 2024/25 シーズン（令和６年秋冬の接種）、2025/26 シーズン（令和７年秋冬の接種）において用

いられたワクチンの効果として、新型コロナウイルス感染症による入院を約 45～70％程度予防した等

の報告が国内外でなされています。（令和８年８月時点） 

【国内の報告】2024/25 シーズン（令和６年秋冬の接種） 

(JN.1 対応ワクチン未接種者と比較) ※１ 

・60 歳以上における入院予防効果が 63.2％ 

【海外の報告】2025/26 シーズン（令和７年秋冬の接種） 

(LP.8.1 対応ワクチン未接種群と比較) ※２ 

・65 歳以上において、入院予防効果: モデルナ社 59.3%、ファイザー社 48.3% 

・65 歳以上において、医療機関受診予防効果: モデルナ社 42.0%、ファイザー社 41.2% 

(LP.8.1 対応ワクチン及び JN.1 対応ワクチン未接種群と比較) ※３ 

・65 歳以上において、入院予防効果 53%、救急受診予防効果 48％ 

(LP.8.1 対応ワクチン未接種群と比較) ※４ 
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・65 歳以上において、新型コロナ関連死亡予防効果 70.1%、入院予防効果 60.6％ 

※１VERSUS Study 第 12 報 

※２Infect Dis Ther. 2026 Jun 24. 

※３JAMA Netw Open. 2026 Jun 23;9(6):e2625152. 

※４Lancet Infect Dis. 2026 Jul;26(7) e269-e270. 

 

Ｑ24 昨年、インフルエンザワクチン、新型コロナワクチンの接種を受けましたが今年も受けた方

がよいでしょうか？ 

（１）インフルエンザワクチン 

インフルエンザワクチンは、そのシーズンに流行することが予測されると判断されたウイルスを用

いて製造されています。このため、昨年、インフルエンザワクチンの接種を受けた方であっても、今

年のインフルエンザワクチンの接種について御検討ください。 

（２）新型コロナワクチン 

新型コロナワクチンの接種については、流行している株に対応したワクチンを用いることで、より

高い中和抗体価の上昇等が期待されることから、重症化予防効果はもとより、発症予防効果の向上が

期待されると考えられています。このため、昨年、新型コロナワクチンの接種を受けた方であっても、

今年の新型コロナワクチンの接種について御検討ください。 

 

Ｑ25 インフルエンザワクチンの有効性が、製造の過程で低下することはあるのでしょうか？ 

発育鶏卵を用いて製造されるインフルエンザワクチンでは、ウイルスを発育鶏卵の中で増えやすくす

るために馴化（じゅんか）させなければなりません。馴化とは、ウイルスを発育鶏卵で複数回増やし、

発育鶏卵での増殖に適応させることです。このような馴化の過程で、ウイルスの遺伝子に変異が起きる

場合があります。 

遺伝子に変異が起きた場合、実際に流行しているインフルエンザウイルス（流行株）と、ワクチンの

もとになっているインフルエンザウイルス（ワクチン株）とで、免疫への作用の程度に違い（抗原性の

乖離）が認められる場合があります。しかしながら、そのような場合であっても、ヒトでは一定程度の

有効性が保たれることが、疫学的な研究により明らかとなっています。この理由として、ヒトは、イン

フルエンザウイルスの抗原性の乖離の程度を調べるために用いられている実験動物とは異なり、毎年の

流行に曝露されることで一定の交差反応性のある抗体を作る細胞を有しているためと考えられていま

す。 

 

Ｑ26 インフルエンザワクチンは、インフルエンザ A 型にも B 型にも有効ですか？ 

現在国内で広く用いられている不活化のインフルエンザワクチンは、インフルエンザウイルス A 型株

（H1N1 株と H3N2 株の２種類）及び B 型株（ビクトリア系統株の１種類）のそれぞれが含まれる「３
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価ワクチン」で、A 型、B 型ともに効果が期待されるワクチンです。 

 

Ｑ27 インフルエンザワクチン、新型コロナワクチンの接種はいつ頃受けるのがよいですか？ 

（１）インフルエンザワクチン 

日本では、インフルエンザは例年 12 月～３月頃に流行し、例年１月末～３月上旬に流行のピーク

を迎えますので、12 月中旬までにワクチン接種を終えることが望ましいと考えられます。 

（２）新型コロナワクチン 

定期接種では、感染症の状況やワクチンの有効性に関するデータを踏まえ、これまで冬にかけて感

染拡大が見られていること等から毎年秋冬に 1 回行うこととしています。感染拡大前にワクチン接種

を終えることが望ましいと考えられます。 

 

Ｑ28 インフルエンザワクチン、新型コロナワクチンの供給量は確保されていますか？  

（１）インフルエンザワクチン 

今シーズンの供給予定量（令和８年８月時点）は、インフルエンザＨＡワクチン（0.5 mL/回換

算）及び経鼻弱毒生ワクチン（0.2 mL/回換算）で約5,190万回分と、近年の平均使用量を超える供

給量となる見込みです。 

（２）新型コロナワクチン 

今シーズンの供給予定量（令和８年８月時点）は、約 702 万回分と、昨シーズンの使用量を超える

供給量となる見込みです。 

なお、いずれのワクチンについても、ワクチンの効率的な使用と安定供給を推進するため、都道府

県を通じて、市町村や医療機関等の関係者に対して、ワクチンの円滑な流通について連携に努めてい

ただくよう依頼をしています。 

 

Ｑ29 定期接種はどこでうけられますか？いくらかかりますか？  

地域の医療機関、かかりつけ医等でワクチンの接種を受けることができますが、自治体によって実施

期間や費用は異なります。ワクチン接種可能な医療機関や地域での取組については、お住まいの市町村

（保健所・保健センター）、医師会、医療機関、かかりつけ医等に問い合わせていただくようお願いし

ます。 

また、予防接種は病気に対する治療ではないため、健康保険が適用されません。原則として全額自己

負担となり、費用は医療機関によって異なります。 

しかし、予防接種法（昭和 23 年法律第 68 号）に基づく定期接種の対象者等については、接種費用

が市区町村によって公費負担されているところもありますので、お住まいの市区町村（保健所・保健セ
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ンター）、医師会、医療機関、かかりつけ医等に問い合わせていただくようお願いします（定期接種の

対象でない方であっても、市区町村によっては、独自の助成事業を行っている場合があります）。 

 

３－２ 定期接種の対象者等について 

Ｑ30 予防接種法に基づく定期接種の対象はどのような人ですか？ 

（１）インフルエンザワクチン 

以下の方々は、インフルエンザにかかると重症化しやすく、インフルエンザワクチン接種による重

症化の予防効果による便益が大きいと考えられるため、定期接種の対象となっています。予防接種を

希望する方は、かかりつけの医師とよく相談の上、接種を受けるか否か判断してください。 

（１） 65 歳以上の方 

（２） 60～64 歳で、心臓、じん臓若しくは呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極度に

制限される方（概ね、身体障害者障害程度等級１級に相当します） 

（３） 60～64 歳で、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、日常生活が

ほとんど不可能な方（概ね、身体障害者障害程度等級１級に相当します） 

（２）新型コロナワクチン 

以下の方々は、新型コロナウイルス感染症にかかると重症化しやすく、新型コロナワクチン接種に

よる重症化の予防効果による便益が大きいと考えられるため、定期接種の対象となっています。令和

７（2025）年人口動態統計によると、新型コロナウイルス感染症による死亡数は 60 代で約 600 人、

70 代で約 3,100 人、80 歳以上で約 17,500 人であり、とりわけ 80 歳以上の方を含む後期高齢者等

については、新型コロナウイルス感染症による死亡例の多くを占め、特に疾病負荷が高い傾向にある

ことから、重症化予防を目的としたワクチン接種が重要です。予防接種を希望する方は、かかりつけ

の医師とよく相談の上、接種を受けるか否か判断してください。 

（１） 65 歳以上の方 

（２） 60～64 歳で、心臓、じん臓若しくは呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極度に

制限される方（概ね、身体障害者障害程度等級１級に相当します） 

（３） 60～64 歳で、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、日常生活が

ほとんど不可能な方（概ね、身体障害者障害程度等級１級に相当します） 

 

Ｑ31 予防接種法に基づく定期接種を受けられない場合もありますか？ 

定期接種であっても、希望すれば必ず受けられるわけではありません。以下に該当する方は予防接種

を受けることが適当でない又は予防接種を行うに際して注意を要するとされています。 

予防接種の対象者から除かれる者（予防接種法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 36 号）） 
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 ・急性呼吸器感染症の予防接種に相当する予防接種を受けたことのある者で当該予防接種を行う必

要がないと認められるもの 

・明らかな発熱を呈している者 

・重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな者 

・急性呼吸器感染症に係る予防接種の接種液の成分によってアナフィラキシーを呈したことがある

ことが明らかな者 

・結核に係る予防接種の対象者にあっては、結核その他の疾病の予防接種、外傷等によるケロイド

の認められる者 

 ・肺炎球菌感染症(高齢者がかかるものに限る。)に係る予防接種の対象者にあっては、当該疾病に

係る定期の予防接種を受けたことのある者 

・そのほか、予防接種を行うことが不適当な状態にある者 

 

予防接種の判断を行うに際して注意を要する者（定期接種実施要領（「予防接種法第 5 条第 1 項の規

定による予防接種の実施について」の一部改正について（令和８年９月 30 日感発 0930 第４号厚生

労働省健康・生活衛生局感染症対策部長通知）の別紙）） 

(ア) 心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患を有する者 

(イ) 予防接種で接種後 2 日以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状

を呈したことがある者 

(ウ) 過去にけいれんの既往のある者 

(エ) 過去に免疫不全の診断がされている者及び近親者に先天性免疫不全症の者がいる者 

(オ) 接種しようとする接種液の成分に対してアレルギーを呈するおそれのある者 

(カ) バイアルのゴム栓に乾燥天然ゴム(ラテックス)が含まれている製剤を使用する際の、ラテ

ックス過敏症のある者 

(キ) 結核の予防接種にあっては、過去に結核患者との長期の接触がある者その他の結核感染の

疑いのある者 

(ク) ロタウイルス感染症の予防接種にあっては、活動性胃腸疾患や下痢等の胃腸障害のある者 

(ケ) ＲＳウイルス感染症の予防接種にあっては、妊娠高血圧症候群の罹患歴がある又は発症リ

スクが高いと考えられる者 

 

３－３ 副反応等について 

Ｑ32 インフルエンザワクチン、新型コロナワクチンの接種によって引き起こされる症状（副反

応）には、どのようなものがありますか？ 

（１）インフルエンザワクチン 
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免疫をつけるためにワクチンを接種したとき、免疫がつく以外の反応がみられることがあります。

これを副反応といいます。季節性インフルエンザワクチンで比較的多くみられる副反応には、接種し

た場所（局所）の赤み（発赤）、はれ（腫脹）、痛み（疼痛）等が挙げられます。接種を受けられた

方の 10～20％に起こりますが、通常 2～3 日で消失します。 

全身性の反応としては、発熱、頭痛、寒気（悪寒）、だるさ（倦怠感）などが見られます。接種を

受けられた方の 5～10％に起こり、こちらも通常 2～3 日で消失します。 

また、まれではありますが、ショック、アナフィラキシー様症状（発疹、じんましん、赤み（発赤）、

掻痒感（かゆみ）、呼吸困難等）が見られることもあります。ショック、アナフィラキシー様症状は、

ワクチンに対するアレルギー反応で接種後、比較的すぐに起こることが多いことから、接種後 30 分

間は接種した医療機関内で安静にしてください。また、帰宅後に異常が認められた場合には、速やか

に医師に連絡してください。 

そのほか、重い副反応（注１）の報告がまれにあります。ただし、報告された副反応の原因がワクチ

ン接種によるものかどうかは、必ずしも明らかではありません。インフルエンザワクチンの接種後に

報告された副反応が疑われる症状等については、順次評価を行い、公表しています。 

▼ インフルエンザワクチン接種後の副反応疑い報告として医師に報告が義務付けられている症

状と接種から症状発生までの期間 

 医師に報告が義務付けられている症状 
接種から症状発生

までの期間 

インフルエンザ 

1. アナフィラキシー 

2. 急性散在性脳脊髄炎（ADEM） 

3. 脳炎・脳症 

4. けいれん 

5. 脊髄炎 

6. ギラン・バレ症候群 

7. 視神経炎 

8. 血小板減少性紫斑病 

9. 血管炎 

10. 肝機能障害 

11. ネフローゼ症候群 

12. 喘息発作 

13. 間質性肺炎 

14. 皮膚粘膜眼症候群 

15. 急性汎発性発疹性膿疱症 

４時間 

２８日 

２８日 

７日 

２８日 

２８日 

２８日 

２８日 

２８日 

２８日 

２８日 

２４時間 

２８日 

２８日 

２８日 
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（予防接種後副反応疑い報告書より抜粋） 

（注１）重い副反応として、ギラン・バレ症候群、急性脳症、急性散在性脳脊髄炎、けいれん、肝機

能障害、喘息発作、血小板減少性紫斑病等が報告されています。 

（２）新型コロナワクチン 

新型コロナワクチンの主な副反応として、注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節の痛み等

がみられることがあります。また、頻度は不明ですが、重大な副反応としてｍRNA ワクチンについ

ては、ショック、アナフィラキシー、心筋炎、心膜炎、組換えタンパクワクチンについては、ショッ

ク、アナフィラキシーがみられることがあります。もし、アナフィラキシーが起きたときには、医療

機関ですぐに治療を行うことになります。 

ワクチン接種後の副反応疑い報告の状況や健康状況に係る調査の結果について公表しており、新

型コロナワクチンの安全性については審議会での評価を踏まえ、特段の懸念はないものと考えられ

ています。 

▼ 新型コロナワクチン接種後の副反応疑い報告として医師に報告が義務付けられている症状と

接種から症状発生までの期間 

（予防接種後副反応疑い報告書より抜粋） 

 

Ｑ33 インフルエンザワクチン、新型コロナワクチンの接種後の死亡例はありますか？ 

（１）インフルエンザワクチン 

インフルエンザワクチンの接種後の副反応疑い報告において、医師や製造販売業者等から予防接種を

受けたことによるものと疑われるとして報告された死亡例は副反応検討部会において報告されていま

す。これらの副反応疑い報告について、副反応検討部会において専門家による評価を行ったところ、死

亡とワクチン接種の直接の明確な因果関係があるとされた症例は認められませんでした。また、死亡例

のほとんどが、基礎疾患等がある高齢者でした。基礎疾患がある方は、いろいろな外的要因により、病

16. その他の反応 ― 

 医師に報告が義務付けられている症状 
接種から症状発生

までの期間 

新型コロナウイル

ス感染症 

1. アナフィラキシー 

2. 血栓症（血栓塞栓症を含む。）（血小板減

少症を伴う者に限る。） 

3. 心筋炎 

4. 心膜炎 

5. 熱性けいれん 

6. その他の反応 

４時間 

２８日 

 

２８日 

２８日 

７日 

― 
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気の状態が悪化する可能性もありますので、必要に応じて、主治医及び専門性の高い医療機関の医師に

対し、接種の適否について意見を求め、接種の適否を慎重に判断してください。 

資料は、厚生労働省のウェブページの下記アドレスに掲載しています。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-kousei_284075.html 

（２）新型コロナワクチン 

新型コロナワクチンの接種後の副反応疑い報告において、医師や製造販売業者等から予防接種を受け

たことによるものと疑われるとして報告された死亡例は副反応検討部会において報告されています。副

反応検討部会では医療機関等から報告があったワクチン接種後の副反応疑い報告を全例評価しており、

現時点でワクチンの安全性にかかる重大な懸念は認められないと評価されています。 

資料は、厚生労働省のウェブページの下記アドレスに掲載しています。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-kousei_284075.html 

 

Ｑ34 インフルエンザワクチン、新型コロナワクチンの接種によって、感染症を発症することはあ

りますか？ 

（１）インフルエンザワクチン 

接種するワクチンの種類によって異なります。弱毒生ワクチンは、病原性を弱めたインフルエンザ

ウイルスからできており、インフルエンザを発症したときと同様の発熱などを起こすことがあります。

一方、不活化ワクチンは、インフルエンザウイルスから免疫をつくるのに必要な成分だけを取り出し

て作ったものです。したがって、ウイルスとしての働きはないので、ワクチン接種によってインフル

エンザを発症することはありません。 

（２）新型コロナワクチン 

mRNA（メッセンジャーRNA）ワクチンは、ウイルスのタンパク質をつくるもとになる遺伝情報の

一部、組換えタンパクワクチンは、新型コロナウイルスの表面にあるスパイクタンパク質の遺伝子を

もとに作られた組換えタンパク質をナノ粒子化した製剤です。したがって、ウイルスとしての働きは

ないので、ワクチン接種によって新型コロナウイルス感染症を発症することはありません。 

 

Ｑ35 ワクチンの接種によって、健康被害が発生した場合は、どのような対応がなされるのです

か？ 

Ｑ30 の回答で示した対象者の方への接種については、定期接種を受けたことによる健康被害であ

ると厚生労働大臣が認定した場合に、予防接種法に基づく健康被害救済制度の対象となります。 

救済制度の内容については、下記アドレスを御参照ください。 

［予防接種健康被害救済制度］ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_kenkouhigaikyuusai.html 
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また、予防接種法の定期接種によらない任意の接種については、ワクチンを適正に使用したにもか

かわらず発生した副反応により、健康被害が生じた場合は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構法

（平成 14 年法律第 192 号）による医薬品副作用被害救済制度又は生物由来製品感染等被害救済制

度の対象となります。 

救済制度の内容については、下記を参照するか、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（TEL：

0120-149-931）に御照会ください。 

［医薬品副作用被害救済制度］ 

https://www.pmda.go.jp/relief-services/adr-sufferers/0001.html 

［生物由来製品感染等被害救済制度］ 

https://www.pmda.go.jp/relief-services/infections/0001.html 

 

厚生労働省では、インフルエンザをはじめとした感染症の一般的予防方法、流行状況や予防接種の

意義、有効性、副反応等に関する国民の皆様の疑問に的確に対応するため、「感染症・予防接種相

談窓口」を開設しています。 

【感染症・予防接種相談窓口】 

電話番号：0120-995-956（午前 9 時～午後 5 時 ※土日祝日、年末年始を除く） 

※行政に関する御意見・御質問は受け付けておりません。 

※本相談窓口は、厚生労働省が業務委託している外部の民間会社により運営されています。 

※オペレーターへの暴言、性的発言、セクハラ等の入電は御遠慮ください。他の入電者様の対応に

支障が生じております。 

 

４ その他 

Q36 医療用手袋が不足した場合、どこで購入することができますか？ 

中東情勢の影響により医療用手袋の入手が困難な状況が一時的に発生したため、５月より、国備蓄医

療用手袋を計 7000 万枚放出し、緊急配布要請を通じて医療機関に販売をしておりましたが、当該要請

件数が落ち着いてきたことも踏まえて、10 月６日から、以下のアスクル社の国備蓄品の販売サイトよ

り、対象や数量を限定せず自由に購入できるようになりました。 

 

【URL】 

ニトリルグローブ（S サイズ）1 箱（100 枚入） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6511/ 

  

ニトリルグローブ（M サイズ）1 箱（100 枚入） 
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https://www.askul.co.jp/p/JWP6513/ 

  

ニトリルグローブ（L サイズ）1 箱（100 枚入） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6515/ 

  

ニトリルグローブ（S サイズ）1 セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6510/ 

  

ニトリルグローブ（M サイズ）1 セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6512/ 

  

ニトリルグローブ（L サイズ）1 セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6514/ 
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今冬の急性呼吸器感染症（ARI）の感染拡大に備えた 

保健・医療提供体制の確認等について 

 

１．医療提供体制に関する基本的な考え方 

（１）基本的な考え方 

○ 外来医療体制について、各都道府県においては、今冬に想定される感染

拡大に備え、管下の幅広い医療機関に対して、一般的な医療機関が診察を

行うことを前提として適切な準備を行うとともに、それでもなお診療が困

難な場合には、少なくとも診療可能な医療機関への適切な案内・紹介等を

行うことについて、周知いただきたい。 

  

○ 入院医療体制について、各都道府県においては、今冬に想定される感染

拡大に備え、管下の入院病床を有する幅広い医療機関に対して、各医療機

関における自院での入院受入れを前提とした体制の構築を進めるとともに、

それでもなお入院受入れに困難な状況が生じた場合には、入院可能な医療

機関へ適切に紹介するよう、周知いただきたい。 

 

（２）地域における医療機関間の役割分担の確認・明確化 

 ○ 感染拡大局面において、特定の医療機関に負担が偏らないようにするた

め、改めて、地域での役割分担の確認・明確化をしておくことが重要であ

る。特に、円滑な入院調整を行うためには、症状悪化の際の転院（いわゆ

る上り搬送）を担う医療機関、症状軽快の際の転院（いわゆる下り搬送）

を担う医療機関、特別な配慮が必要な患者（妊産婦、小児、障害児者、認

知症患者、がん患者、透析患者、精神疾患を有する患者、外国人等）の受

入れを担う医療機関などの医療機関間の役割分担が重要である。 

 

〇 国及び都道府県等は、患者が急激に増加した場合を想定して、消防機関

と医療機関との一層の連携強化を図るとともに、必要な病床や機材の確保、

診療に必要な医薬品の確保、医師、看護師等の医療従事者の確保等の緊急

時における医療提供体制をあらかじめ検討しておくことが重要である。 

 

〇 新興感染症の発生・まん延時に、医療機関等情報支援システム（Ｇ－Ｍ

ＩＳ）を効率的に活用することができるよう、都道府県においては、日頃

から、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 10

年法律第 114号）第 36条の３第１項の規定に基づき、都道府県知事と医療

別添３ 
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機関の管理者との間で医療措置協定を締結した医療機関の状況把握等の研

修や訓練等に医療機関等情報支援システム（Ｇ－ＭＩＳ）を利用すること

が重要である。 

 

（３）院内感染対策の徹底 

○ 院内感染対策については、手指衛生の徹底、適切な個人防護具の着用等

の徹底が重要である。 

（※）厚生労働省ウェブサイトも参照のこと。 

・「医療機関における院内感染対策について」 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000845013.pdf 

・「新型コロナウイルス感染症の院内感染に関する保健所への報告及び相談について」 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001271040.pdf  

 

２．地域住民に対する周知・注意喚起 

（１）基本的な感染対策 

○ 新型コロナウイルス感染症を始めとした急性呼吸器感染症の感染予防に

は、手洗い・手指消毒、マスクの着用を含む咳エチケット、換気などの基

本的な感染対策が有効である。特に、高齢者や一定の基礎疾患を有する者

が感染すれば重症化リスクも高まるため、通院や高齢者施設を訪問する時

などは、感染予防としてマスクの着用が効果的である。帰省等で高齢者と

会う場合や大人数で集まる場合は、感染予防を心掛け体調を整えるように

することが重要である。 

 

（２）受診相談体制の強化 

○ 救急車の適時・適切な利用の推進及び救急医療のひっ迫回避の観点から、

都道府県等で構築してきた電話等による相談体制（♯7119、♯8000、救急

相談アプリ等を活用した相談体制）の活用を図ることが有効であり、当該

相談体制について、地域住民に周知することが望ましい。 

 

○ 更なる感染拡大が想定される場合には、地域住民に対し、あらかじめ薬

機法に基づく承認を受けた医療用抗原定性検査キット（※）や解熱鎮痛薬

を用意すること等を周知するとともに、有症状者のうち重症化リスクの低

い方に対しては、抗原定性検査キットによる自己検査及び自宅療養を実施

いただくよう周知することが望ましい。 

（※ 抗原定性検査キットは、すべての急性呼吸器感染症の検査に使用できるものでは

なく、新型コロナウイルス感染症又はインフルエンザの検査を行うことが可能である
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ことに留意されたい。） 

 

○ 感染拡大局面においては、医療機関等が発行する検査の結果を証明する

書類や診断書を求めるため受診すること（とりわけ救急外来を利用するこ

と）は、外来ひっ迫の一因となることから、これらを目的とした受診は控

えていただくよう、注意喚起することが望ましい。 

 

３．施設等における対応 

急性呼吸器感染症は、学校、社会福祉施設等（高齢者、児童、障害者等が集

団で生活又は利用する社会福祉施設、介護老人保健施設等をいう。以下同じ。）、

医療機関等において、大規模な集団感染を起こすことがある。特に、重症化す

るリスクの高い者が多く利用する社会福祉施設等や医療機関等においては、日

常の健康管理や環境の向上に努めるとともに、施設等内に急性呼吸器感染症を

引き起こす病原体が持ち込まれないようにすることが重要である。 

なお、社会福祉施設等における感染症等発生時に係る報告対応については、

「社会福祉施設等における感染症等発生時に係る報告について」（平成 17 年２

月 22 日付け健発第 0222002 号・薬食発第 022001 号・雇児発第 0222001 号・社

援発第 0222002 号・老発第 0222001 号通達）において重要な点をまとめている

ため、改めて参照いただくとともに、適切に周知いただきたい。 

（※）厚生労働省ウェブサイト参照 

・「社会福祉施設等における感染症等発生時に係る報告について」 
https://www.mhlw.go.jp/content/001092966.pdf  

https://www.mhlw.go.jp/content/001092967.pdf  

 

（１）高齢者施設等における対応 

○ 高齢者施設等については、重症化リスクが高い高齢者が多く生活してい

ることを踏まえ、入院が必要な高齢者が適切かつ確実に入院できる体制を

確保するとともに、感染症対応に円滑につながるよう、平時からの取組を

強化しつつ、施設等における感染対策の徹底、医療機関との連携強化、療

養体制の確保等の取組を自治体や関係団体の協力の下進めてきたところ。 

  今後の感染拡大に備え、これまでに構築した医療機関との連携体制等に

ついては、引き続き確保いただきたい。 

 

○ また、令和６年度介護報酬改定において創設された、高齢者施設等にお

ける感染症対応力の向上を目的とした「高齢者施設等感染対策向上加算」

（※）の取得を推進することにより、平時における感染対策及び医療機関
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との連携体制の確保を更に進めていただきたい。 

※ 高齢者施設等感染対策向上加算（Ⅰ）の算定要件は下記①～③のとお

りであり、高齢者施設等感染対策向上加算（Ⅱ）の算定要件は下記④の

とおりである。このうち、②については、上記のこれまでの新型コロナ

に係る医療機関との連携体制を引き続き確保していることを算定の要件

としている。 

①新興感染症への対応として、第二種協定指定医療機関との連携体制を

構築していること 

②その他の感染症（新型コロナ含む）への対応として、協力医療機関等

との連携体制を構築していること 

③感染症対策に係る一定の要件を満たす医療機関等や地域の医師会が行

う感染対策に関する研修又は訓練に１年に１回以上参加していること 

④感染症対策に係る一定の要件を満たす医療機関から、３年に１回以上、

施設内で感染者が発生した場合の対応に係る実地指導を受けているこ

と 

 

○ さらに、高齢者施設等における感染対策については、これまでも徹底し

ていただいているところであるが、「介護現場における感染対策の手引き

（第３版）」や「高齢者施設等における感染対策等について」（令和５年４

月 18 日厚生労働省老健局高齢者支援課ほか連名事務連絡）（※）において

高齢者施設等における感染対策として重要と考えられる点をまとめている

ため、改めて周知いただきたい。 

（※）厚生労働省ウェブサイト参照 

・「介護現場における感染対策の手引き」 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001149870.pdf 
・「高齢者施設等における感染対策等について」（令和５年４月 18 日付け事務連絡） 

https://www.mhlw.go.jp/content/001089956.pdf 

 

（２）障害者施設等における対応 

 ○ 障害者施設等についても、上述の高齢者施設等における対応と同様、感

染症対応に円滑につながるよう、平時からの取組を強化しつつ、施設等に

おける感染対策の徹底、医療機関との連携強化、療養体制の確保等の取組

を自治体や関係団体の協力の下進めてきたところ。 

今後の感染拡大に備え、これまでに構築した医療機関との連携体制等に

ついては、引き続き確保いただきたい。  
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 ○ また、令和６年度障害福祉サービス等報酬改定において創設された、障

害者施設等における感染症対応力の向上を目的とした「障害者支援施設等

感染対策向上加算」（※）の取得を推進することにより、平時における感

染対策及び医療機関との連携体制の確保を更に進めていただきたい。  

 ※ 障害者支援施設等感染対策向上加算（Ⅰ）の算定要件は下記①～③の

とおりであり、障害者支援施設等感染対策向上加算（Ⅱ）の算定要件は

下記④のとおりである。このうち、②については、上記のこれまでの新

型コロナに係る医療機関との連携体制を引き続き確保していることを算

定の要件としている。 

  ①新興感染症への対応として、第二種協定指定医療機関との連携体制を

構築していること  

  ②その他の感染症（新型コロナ含む）への対応として、協力医療機関等

との連携体制を構築していること  

  ③感染症対策にかかる一定の要件を満たす医療機関等や地域の医師会が

行う感染対策に関する研修又は訓練に１年に１回以上参加しているこ

と 

  ④感染症対策に係る一定の要件を満たす医療機関から、３年に１回以上、

施設内で感染者が発生した場合の対応に係る実地指導を受けているこ

と 

 

 ○ さらに、障害者施設等における感染対策については、これまでも徹底し

ていただいているところであるが、厚生労働省のホームページ（※）にお

いて、障害福祉サービス施設・事業所職員のための感染対策マニュアル等

を公表しているため、参考にしていただきたい。 

（※）厚生労働省ウェブサイト参照 

・「感染対策マニュアル・業務継続ガイドライン等」 

    https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_15758.html 

 

（３）学校における対応 

○ 学校教育活動の継続を前提とした上で感染拡大を防止していくため、学

校においても、時々の感染状況に応じた感染症対策を講じていくことが重

要である。 

 

○ 具体的には、感染状況が落ち着いている平時においても、児童生徒等の

健康観察や換気の確保、手洗い等の手指衛生の指導等を行いつつ、地域や



6 

 

学校において感染が流行している場合などには、必要に応じて、活動場面

や活動内容を工夫しながら、授業や部活動、各種行事等の学校教育活動を

継続し、児童生徒等の学びを保障していくことが必要である。 

 

○ その際、感染症対策を講じたとしても、感染リスクはゼロにはならない

ということを理解した上で、感染が確認された場合には、学校保健安全法

（昭和 33 年法律第 56 号）に基づく出席停止等の措置を講じること。その

際の判断材料は校長及び学校の設置者の裁量によるが、自宅等で検査を行

う場合は、ドラッグストア、インターネット等を通じて広告・販売されて

いる、診断を目的とせず研究用等と称する製品（抗原定性検査キットなど）

による検査結果ではなく、薬機法に基づく承認を受けた医療用製品による

検査結果を用いること。また、教育委員会と衛生主管部局との連携や、学

校医・学校歯科医・学校薬剤師等の専門家と連携した学校における保健管

理体制を構築しておくことが重要である。 

 

４．その他 
（１）検査について 

 ○ 行政検査については、新型コロナウイルス感染症を含む感染症全般につ

いて、実施主体である都道府県等においてその必要性や範囲等を判断しつ

つ、実施していただきたい。なお、実施する際には、その実施から結果の

把握までを迅速に行うことが重要であるため、検査機関や検査を実施する

可能性のある各種施設等と連携を密にしていただくようお願いする。 

 

（２）医薬品について 

○ 新型コロナウイルス感染症等の急性呼吸器感染症の治療薬や対症療法薬

として使用される経口抗ウイルス薬、抗菌薬、解熱鎮痛薬、鎮咳薬（咳止

め）、去痰薬、トラネキサム酸については、今冬の感染拡大に対応し、必

要な患者に医薬品が広く行き渡るよう、以下の点について、周知をお願い

したい。 

  なお、国としても、必要な患者に医薬品が広く行き渡るよう、医療機関

や薬局、卸売販売業者、製造販売業者に対して、円滑な流通への協力を求

めていく。 

 

○ 医療機関におかれては、 

①治療薬や対症療法薬について、需給状況を踏まえて当面の必要量に見合
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った適切な在庫を確保することとし、過剰な発注を控えていただき、当

面の必要量に見合う量のみの購入をお願いしたい。また、返品を前提と

する、過度な注文及び在庫管理を行わないようお願いしたい。 

なお、感染症の流行状況によっては、偏在調整等のため、前回納入され

た製品よりも製造ロットが古いものが納入される可能性がある。その場

合であっても、有効期限内の医薬品は品質に問題はないため、明らかに

有効期限内に患者に使用される見込みであるにもかかわらず、単に前回

納入された製品よりも製造ロットが古いことをもって、納入を拒否する

ことは慎むこと。 

②治療薬や対症療法薬の供給状況によって、他社製品や代替薬の使用につ

いても考慮していただきたい。 

 

○ 薬局におかれては、 

①治療薬や対症療法薬について、需給状況を踏まえて当面の必要量に見合

った適切な在庫を確保することとし、過剰な発注を控えていただき、当

面の必要量に見合う量のみの購入をお願いしたい。また、店舗単位でも

適切な在庫を確保いただくなど、可能な限り迅速に供給できる体制を整

えていただきたい。併せて、返品を前提とする過度な注文及び在庫管理

を行わないようお願いしたい。 

なお、感染症の流行状況によっては、偏在調整等のため、前回納入され

た製品よりも製造ロットが古いものが納入される可能性がある。その場

合であっても、有効期限内の医薬品は品質に問題はないため、明らかに

有効期限内に患者に使用される見込みであるにもかかわらず、単に前回

納入された製品よりも製造ロットが古いことをもって、納入を拒否する

ことは慎むこと。 

②治療薬や対症療法薬の供給状況によって、他社製品や代替薬の使用につ

いても考慮していただきたい。 

③処方された治療薬や対症療法薬について、自らの店舗や系列店舗だけで

は供給が困難な場合には、地域の薬局間における連携により可能な限り

調整をしていただきたい。 

 

○ 卸売販売業者におかれては、 

①流行時に追加注文を受ける際には、前回注文により納入された医療機関

等在庫を確認した上で、感染症の流行状況を踏まえた患者数等の動向等

を勘案した必要量の供給を随時行い、治療薬等の偏在が起こらないよう
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配慮していただきたい。 

②前年に実績のない医療機関等からの新規注文については、全体の注文量

の状況を踏まえて調整する必要があるものの、新規開業の医療機関等が

不利とならないよう最大限配慮していただきたい。 

③治療薬や対症療法薬について、需給状況を踏まえて適切な在庫を確保す

る等、必要な措置を講じていただくとともに、営業所単位でも適切な在

庫を確保いただくなど、可能な限り迅速に供給できる体制を整えていた

だきたい。 

 

〇 医療用医薬品の供給状況（※）を公表しているため、改めて周知いただ

きたい。 

（※）厚生労働省ウェブサイト参照 

・「医療用医薬品供給状況報告」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kouhatu-

iyaku/04_00003.html  

 

○ 対症療法薬については、「医療用解熱鎮痛薬等の安定供給に関する相談

窓口（※）」の活用についても、改めて管下の医療機関や薬局に周知いた

だきたい。 

（※）厚生労働省ウェブサイト参照 

・医療用解熱鎮痛薬等の安定供給に関する相談窓口について（令和５年９月 29 日付け厚

生労働省医政局医薬産業振興・医療情報企画課事務連絡） 

https://www.mhlw.go.jp/content/10807000/001151654.pdf 

 

（３）抗原定性検査キットについて 

○ 新型コロナウイルス感染症等の抗原定性検査キットについては、今後、

冬の感染拡大に備える観点から、以下の点について、周知をお願いしたい。 

なお、国としても、必要な患者に抗原定性検査キットが広く行き渡るよう、

医療機関や薬局、卸売販売業者、製造販売業者に対して、円滑な流通への

協力を求めていく。 

 

○ 医療機関や薬局におかれては、 

①一定期間内に必要となる数量を見据えて、必要な数量をあらかじめ計画

的に発注いただきたい。 

②発注に当たっては、これまでの感染拡大における必要量を踏まえながら、

過剰な発注を控えていただきたい。 

③供給状況によっては、他社製品の使用についても考慮していただきたい。 
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④各製造販売業者における在庫状況及び各医薬品卸売販売業者における取

扱状況（※）について公表しているため、改めて周知いただきたい。 

（※）厚生労働省ウェブサイト参照 

・「抗原定性検査キットの各製造販売業者における在庫状況及び各医薬品卸売販売業者

における取扱状況」 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001584499.pdf  

 

○ 新型コロナウイルス感染症等の抗原定性検査キットについては、消費者

個人がセルフチェック等に使う場合であっても、ドラッグストア、インタ

ーネット等を通じて広告・販売されている、診断を目的とせず研究用等と

称する製品ではなく、薬機法に基づく承認を受けた医療用抗原定性検査キ

ットを選ぶよう周知いただきたい。 

 

（４）ワクチンの定期接種の実施時期について 

〇 季節性インフルエンザワクチン及び新型コロナワクチンの定期接種につ

いては、これまで冬にかけて感染拡大が見られていること等から、毎年、

秋冬に実施している。先般、「季節性インフルエンザ感染症及び新型コロ

ナウイルス感染症に係る定期の予防接種の実施にあたっての留意点等につ

いて」（令和８年９月 18 日付け厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部

予防接種課、医薬局医薬安全対策課連名事務連絡）にてお示ししたところ

であるが、定期接種を受けることを希望される方が、令和９年１月以降も

適切に接種できるよう、地域医師会等とも相談の上、同月以降も今年度の

定期接種の費用助成期間とする等、十分な対応をお願いする。 

なお、各季節性インフルエンザワクチンの製造販売業者から、今年度の

定期接種に用いる季節性インフルエンザワクチンについて、８月時点で約

5,010 万回分が供給される見込みである旨の報告を受けている。また、各

新型コロナワクチンの製造販売業者から、今年度の定期接種に用いる新型

コロナワクチンについて、８月時点で約 702 万回分を供給される見込みで

ある旨の報告を受けている。このため、季節性インフルエンザワクチン及

び新型コロナワクチンは、効率的な使用を前提とすれば今年度も安定的に

供給できる見込みである。（「季節性インフルエンザワクチン及び新型コロ

ナワクチンの供給等について」令和８年９月16日付け厚生労働省医政局医

薬産業振興企画課長、健康・生活衛生局感染症対策部予防接種課長連名通

知） 

 

○ ワクチンの供給状況については、「ワクチンの供給状況について（※）」
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の活用についても、改めて管下の医療機関や薬局に周知いただきたい。 

（※）厚生労働省ウェブサイト参照 

・「ワクチンの供給状況について」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-

kansenshou03/index_00002.html  

 

（５）その他：国備蓄医療用手袋の販売に関して 

○ 中東情勢の影響により医療用手袋の入手が困難な状況が一時的に発生し

たため、５月より、国備蓄医療用手袋を計7000万枚放出し、緊急配布要請

を通じて医療機関に販売をしておりました。今般、当該要請件数が落ち着

いてきたことも踏まえて、10 月６日から国備蓄医療用手袋は、アスクル社

の国備蓄品の販売サイトより、対象や数量を限定せずに自由に購入できる

ようになりましたので、管下の医療機関等に周知いただきたい。 

 

【URL】 

ニトリルグローブ（Sサイズ）1箱（100 枚入） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6511/ 

  
ニトリルグローブ（Mサイズ）1箱（100 枚入） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6513/ 

  
ニトリルグローブ（Lサイズ）1箱（100 枚入） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6515/ 

  
ニトリルグローブ（Sサイズ）1セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6510/ 

  
ニトリルグローブ（Mサイズ）1セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6512/ 

  
ニトリルグローブ（Lサイズ）1セット（1000 枚：100 枚入×10 箱） 

https://www.askul.co.jp/p/JWP6514/ 
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（４）連絡及び支援の要請 

はじめに 

 本急性呼吸器感染症施設等内感染予防の手引（以下「手引」という。）は、感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号。以下「感染症法」という。）に基づいて

作成された急性呼吸器感染症に関する特定感染症予防指針（令和７年厚生労働省告示第296号）にお

いてその策定が定められているものであり、学校、社会福祉施設等（高齢者、児童、障害者等が集団

で生活又は利用する社会福祉施設、介護老人保健施設等をいう。以下同じ。）、医療機関等（以下「施

設等」という。）での急性呼吸器感染症感染防止に関する対策をまとめたものである。 
 本手引は、標準的なものであり、各施設等においては、本手引を参考にしながら感染防止対策を講

ずることが重要である。特に重症化するリスクの高い者が多く利用する医療機関等及び社会福祉施設

等においては、必要に応じ、利用者、施設の設備・構造、関連施設の有無等、施設等の特性に応じた

各々の施設等における手引を作成しておくことが重要である。 

 

第１章 急性呼吸器感染症について 

１．急性呼吸器感染症の基本 

（１）急性呼吸器感染症の流行 

急性呼吸器感染症の中には、夏季や冬季に患者が増加するといった季節的な流行の特性がある感染

症もある一方で、通年にわたって患者発生が報告される感染症もある。したがって、急性呼吸器感染

症に対しては、通年の感染防止対策を行いつつ、流行期に適時に対策を強化することが重要である。 

 

（２）急性呼吸器感染症に含まれる感染症とその特徴 

・ 本手引の対象となる急性呼吸器感染症は、ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、インフルエンザ、

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、オウム病、クラミジア肺炎、新型コロナウイルス感染症、百日咳（せ

き)、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ肺炎及びレジオネラ症に加え、ヒトメタニューモウイルス

感染症、肺炎球菌感染症等を含む急性の呼吸器症状を呈する感染症である。 

・ これらの急性呼吸器感染症は、ウイルスや細菌など多様な病原体によって引き起こされ、臨床的

には急性の上気道炎（鼻炎、副鼻腔炎、咽頭炎、喉頭炎）又は下気道炎（気管支炎、細気管支炎、

肺炎）を呈するものであり、飛沫感染、エアロゾル感染、接触感染等を中心に感染が拡大し、場合

によっては、り患後に重症化する等の特徴を持っている。 

 

（３）急性呼吸器感染症の感染予防 

・ 急性呼吸器感染症の発生の予防及びまん延の防止においては、国民ひとりひとりが手指衛生や咳

（せき）エチケット等による感染症の予防に取り組むことが重要である。 

・ その予防の基本は、日頃からの十分な休養とバランスのとれた栄養の摂取、外出時の不織布（ふ

しょくふ）製マスクの着用、外出から戻った際の手洗い等の方法がある。 

※ 不織布とは、繊維を絡ませたり、接着剤や熱で固めたりしてシート状にし、糸や布を織らずに作られた布状の素材のこ

と。 
補足：ウイルスは、患者の咳・くしゃみによって気道分泌物の小粒子（飛沫）に含まれて周囲に飛散する。この小

粒子の数については１回のくしゃみで約200万個、咳で約10万個といわれている。その際、比較的大きい粒子は患

者からおよそ１～1.5メートルの距離であれば、直接に周囲の人の呼吸器に侵入してウイルスの感染が起こる（飛
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沫感染）。また、患者の咳、くしゃみ、鼻水などに含まれたウイルスが付着した手で環境中（机、ドアノブ、スイ

ッチなど）を触れた後に、その部位を別の人が触れ、かつその手で自分の眼や口や鼻を触ることによってウイル

スの感染が起こる（接触感染）。感染の多くは、この飛沫感染と接触感染によると考えられているが、飛沫核感染

（ごく細かい粒子が長い間空気中に浮遊するため、患者と同じ空間にいる人がウイルスを吸入することによって

起こる感染）も、状況によっては成立することがあると考えられている。 

 

表１：感染症法上の急性呼吸器感染症（ARI）に関する特定感染症予防指針の対象疾患の概要 

 

 

２．個別の感染症について 

 急性呼吸器感染症のうち、特にインフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症については、急性呼吸

器感染症に関する特定感染症予防指針にも各論として記載されているとおり、インフルエンザは乳幼

児・高齢者が罹患した場合は重症化・合併症が問題になり、個別予防接種推進指針の対象であること、

新型コロナウイルス感染症については乳幼児・高齢者のほか、一定の基礎疾患を有する者に重症化リス

クがあることなどを踏まえ、インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症については、手引において

も、各論として基本的な事項を以下のとおり記載する。 

 

２-１．インフルエンザ 

（１）インフルエンザの流行 

インフルエンザは、10月下旬頃から散発的に発生し、その後、12月下旬から１月にピークを迎えた

後、急速に患者数の減少を経て、４月上旬頃までに終息する（夏期に流行する地域もある。）。 

 

（２）インフルエンザウイルスの特性 

・ インフルエンザウイルスは、膜の表面にヘマグルチニンとノイラミニダーゼの２種類の突起を有
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しており、この２種類の突起は、Ｈ、Ｎと略されている。また、核蛋白複合体の抗原性の違いから、

インフルエンザウイルスはＡ型、Ｂ型、Ｃ型に分類される。インフルエンザの予防は、この突起（特

にＨ）に対する防御のための抗体を持っているかどうかが鍵を握る。 

・ 現在、ヒトの世界で流行しているのは、Ａ／Ｈ１Ｎ１型ウイルス、Ａ／Ｈ３Ｎ２型ウイルス、Ｂ

型ウイルスの３種類であり、これらのウイルスの違いで症状等に大きな違いはないといわれている。 

 

（３）インフルエンザの症状 

・ 潜伏期間は１～３日程度。典型的な症状には、38度以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦

怠感等があり、比較的急速に現れる。併せて、のどの痛み、鼻水、咳等の症状も見られる。 

・ 熱は急激に上昇して、第１～３病日目には、体温が38～39℃あるいはそれ以上に達した後、諸症

状とともに次第に回復し、１週間程度で快方に向かう。 

・ 感染期間は、発症前日から発症後３～７日間、鼻やのどからウイルスを排出するといわれている。

このため、特に発症後１～３日間はウイルスの排出量が多く、ウイルスを排出している間は、外

出を控える必要がある。 

・ 子どもではまれに急性脳症を、高齢者や免疫力の低下している人では細菌による肺炎を伴う等、

重症になることがある。なお、高齢者の場合には典型的な症状（高熱と全身倦怠）を示すことなく、

微熱や長引く呼吸器症状のみを呈する場合も少なくない。 

 

（４）インフルエンザの診断 

・ 特有の臨床症状、所見はなく、確実な診断にはウイルス学的診断が必要である。咽頭又は鼻腔の

拭い液あるいはうがい液を検体としたウイルス分離、PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）法などによる

ウイルス遺伝子の検索があり、簡便なものとして各種の迅速診断用キットによるウイルス抗原の検

出が普及している。 

・ 血清学的検査としては患者から急性期（又は初診時）及び回復期（発病２週間後）に採取したペ

ア血清について、赤血球凝集抑制試験（HI試験）等が行われている。 

・ インフルエンザの臨床症状は他の急性熱性疾患と類似しており、特に呼吸器症状を伴う疾患（例：

RSウイルス感染症、ヒトメタニューモウイルス感染症、肺炎など）との鑑別が重要です。症状の経

過、流行状況、検査結果を総合的に評価する必要がある。 

 

（５）インフルエンザの治療 

・ 安静にして休養をとることや対症療法のほかに、抗インフルエンザウイルス薬が用いられること

もある。 

・ 抗インフルエンザウイルス薬としてはＡ、Ｂ両型に有効なノイラミニダーゼ阻害薬のリン酸オセ

ルタミビル（内服）、ザナミビル（粉末吸入）、ラニナミビル（粉末吸入）、ペラミビル（点滴投与）、

バロキサビル（内服）、Ａ型インフルエンザに対して有効なアマンタジン（内服）がある。これら

の効果は、症状出現からの時間や病状により異なり、また、全ての患者に対して必須ではないため、

使用は医師の指示に沿った内服が必要である。 

・ なお、抗インフルエンザウイルス薬については、耐性獲得の問題があり、特にアマンタジンに対

しては高頻度に耐性を獲得しており、また最近はオセルタミビルについても、耐性ウイルスの出現

が見られているため、情報に注意されたい。 
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（６）インフルエンザの予防 

・ インフルエンザの予防の基本は、日頃からの十分な休養とバランスのとれた栄養の摂取、外出時

の不織布製マスクの着用（２歳未満の乳幼児に対しては、着用は奨められない）、外出から戻った

際の手洗いに加え、定期接種の対象となる者においてはワクチン接種等の方法がある。 

 

２-２．新型コロナウイルス感染症 

（１）新型コロナウイルス感染症の流行 

新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月８日から感染症法上の位置付けを５類感染症に変更し

て以降、夏と冬に流行する傾向がある。 

 

（２）新型コロナウイルスの特性 

・ 新型コロナウイルスは、コロナウイルスのひとつであり、一般の風邪の原因となるウイルスや、

「重症急性呼吸器症候群（SARS）」や2012年以降発生している「中東呼吸器症候群（MERS）」ウイル

スが含まれる。 

・ 新型コロナウイルスは、遺伝情報としてRNAをもつRNAウイルスの一種（一本鎖RNAウイルス）で、

粒子の一番外側に「エンベロープ」という脂質からできた二重の膜を持っている。自分自身で増え

ることはできないが、粘膜などの細胞に付着して入り込んで増えることができる。24時間～72時間

程度の時間、感染する力をもつ。 

 

（３）新型コロナウイルス感染症の症状 

・ 潜伏期は１～14日（平均５～６日）程度。発熱、咳、全身倦怠感等が主な症状。頭痛、下痢、結

膜炎、嗅覚障害、味覚障害等の症状がみられることもある。特に、乳幼児や高齢者、免疫不全、末

期腎不全、慢性閉塞性肺疾患等の一定の基礎疾患を有する者等が感染すると重症化するリスクがあ

り、とりわけ80歳以上の方を含む後期高齢者等については、死亡例の多くを占めており、特に疾病

負荷が高い傾向にある。 

・ 感染期間は発症２日前から発症後７～10日間は感染性のウイルスの排出がみられる。発症後５日

間は、他人に感染させるリスクが高いと言われています。 

・ 一部の患者については、新型コロナウイルス感染症に罹患した後、他に原因が明らかでなく、罹

患してすぐの時期から持続する症状、回復した後に新たに出現する症状、症状が消失した後に再び

生じる症状等の罹患後症状が長く継続することもある。 

 

（４）新型コロナウイルス感染症の診断 

・ 特有の臨床症状、所見はなく、確実な診断にはウイルス学的診断が必要である。 

・ 診断には、咽頭又は鼻腔の拭い液あるいはうがい液を検体としたPCR法などによるウイルス遺伝

子の検出、ウイルス分離が用いられる。簡便な方法としては、各種の迅速診断用キットによるウイ

ルス抗原の検出も普及している。なお、薬機法に基づく承認を受けた医療用抗原定性検査キットに

よる検査を実施することが望ましい。 

・ また、抗原検査は短時間で結果が得られる利点がある一方、PCR検査と比較して感度が劣る場合

があるため、症状の有無や検査目的に応じて適切な検査法を選択することが求められる。抗体検査
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については、感染の既往歴や免疫獲得状況の把握を目的とするものであり、診断目的には推奨され

ていない。 

・ 臨床症状は、他の急性熱性疾患と類似しており、それらとの鑑別が重要である。症状の経過、流

行状況、ならびに検査結果を総合的に評価することが、適切な診断と対応につながる。 

 

（５）新型コロナウイルス感染症の治療 

・ 安静にして休養をとることや対症療法のほかに、抗ウイルス薬が用いられることもある。 

・ 現在、新型コロナウイルス感染症の治療薬のうち、軽症者向けの経口薬としては、ラゲブリオカ

プセル（モルヌピラビル）、パキロビッドパック（ニルマトレルビル／リトナビル）及びゾコーバ

錠（エンシトレルビルフマル酸）が承認されている。このほか、ベクルリー点滴静注用（レムデシ

ビル）も承認されており、入院中の患者や肺炎を発症している患者又は重症化リスク因子を有する

軽症者に対して使用される静注薬である。 

・ ラゲブリオカプセル（モルヌピラビル）及びパキロビッドパック（ニルマトレルビル／リトナビ

ル）は、高齢者、肥満、基礎疾患のある方などの重症化リスク因子を有する者が対象であり、ゾコ

ーバ錠（エンシトレルビルフマル酸）は、重症化リスク因子のない者が対象とされている。 

・ なお、ラゲブリオカプセル（モルヌピラビル）及びゾコーバ錠（エンシトレルビルフマル酸）は、

妊婦又は妊娠している可能性のある女性は投与禁忌である。 

 

（６）新型コロナウイルス感染症の予防 

・ 基本的な予防方法としては、日頃からの十分な休養とバランスのとれた栄養の摂取、外出時の不

織布製マスクの着用（２歳未満の乳幼児に対しては、着用は勧められない）、外出から戻った際の

手洗いに加え、定期接種の対象となる者においてはワクチン接種等の方法等がある。 

 

表２：インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症に関する特徴 

 インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 

病原体 インフルエンザウイルス コロナウイルス 

感染経路 飛沫感染・接触感染 飛沫感染・接触感染・エアロゾル感染 

流行期 

冬（夏期に流行する地域もある。） 

※10月下旬頃から発生し（12月下旬～１

月にピーク）、４月上旬頃までに終息 

夏と冬 

潜伏期間 １～３日程度 １～14日（平均５～６日）程度 

感染期間 発症前日から発症後３～７日間 発症２日前から発症後７～10日間 

症状 

38度以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、

全身倦怠感等のほか、のどの痛み、鼻水、

咳等 

・発熱、咳、全身倦怠感のほか、頭痛、

下痢、結膜炎、嗅覚障害、味覚障害等 

・一部の患者に罹患後症状 

診断 

・咽頭、鼻腔の拭い液、うがい液などを

用いたＰＣＲ法、ウイルス分離 

・臨床症状は他の急性熱性疾患と類似 

・咽頭、鼻腔の拭い液、うがい液などを

用いたＰＣＲ法、ウイルス分離 

・臨床症状は他の急性熱性疾患と類似 

治療 ・安静にして休養をとることや対症療法 ・安静にして休養をとることや対症療法 
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・抗ウイルス薬 ・抗ウイルス薬 

予防 
・基本的な感染症対策及びワクチン接種

等 

・基本的な感染症対策及びワクチン接種

等 
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第２章 施設等内感染防止 

１．施設等内感染防止の基本的考え方 

・ 重症化するリスクの高い者が多く利用する施設等においては、施設等内に感染症を引き起こす病原

体が持ち込まれないようにすることが施設等内感染防止の基本となることから、個々の職員等の判断

に委ねるのではなく、施設全体として対策に取り組むことが必要である。施設内に感染が発生した場

合には、関係機関と連携するとともに、感染の拡大を可能な限り阻止し被害を最小限に抑えることが

重要であることから、日頃から保健所、協力医療機関、自治体担当部局等との連携体制の構築を目指

すことが必要である。 

・ 施設等において感染防止策を講ずる際は、本章に記載した一般的な感染防止策を参考にしつつ、入

所や通所の有無や当該施設等の形態等、対応可能な範囲で当該施設等に応じた感染防止策を講ずるこ

とが望ましい。 

・ なお、特に、重症化するリスクの高い者が多く利用する医療機関等及び社会福祉施設等においては、

本章に記載する基本的な事項に加えて、別途お示ししている「良質な医療を提供する体制の確立を図

るための医療法等の一部を改正する法律の一部の施行について」（平成19年3月30日医政発0330010号

厚生労働省医政局長通知。以下「医療法改正施行通知」という。）・「医療機関における院内感染対策

について」（平成26年12月19日医政発1219第1号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知）や、「介護

現場における感染対策の手引き第３版」（令和５年９月厚生労働省老健局）なども参照し、適切に施

設等内感染防止対策を適切に講ずることが必要である。また、これらの施設においては、必要に応じ、

施設ごとに職種横断的な常設の施設内感染対策委員会等を設置するなどして、施設内感染が発生した

場合の原因の分析、改善策の立案及び実施並びに職員等への周知、各々の施設の特性に応じた事前に

行うべき対策（事前対策）、実際に発生した際の対策（行動計画）について議論し、独自の感染対策

の指針等を策定することなどが重要である。事前対策については、感染が発生する前に着実に実施し

ておくことが重要であり、行動計画についても、発生を想定した訓練を行っておくことが望ましい。 

［良質な医療を提供する体制の確立を図るための医療法等の一部を改正する法律の一部の施行について］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001048788.pdf  

［医療機関における院内感染対策について］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000845013.pdf  

［介護現場における感染対策の手引き第３版］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001149870.pdf  

 

２．施設内感染対策委員会の設置 

（１）基本的な考え方 

・ 施設内感染対策委員会は、施設内感染対策を立案し、各部署での実施を指導・監督し、実施状況

の評価を行うことが考えられる。 

・ 医療機関等については医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）第１条の11第２項第１号ロに

院内感染対策のための委員会設置について規定されており、また委員会が満たす基準について医療

法改正施行通知に示しているので参照すること。 

・ そのほか、重症化するリスクの高い者が多く利用する社会福祉施設等においては設置することが

望ましい。それ以外の施設等においては、当該施設等の特性に応じて、必要があれば設置する。 
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（２）施設内感染対策委員会の設置 

・ 施設内感染対策委員会が、同時に複数の感染症を取り扱う場合は、急性呼吸器感染症対策の責任

者を決めるとともに、感染症に詳しい医師、看護師などが施設内にいない場合は、外部からの助言

を得るなど、正確な情報に基づき対策を立てることが重要である。 

 

（３）施設等内感染リスクの評価 

・ 施設内感染対策委員会の重要な仕事は、当該施設における急性呼吸器感染症のリスク評価である。

例えば、過去において、急性呼吸器感染症の患者数、死亡者数がどの程度発生したか、また現時点

において、65歳以上の高齢者、心疾患や呼吸器疾患等の基礎疾患を有する者などの高リスク者がど

の程度当該施設を利用しているかについて、事前に把握する。 

・ 過去の情報のまとめとしては、前年（できれば過去３年間）に当該施設で診断されたインフルエ

ンザ・新型コロナウイルス感染症等の急性呼吸器感染症患者の把握を行った上で、これらの患者の

中の代表例について、発病から診断、治療の過程を調査しておくこと等が考えられる。 

 

（４）施設内感染対策指針の作成・運用 

施設内感染対策委員会は、各施設の具体的状況に応じて必要があれば、「施設内感染対策指針」を

策定すべきである。施設内感染対策委員会は、その指針の運用に関する指導・監督及び施設等利用者

の入院等が必要となった場合を想定した協力医療機関の確保と連携にも留意することが望ましい。 

なお、医療機関等については、医療法施行規則第１条の11第２項第１号イの規定及び医療法改正施

行通知において、院内感染対策のための指針の策定が規定されていることから、施設内感染対策委員

会の設置の有無にかかわらず、これらを参照のうえ、感染対策の指針を策定しなければならない。 

 

３．発生の予防 

（１）急性呼吸器感染症の発生に関する情報の収集 

① 地域での流行状況 

・ 施設等内での急性呼吸器感染症の流行予防を適切に講ずるに当たっては、当該施設等のある地

域における急性呼吸器感染症の流行状況を適時確認しておくことが重要である。 

・ 急性呼吸器感染症の発生動向に関しては、各都道府県が選定した全国約3,000か所の急性呼吸

器感染症医療機関から報告される急性呼吸器感染症・インフルエンザ・新型コロナウイルス感染

症の発生状況について、情報収集を行うとともに、集められた情報を分析し、公表している。こ

のほか、インフルエンザ様疾患発生報告（学校欠席者数）、インフルエンザ及び新型コロナウイ

ルス感染症の入院患者の概況も公表していることから、こうした媒体を活用し、適宜情報収集す

ることが望ましい。 

※インフルエンザ様疾患発生報告（学校欠席者数）：全国の保育所、幼稚園、小学校、中学校及び高等学校にお

いてインフルエンザ様疾患による休校、学年閉鎖又は学級閉鎖があった場合に、その施設数を計上するととも

に、当該措置を取る直前の学校、学年、学級における在籍者数、患者数及び欠席者数を計上するもの 

※インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症の入院患者の概況：各都道府県が選定した全国約500か所の基

幹定点医療機関から報告されるインフルエンザの入院患者の概況 

［インフルエンザ］ 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou01/houdou.html  
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［新型コロナウイルス感染症］ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00086.html  

② 施設内の状況 

・ 施設内での流行を察知するためには、常日頃から施設等内や施設等利用者における感染症の発

生動向を把握しておくことが必要である。 

・ 早期に施設内での流行を把握するために、特に、インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症

の流行シーズンに入る前に、流行期間中に施設内の発生動向を適切に把握する体制を決めておく

ことが望ましい。例えば、38℃を超える発熱患者が発生した場合、関係部署等へ報告・情報共有

を速やかに行うためのフローを定めておくことなどが考えられる。 

 

（２）施設等への病原体持ち込みの防止 

① 基本的な考え方 

施設等内へ病原体が持ち込まれることを防止することは、急性呼吸器感染症の施設等内感染対策

において最も重要な対策の一つである。 

② 利用者の健康状態の把握 

・ 利用者については、定期的な健康チェックにより常に健康状態を把握することが重要である。 

・ 重症化するリスクの高い者が多く利用する医療機関等及び社会福祉施設等における入所・入居

時における健康管理としては、65歳以上の高齢者や、心肺系の慢性疾患、糖尿病、腎疾患等の有

無をチェックし、あらかじめ急性呼吸器感染症に罹患した場合の重症化リスクの有無について把

握しておくことが重要である。 

・ また、重症化するリスクの高い者が多く入居している医療機関等及び社会福祉施設等において

は、正月休み等の期間に外泊が行われることがあるが、過去には外泊中に感染した入所者から流

行が施設内に拡大した事例が報告されていることからも、利用者が外泊から戻る際には健康状態

のチェックを行うことが重要である。さらに、可能であれば、重症化リスクが高い者が外泊等を

行う場合においては、外泊先において感染症にかかっている者がいないか確認するなどの配慮を

行う。 

③ 利用者へのワクチン接種及び一般的な予防の実施 

・ 新型コロナウイルス感染症については、特に、乳幼児や高齢者、免疫不全、末期腎不全、慢性

閉塞性肺疾患等の一定の基礎疾患を有する者等が感染すると重症化するリスクがあり、令和７（

2025）年人口動態統計によると、新型コロナウイルス感染症による死亡数は60代で約600人、70

代で約3,100人、80歳以上で約17,500人であり、とりわけ80歳以上の方を含む後期高齢者等につ

いては、新型コロナウイルス感染症による死亡例の多くを占め、特に疾病負荷が高い傾向にある

ことから重症化予防を目的としたワクチン接種が重要です。特に重症化リスクの高い者が多く利

用する医療機関等及び社会福祉施設等においては、利用者に対して、予防接種の意義、有効性、

副反応の可能性等を十分に説明して同意を得た上で、積極的に予防接種の機会を提供するととも

に、接種を希望する者には円滑に接種がなされるように配慮することが重要である。 

④ 面会者等の外部からの訪問者への対応 

・ 流行状況に応じて、咳や発熱等の症状を呈する者による施設利用者への面会等の施設訪問は、

各施設、訪問者、利用者等の事情を踏まえた上で、必要に応じて制限することも検討する。また、

面会の可否及び面会時の注意点、制限の状況等を、面会者、利用者等に丁寧に説明するなど、理
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解を求める活動が必要である。 

・ 一方で、特に重症化リスクの高い者が多く利用する医療機関等及び社会福祉施設等においては、

面会は患者・入所者やその家族（家族以外の介護者、患者・入所者が大切に思う人を含む）の生

活の質を保つ上で重要である。患者等が家族等との面会する機会が大きく損なわれることは、患

者等及び家族等に精神的不安をもたらし、患者等の権利を制約している可能性があり、医療機関

等には、その時々の感染拡大状況ならびに社会的合理性も踏まえ、過度な面会制限にならないよ

う院内・施設内のルールを決定し、また必要に応じてルールを変更する等の柔軟な対応が必要で

ある。 

・ 特に重症化リスクの高い者が多く利用する医療機関等及び社会福祉施設等は、患者等及び家族

等から面会に関する相談があった場合には、現状とともに、面会の可否及び面会時の注意点、制

限の状況等を丁寧に説明する。対面での面会が適当でないと判断される場合には、患者等及び家

族等に対してその理由を十分に説明し、例えばオンライン面会等の具体的な代替策を提示するこ

とが望ましい。 

⑤ 施設等従業者のワクチン接種と健康管理 

・ 一般的には、外部との接触の機会の多さから、施設等従業者が最も施設等に病原体を持ち込む

可能性が高い集団であり、かつ、重症化リスクの高い者にも密接に接する集団であることを認識

する。 

・ 施設等従業者に対しても常日頃から適切に健康管理をすることが重要である。咳の症状を呈し

た場合には、マスクや咳エチケットなどの適切な感染予防対策を講じ、感染を拡大しないように

十分に注意しながら就業する旨を指導することも検討する。特に、施設等従業者が咳に加え、発

熱等の症状を呈している場合には、症状が改善するまで就業を控えるよう指導すること等も検討

する。 

・ 学校を除く施設等従業者に対して、予防接種の意義・有効性と副反応の可能性等を十分に説明

して同意を得た上で、積極的に予防接種の機会を提供するとともに、希望者が円滑に接種を受け

られるように配慮する。 

⑥ その他 

・ 施設等内感染対策は、施設等の衛生の確保に加え、手指衛生の徹底、適切な個人防護具の着用、

ゾーニング、室内換気、加湿器等の設置などを検討する。施設等の衛生等の確保のために必要な

物品については、計画を立てて積極的な整備を進める。ただし、設備・構造の整備は、感染症対

応において補完的なものであり、実際にそれを有効に活用するための活動が行われてこそ生かさ

れることに留意する必要がある。 

＜窓開けによる換気のコツ＞ 

・対角線上にあるドアや窓を２か所開放すると効果的な換気ができます。 

・窓が１つしかない場合は、部屋のドアを開けて、扇風機などを窓の外に向けて設置しましょ

う。 

  

＜夏場における換気の留意点＞ 

熱中症予防にはエアコン等を使用しましょう 

・高温、多湿の夏場は、熱中症対策が重要です。令和４年からは、毎年７万人を超える方が救

急搬送をされ、1,000 人を超える方が亡くなっています。また、救急搬送される熱中症の約４

割は住居（敷地内全ての場所を含む。）で発生しています。屋内・住まい内では空調機器等（※

１）を適切に使用し、涼しい環境で過ごしましょう。なお、窓から差し込む日光を遮ること

も有効です。一方、新型コロナウイルス対策として換気が必要ですが、エアコン使用中に窓
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を開けると、一時的に室温が高くなってしまいます。熱中症は短時間で重症化し、命に関わ

るため、予防が重要です。夏場は新型コロナウイルス対策より、熱中症対策を優先して、以

下のような換気の工夫をお勧めします。 

（※１）一般の家庭用エアコンは空気を循環させるだけで換気を行っていません。 

一般家庭でのエアコン使用中の換気 

・一人暮らしの場合は、新型コロナウイルスの感染リスクは低いので、エアコンを優先しなが  

ら 24 時間換気システムや換気扇を活用して、最小限の換気を確保しましょう。 

窓開けによる換気を組み合わせる場合も、夏場は外気温との兼ね合いです。外気温の低い朝

や夕方以降などに、窓開けを行い、換気時間を多く取るなど、室温が上がらないよう工夫い

ただくことを推奨します。 

・また、室温が上がりすぎないようにすると窓を十分に開けられない場合には、換気不足を補

うために、HEPA フィルタ（※）によるろ過式の空気清浄機を併用することが有効です。 

（※) HEPA フィルタは、「高性能エアフィルター」とも呼ばれることもあり、国内メーカーの

多くの空気清浄機で使用されています。空気中に含まれる微粒子を取り除くことができま

す。 

・御家族の皆様が一つの部屋で過ごす場合も、これらの 24時間換気システムや換気扇などの機

械換気と窓開けによる換気の工夫を行いつつ、エアコン等を使用しましょう。 

 

＜冬場における換気の留意点＞ 

窓開けを行うと一時的に室内温度が低くなってしまいます。暖房器具を使用しながら、換気

を行ってください。 

暖房器具の近くの窓を開けると、入ってくる冷気が暖められるので、室温の低下を防ぐこと

ができます。なお、暖房器具の種類や設置位置の決定に当たっては、カーテン等の燃えやす

い物から距離をあけるなど、火災の予防に留意してください。 

短時間に窓を全開にするよりも、一方向の窓を少しだけ開けて常時換気を確保する方が、室

温変化を抑えられます。この場合でも、暖房によって室内・室外の温度差が維持できれば、

十分な換気量を得られます。 

人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な空気を人のいる部

屋に取り入れることも、室温を維持するために有効です。 

・窓を十分に開けると室温を 18℃以上に維持できない場合には、換気不足を補うために、HEPA

フィルタによるろ過式の空気清浄機を併用することが有効です。 
 

４．発生時の対応 

（１）患者への医療提供 

① 療養の場所 

・ 施設等内で患者が発生した場合は、施設等内でその感染を拡大させない措置を講ずることが重

要である。 

・ 重症化リスクの高い者が多く利用する医療機関等及び社会福祉施設等のうち、高齢者の入所施

設等の多床室において患者が発生した場合には、可能な限り個室で療養させることが望ましい。

この場合、患者本人を個室に移動させる方法と、同室者を他室に移動させて患者の居室を個室状

態にする方法が考えられる。ただし、移動させる同室者に感染の可能性がある場合、感染の可能

性がない他の利用者と同室にならないようにするなど、感染の拡大を防止することを第一に考え

るべきである。（これまで、移動させた居室でさらに感染が拡大するという事例の報告もあり、

十分慎重に配慮することが望ましい。）感染症の流行が拡大している場合には、患者発生時に当

該患者を個室に移動させることができるようにしておくため、可能な限り施設内に空室の個室を

用意しておくことが望ましい。個室を用意することができない場合においては、患者とその他の

利用者をカーテン等で遮蔽をする、ベッド等の間隔を２メートル程度あける、患者の同室者に対
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して、当該同室者の全身状態を考慮しつつ、不織布製マスクの着用・手洗い等の感染防止対策が

徹底されるように指導する等の方法で対応することが考えられる。 

② 医療機関との協力体制 

・ 特に高齢者が入所している施設等においては、感染症と診断された患者が、高齢者等の重症化

リスクが高い者である場合や合併症を併発した場合、状況に応じて医療機関へ連絡し、患者を入

院させることも検討する。 

・ そのため、こうした施設等においては、普段から患者の入院を依頼する協力医療機関の確保に

努め、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症の流行シーズンに入った場合は、当該医療機

関と、空床情報や施設内患者発生状況について、密接な情報交換に努めることが重要である。 

・ なお、高齢者の入所施設以外の施設等においても、施設等利用者が感染症と診断された場合に

適切に医療の提供を受けることができるよう、必要に応じ、施設等の周辺の医療機関の状況につ

いて情報収集をしておくことが望ましい。 

 

（２）感染拡大経路の遮断 

施設等内で集団感染が発生した場合には、食堂に集まっての食事、機能訓練室等で同時に行われる

リハビリテーションやレクリエーション、共同浴場での入浴等、施設等内において多くの人が集まる

場所での活動の一時停止等を検討する。 

 

（３）積極的疫学調査の実施について 

・ 感染症法においては、急性呼吸器感染症はそのほとんどが５類感染症に位置づけられている。施

設等内で通常と異なる傾向の急性呼吸器感染症の集団感染が発生し、施設長がその原因究明及びま

ん延防止措置を要望した場合等には、都道府県等は、必要に応じて、施設等の協力を得ながら積極

的疫学調査（感染症法第15条に規定する感染症の発生の状況、動向及び原因の調査）を実施するこ

ととされており、各施設等においても同調査への協力が望まれる。 

・ 施設等自らも、施設等内感染の再発防止に役立てるため、感染経路等の感染拡大の実態把握、感

染拡大の原因の調査・分析を実施することが望ましい。 

・ また、特に高齢者入所施設等において施設内感染伝播が発生している場合には、国立健康危機管

理研究機構（JIHS）等による適切なリスク評価に基づき、施設等利用者や従業者に対して抗微生物

薬等の予防投薬を早期に実施することなども考慮されうる。 

 

（４）連絡及び支援の要請 

・ 施設等内で感染症の集団発生が生じた場合には、「新型コロナウイルス感染症の院内感染に関す

る保健所への報告及び相談について」（令和５年４月28日付け厚生労働省医政局地域医療計画課事

務連絡）及び「社会福祉施設等における感染症等発生時に係る報告について」（平成17年２月22日

付け健発第0222002号・厚生労働省健康局長他連名通知）も参考にしながら、基本的に管轄の保健

所等に連絡を行い、必要があれば速やかに支援を求めることが重要である。 

［社会福祉施設等における感染症等発生時に係る報告について］ 

https://www.mhlw.go.jp/content/001092966.pdf   

https://www.mhlw.go.jp/content/001092967.pdf   

［新型コロナウイルス感染症の院内感染に関する保健所への報告及び相談について］ 
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https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001271040.pdf   

 

表３：施設等内における感染症対策に関する一例 

施設内感染対策

委員会の役割 

・地域における急性呼吸器感染症の流行状況の把握 

・施設内感染対策指針の作成、運用、職員教育、施設等内感染対策の総合評価 

・構造設備と環境面の対策の立案、実施 

・感染が発生した場合の指揮、施設内感染リスクの評価 

施設等内感染リ

スクの評価ポイ

ント 

・過去３年間に診断されたインフルエンザ・新型コロナウイルス感染症等の急性

呼吸器感染症患者数 

・代表的な症例について発病から診断、治療の過程を調査、分析 

・65歳以上の高齢者、基礎疾患を有する者等、重症化リスクの高い者の把握 

施設内感染対策

指針に盛り込む

べきポイント 

・地域における急性呼吸器感染症の流行状況の把握方法 

・インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症等の急性呼吸器感染症を疑う場合

の症状等 

・インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症等の急性呼吸器感染症と診断され

た者又は疑いのある者への施設等内での対応 

・重症化した場合及び重症化が予想される場合の医療機関への入院の手続き 

・協力医療機関の確保と連携 

病原体の施設等

内への持ち込み

防止のポイント 

・利用者の健康状態の把握（ワクチン接種状況を含む。） 

・施設等に出入りする人の把握（施設等従業者へのワクチン接種状況を含む。） 

・施設等内の手指衛生周りの設備設置、加湿器等の整備 

 



                             消防救第 205 号 

                             令和７年６月 18 日 

 

 各都道府県消防防災主管部（局）長 殿 

 

                            消防庁救急企画室長 

                            （ 公 印 省 略 ） 

 

救急安心センター事業（♯7119）の全国展開に向けた取組等について（通知） 

 

 平素より、救急行政の推進についてご尽力いただき厚く御礼申し上げます。 

 救急安心センター事業（♯7119）（以下「♯7119」という。）の全国展開については、

かねてより、「救急安心センター事業（♯7119）の全国展開に向けた取組について（通

知）」（令和３年３月 26 日付け消防救第 94 号消防庁救急企画室長通知）等により、特

に、管内に♯7119 の未実施地域を有する都道府県におかれては、都道府県全域での

♯7119 の早期実施に向け、管内の各消防機関をはじめとする関係者と連携した検討に

速やかに着手いただくようお願いしていたところです。 

 近年、♯7119 の実施地域が増加してきたことを踏まえ、令和６年度の「救急業務のあ

り方に関する検討会」（以下「検討会」という。）において、♯7119 として満たすべき要

件、事業効果の再検証、有効な広報策及び事業の「質」の向上等について検討を行いま

した。 

 つきましては、検討会における検討結果及び今後、具体的に取り組んでいただきたい

事項について、下記のとおりとりまとめましたので、貴部（局）におかれては、この旨、

貴都道府県内市町村（消防の事務を処理する一部事務組合等を含む。）及び貴都道府県

衛生主管部（局）等の本事業の実施に関わる関係者に対して、広く周知されますととも

に、積極的に取り組んでいただくよう改めてお願いいたします。 

 なお、本通知は、厚生労働省と協議済みであるとともに、消防組織法（昭和 22 年法

律第 226 号）第 37 条の規定に基づく助言として発出するものであることを申し添えま

す。 

 

記 

 

１ 検討会における検討結果（要旨抜粋） 

  ※検討会報告書全文は消防庁のホームページに掲載しているので参照されたい。 

  https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-151/02/houkokusyo.pdf 

 

 （１）♯7119 として満たすべき要件 

    ♯7119 として満たすべき要件について、改めて以下のとおり整理した。 

    ①緊急度判定を用いた救急医療相談と医療機関案内のいずれも実施すること 

    ②救急医療相談の相談員は、医師、看護師又は救急救命士とすること 

    ③医師の常駐又はオンコール体制を確保すること 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-151/02/houkokusyo.pdf


 

 （２）事業効果の再検証 

    実施団体からの情報提供や消防庁における調査を通じて把握を進めた結果、改

めて以下のような事業効果が確認された。 

    ①搬送人員に占める軽症者割合の減少効果 

    ②不急の救急出動の抑制効果 

    ③潜在的な重症者の発見・救護 

    ④医療機関及び消防機関（指令センター）における相談対応件数の減少による

負担減少効果 

    ⑤診療時間外救急外来患者数の減少効果 

    ⑥利用者満足度における肯定的評価等 

    ⑦新型コロナウイルス感染症の発生による救急需要急増時の受け皿の一つと

しての役割 

    高齢化の進展、熱中症患者の増加、新興感染症の流行等により、今後も救急需

要の増大及び多様化が懸念される中、不急の救急出動の抑制や、救急医療機関の

受診の適正化につながるなど♯7119 の重要性はますます高まっている。 

 

 （３）有効な広報策 

    ♯7119 については、認知度が高いほど利用率が高くなる傾向が見られること

から、119 番通報の前段階である♯7119 の利用率を向上させるには、住民等に対

する普及促進、認知度向上に向けた取組が必要である。 

    特に、年齢区分別の搬送人員の構成比で最も大きな割合を占める高齢者による

♯7119 への救急医療相談の利用割合が、若年層に比べて低く、高齢者が急病時に

直接 119 番通報している現状が伺えることから、独居も含めた在宅の高齢者への

アプローチが重要と考えられる。 

    また、高齢者施設等と協力医療機関との連携体制の構築が進められている中、

それを補完するツールとして♯7119 の活用が期待されるところであり、介護施

設等への周知も積極的に行う必要がある。 

    住民に対して本事業の内容を幅広く周知し、認知度の向上や正しい理解の醸成

を図ることができれば、本事業を真に必要とする者による効果的な利用を呼び、

本事業の目指す効果が的確かつ大きく発現されることに繋がり得ることから、都

道府県の消防防災主管部局、衛生主管部局及び福祉主管部局等の関係機関や部署

が連携し、様々なルートを通じた広報を展開することが望まれる。 

 

 （４）事業の「質」の向上 

    ♯7119 の信頼性を担保するためには、事業の「質」の維持・向上が必須であ

り、事業の検証を重ねることが重要である。 

    消防以外の資源である♯7119 を活用することで、増大する救急需要を抑制し

ていくという観点からは、♯7119 の「質」の向上を図っていかなければ、結局、

その資源を活用できないということになってしまいかねない。 

    本事業の「質」、「利便性」及び「効率性」などの向上を図るためには、事業導



入後も継続して、応答率、プロトコル及び相談員の対応力の向上や、苦情や重大

インシデントへの対応、効果的な広報啓発活動についての検証が求められる。 

 

２ 今後、具体的に取り組んでいただきたい事項 

 

 （１）「事業導入・運営の手引き」等の活用 

    上記検討結果を踏まえ、令和３年度に作成した、事業を進める上での参考とな

る「事業導入・運営の手引き」並びに事業の「質」、「利便性」及び「効率性」を

向上させるための論点を幅広く盛り込んだ「事業を外部委託する際に活用可能な

標準的な仕様書（例）」を改訂した（別添１及び別添２参照）。 

    管内に♯7119の未実施地域を有する道県におかれては、手引き等を参照の上、

道県全域での♯7119 の早期実施に向け、今一度、管内の各消防機関をはじめとす

る関係者と連携した検討に速やかに着手されたい。 

    その際、♯7119 の実施に向けた検討を行う都道府県、市町村、消防本部等を対

象に、♯7119 実施団体の職員等を派遣し、♯7119 を推進するための具体的な方

策に関する助言、研修支援等を行う「♯7119 普及促進アドバイザー制度」の積極

的な活用について、引き続き配意願いたい。 

    なお、♯7119 の運用に要する経費について、引き続き特別交付税措置が講じ

られているので申し添える。 

    また、既に♯7119 を実施している都府県におかれても、手引き等を参照の上、

相談に対する応答率の把握等を通じて、より適切に対応できるよう受付電話回線

数や受付員・相談員を増やすなど、救急需要の増大及び多様化に応じた体制の強

化を検討するなど、地域の実情に即して、傷病者の救急搬送体制の充実に積極的

に取り組まれたい。 

    なお、現在応答率を把握できていない場合は、可能な限り速やかに、応答率の

把握に努めていただきたい。 

 

 （２）消防庁で作成した♯7119 の広報物の活用 

    既に♯7119を実施している都府県におかれては、事業の実施に当たって既に、

創意工夫ある様々な広報活動が行われていると承知しているが、上記１（３）を

踏まえ、消防庁において新たに、高齢者や介護施設等への認知度向上を目的とし

たデザインの広報物を作成した（別添３参照）。 

本広報物は、消防庁ホームページ（https://www.fdma.go.jp/mission/enrich

ment/appropriate/appropriate012.html）に各種ファイル形式（PDF、PNG、PPT

X、JPG）で掲載するので、必要に応じて、空白部分に各地域の実施団体名、♯7

119 へ紐づく各地域の電話番号、運営時間等を記載した上で、消防防災主管部

局、衛生主管部局及び福祉主管部局等の関係機関や部署が連携し、各地域の広

報誌等への掲載や介護施設・医療機関への配付等、様々なルートを通じた広報

の展開に活用されたい。 

    なお、本広報物の著作権は消防庁にあるため、記載内容を大きく変更する場合

は事前に消防庁救急企画室に確認すること。 

https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/appropriate012.html
https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/appropriate012.html


 （３）患者等搬送事業（者）との連携 

    検討会において、「地域ごとのニーズや役割に応じて、♯7119 の実施地域にお

ける、緊急度判定を用いた救急医療相談の結果に応じた、相談者に対する患者等

搬送事業者の案内等を通じて、地域住民や主たるユーザーとなり得る入所系の介

護事業者等に対して、患者等搬送事業者についての広報を展開することで、住民

が患者等搬送事業者を活用しやすい環境醸成を図ることが考えられる」旨提言さ

れたことを踏まえ、♯7119 と患者等搬送事業（者）との連携に積極的に取り組ん

でいただきたい。 

 

 

 

（参考） 

○「令和６年度 救急業務のあり方に関する検討会 報告書」（令和７年３月） 

 https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-151/02/houkokusyo.pdf 

 

○別添１ 「事業導入・運営の手引き」（令和７年３月改訂） 

 

○別添２ 「事業を外部委託する際に活用可能な標準的な仕様書（例）」 

     （令和７年３月改訂） 

 

○別添３ 消防庁作成「♯7119 の広報物」 

【問合せ先】 

連絡先：消防庁救急企画室 

担 当：竹田補佐、松田係長、佐藤事務官 

ＴＥＬ：03-5253-7529 

E-mail：kyukyukikaku-kyukyurenkei@soumu.go.jp 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-151/02/houkokusyo.pdf


救救急急安安心心セセンンタターー事事業業（（♯♯77111199））  

令令和和４４年年３３月月  
（（令令和和７７年年３３月月改改訂訂））  

総総務務省省消消防防庁庁  

事事業業導導入入・・運運営営のの手手引引きき  



はじめに 

 救急安心センター事業（♯7119）（以下「♯7119」という。）は、住民が急な病気やケガの

際に、医師や看護師等の専門家が相談に応じる電話相談事業であり、住民が適時・適切な救

急要請や医療機関受診を行う上で極めて有効な事業である。 

 消防庁では、♯7119の全国展開を目指し、救急業務に関するフォローアップと連携した

未実施団体への個別訪問や普及促進アドバイザーの派遣等を行うとともに、各消防本部や都

道府県に対する通知等の発出を行い、未実施団体へ事業導入の促進を図っている。 

 令和２年度には、♯7119 の更なる普及を進め、「日本全国どこにいても♯7119 が繋がる体

制」、すなわち♯7119 事業の全国展開の実現を目指し、「救急業務のあり方に関する検討

会」の下に、救急医療の専門家や地方自治体の代表者、住民目線の有識者などの参画のも

と、「♯7119 の全国展開に向けた検討部会」（以下「検討部会」という。）を設置し、具体的

な検討を進めた。 

検討部会において、解決すべき課題が整理されるとともに、具体的な解決策が検討され、

令和３年１月に検討部会報告書を公開、３月には、「救急安心センター事業（♯7119）の全

国展開に向けた取組について」（令和３年３月 26日付け消防救第 94号消防庁救急企画室長

通知）（以下「令和３年３月 26日付け通知」という。）を発出し、全国展開に向け具体的に

取り組んでいただきたい事項をとりまとめ、示したところである。 

 令和３年度は、検討部会報告書及び令和２年度救急業務のあり方に関する検討会報告書を

踏まえ、♯7119 の未実施団体における円滑な事業導入及び事業実施団体における効果的な

事業の運営、底上げ等に向けて、都道府県や市町村の担当者等が事業導入の手順、運営、評

価及び改善等に関して検討する際の参考となるように「事業導入・運営の手引き」及び「事

業を外部委託する際に活用可能な標準的な仕様書（例）」を作成した。 

 令和４年度は、未実施地域に対して♯7119 の導入に向けた検討の着手を改めて依頼する

とともに、実施地域に対しては感染症の再拡大等に応じた体制強化を進めていただくよう、

「今後の新型コロナウイルス感染症の再拡大及び季節性インフルエンザとの同時流行等によ

る救急需要の増大に備えた救急安心センター事業（♯7119）の全国展開に向けた取組につい

て」（令和４年 10月 18日付け消防庁次長通知）を発出した。 

令和６年度は、「救急業務のあり方に関する検討会」の下に、新たに、救急医療の専門

家、地方自治体の代表者、法律分野の学識経験者及び関係省庁の担当者等の参加のもと、

「増加する救急需要への対策に関する検討ワーキンググループ」及び「増加する救急需要へ

の対策に関する検討ワーキンググループ作業部会」を設置し、♯7119の新たな事業効果、

有効な広報策等について具体的な検討を行った。本手引きは、その検討結果を踏まえ、令和

３年度に作成した手引きを改訂したものである。 

なお、本手引きは、実施団体の担当者等から幅広く意見を聞いた上で、作成したものであ

り、今後、新たに追加・修正を行う必要のある内容があれば、随時見直しを行うものとす

る。 
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ᮏᡭᘬࡢࡁᵓᡂ

➨㸯 ⥲ㄽ

᝟ሗに࡞ຠᯝ等、基ᮏⓗࡿࢀࡽりᚓࡼᬑཬ≧ἣ、஦ᴗ導ධにࡸ7119の஦ᴗᴫせݡ

。ࡿ࠸࡚ࡋグ㍕࡚࠸ࡘ

➨㸰 ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧ᑟධ᳨ࡢ࡚ࡅྥ࡟ウ

ពⅬ␃ࡸ᪉࠼⪄の࡚࠸ࡘ導ධᡭ㡰に、ࡸの᳨ウయไ࡚ࡗࡓ࠶にࡿࡍ7119を導ධݡ

をグ㍕ࡿ࠸࡚ࡋ。

➨㸱 ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧ࡢ㐠Ⴀ

࡚ࡋពⅬをグ㍕␃ࡸ᪉࠼⪄の࡚࠸ࡘ஦㡯にࡿࡍ㟁ヰ対応に㛵ࡸ7119の㐠Ⴀయไݡ

。ࡿ࠸

➨４ ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧ࡢホ౯࣭ᨵၿ

◊࣭⫱ᩍ࡞㐺ษࡿࡍㄯ対応者に対┦、ࡸの対応ࡵࡓ7119の応⟅⋡のホ౯を行うݡ

ಟయไに࡚࠸ࡘの⪃࠼᪉ࡸ␃ពⅬをグ㍕ࡿ࠸࡚ࡋ。

➨㸳 ཧ⪃᝟ሗ

ᾘ㜵ᗇの┬ົ⥲ࡿ࠸࡚ࡋの基ᮏⓗ஦㡯をᥖ㍕࡝࡞࢔実施࢚ࣜࡸ᪉࠸7119の౑ݡ

。ࡿ࠸࡚ࡆりୖྲྀ࡚࠸ࡘ7119実施ᅋయの基ᮏ᝟ሗにݡࡸの⤂௓ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍

ཧ⪃㈨ᩱ ஦ᴗᑟධຠᯝ౛ࡢ7119ݡ

1



2 

ᅗ⾲㸯㸫㸯 ᅗࢪ࣮࣓࢖7119ݡ

➨㸯 ⥲ㄽ

㸯 ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧ࡣ࡜

7119ݡ は、་⒪ᶵ㛵の受デに㝿ࡋ、⥭ᛴᛶの㧗࠸⑕≧を࿊ࡿࡍሙྜはᩆᛴ㌴࡛࡛きࡿ

࡛ࢢ࣑ࣥ࢖ࢱ࡞ሙྜは㐺᫬࣭㐺ษࡿࡍ⑕≧を࿊࠸ᛴᛶのప⥭、ࡋ་⒪ᶵ㛵を受デࡃ᪩ࡅࡔ

་⒪ᶵ㛵を受デࡿࡍこと࡛、ఫẸにᏳᚰ࣭Ᏻ඲をᥦ౪ࡿࡍととࡶに、ᩆᛴ㌴ࡸ་⒪ᶵ㛵࡞

ᩆᛴ་⒪࡚ࡋ㐃ᦠࡀことを┠ⓗに、ᾘ㜵と་⒪ࡿࡍ⏝㈨※を᭷ຠにάࡓࢀࡽのᆅᇦの㝈࡝

┦ㄯと་⒪ᶵ㛵᱌ෆを▷⦰ࣝࣖ࢖ࢲ㸦7119ݡ㸧࡛行う㟁ヰ┦ㄯ஦ᴗ࡛ࡿ࠶㸦ᅗ⾲㸯㸫

㸯㸧。

7119ݡ にᐤࡓࢀࡽࡏ┦ㄯは、┳ㆤᖌཬࡧ受௜ဨ等ࡀ対応ࡋ、⑓Ẽ࢞ࢣࡸの⑕≧をᢕᥱ

་ࡧデ⒪⛉┠ཬ࡞ᩆᛴ㌴せㄳのせྰのຓゝ、応ᛴᡭᙜの᪉ἲ、㐺ษࡸയ⑓の⥭ᛴᛶ、࡚ࡋ

⒪ᶵ㛵᱌ෆ等を行ࡿ࠸࡚ࡗ。

㸰 ࡚࠸ࡘ࡟௳せࡁ࡭ࡍࡓ‶ࡢ7119ݡ

㸦㸯㸧⥭ᛴᗘุᐃࡓ࠸⏝ࢆᩆᛴ་⒪┦ㄯ࡜་⒪ᶵ㛵᱌ෆࡶࢀࡎ࠸ࡢᐇ᪋࡜ࡇࡿࡍ

ఫẸの❧ሙに❧ࡓࡗ㝿、7119ݡ ᝟ሗをᚓ࡛ࣉࢵࢺࢫࣥ࣡、࡚࠸࡚ࢀࡉᆅᇦに導ධࡀ

。ࡿ࠶㔜せ࡛࡚ࡵᴟࡽ࠿のᏳᚰ࣭Ᏻ඲のᥦ౪のほⅬ࡬ఫẸ、ࡀうⅬ࠸と、࠿ࡿࢀࡽ

࠶の࡛ࡶࡴ応ᛴᡭᙜのຓゝをྵࡓࡌお、ᩆᛴ་⒪┦ㄯには、⥭ᛴᗘุᐃ⤖ᯝに応࡞

。ࡿ

ᮇᚅࡀ୙ᛴのᩆᛴฟືのᢚไຠᯝ、ࡸ⏝฼࡞ᩆᛴ㌴の㐺᫬࣭㐺ษ、ࡀ7119ݡ、ࡓࡲ

こࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋ⥆᝟ሗと᥋࡞ࠎᵝࡿࡍ་⒪に㛵、ࡓࡲ、ことࡿ࠶஦ᴗ࡛ࡿࢀࡉ

と等に㚷ࡳ、実施୺య㸦ᾘ㜵㜵⅏୺⟶㒊ᒁ、⾨⏕୺⟶㒊ᒁ等㸧ࡸ㐠Ⴀᙧែ㸦┤Ⴀ᪉

ᘧ、እ㒊委託᪉ᘧ㸧のዴఱにࡎࡽࢃ࠿࠿、ᾘ㜵ᶵ㛵ࡸ་⒪ᶵ㛵との㐃ᦠࡀ๓ᥦ࡛ࡿ࠶

ことに␃ពࡀᚲせ࡛ࡿ࠶。

㸦㸰㸧ᩆᛴ་⒪┦ㄯࡢ┦ㄯဨࡣ་ᖌࠊ┳ㆤᖌཪࡣᩆᛴᩆ࿨ኈ࡜ࡇࡿࡍ࡜

┦ㄯဨは、┦ㄯ者ࡽ࠿⑕≧を⪺きྲྀり、⥭ᛴᗘุᐃࣝࢥࢺࣟࣉ等にࡼり⥭ᛴᗘุᐃ

を行࠸、ุᐃ⤖ᯝにࡼり、応ᛴᡭᙜのຓゝࡸ་⒪ᶵ㛵᱌ෆ、119␒࡬の㌿㏦ࡸ᥃ࡋ┤ࡅ
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ᅗ⾲㸯㸫㸰 7119ᐇ᪋ᆅᇦݡ

のせㄳ等の対応を行うࡶの࡛࠶り、ݡ���� の実ຠᛶࡸಙ㢗ᛶをᢸಖࡵࡓࡿࡍにはᚲせ

୙ྍḞ࡛࡞。ࡿ࠶お、ᩆᛴᩆ࿨ኈࡀᩆᛴ་⒪┦ㄯに対応ࡿࡍことは、ᩆᛴᩆ࿨ኈἲ࣭

་ᖌἲ等のἲ௧には᢬ゐࡶ࠸࡞ࡋの࡛ࡿ࠶。

㸦㸱㸧་ᖌࡢᖖ㥔ཪ࣮ࣝࢥࣥ࢜ࡣయไࢆ☜ಖ࡜ࡇࡿࡍ

ᖖ㥔་ᖌཪは㟁ヰ等࡛ᖖ᫬┦ㄯ対応࡞⬟ྍࡀ་ᖌは、┦ㄯဨࡀᩆᛴ་⒪┦ㄯに対

応ࡿࡍ㝿、⥭ᛴᗘุᐃࡸデ⒪⛉┠等のุ᩿に㏞ࡓࡗሙྜに┦ㄯဨࡽ࠿の┦ㄯに応ࡌ

。ࡿ࠶にᚲせ୙ྍḞ࡛ࡵࡓࡿࡍಙ㢗ᛶをᢸಖࡸ7119の実ຠᛶݡ、り࠶の࡛ࡶࡿ

㸱 ᬑཬ≧ἣ࡚࠸ࡘ࡟

௧࿴㸴ᖺ 11᭶⌧ᅾ、௨ୗの඲ᅜ 36ᆅᇦ㸦࢚ࣜ࢔ேཱྀ㸸඲ᅜ 9,855୓ே、ேཱྀ࣮࢝ࣂ

⋡㸸㸦78.1㸣㸧࡛実施ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㸦ᅗ⾲㸯㸫㸰、ᅗ⾲㸯㸫㸱㸧。

㸦㸯㸧㒔ᗓ┴ෆ඲ᇦ㸸31ᆅᇦ

㟷᳃┴、ᐑᇛ┴、ᒣᙧ┴、⚟ᓥ┴、Ⲉᇛ┴、ᰣᮌ┴、ᇸ⋢┴、༓ⴥ┴、ᮾி㒔ͤ㸯、

⚄ዉᕝ┴、᪂₲┴、ᐩᒣ┴、⚟஭┴、ᒣ᲍┴、㛗㔝┴、ᒱ㜧┴、㟼ᒸ┴、ி㒔ᗓ、

኱㜰ᗓ、ዉⰋ┴、㫽ྲྀ┴、ᗈᓥ┴ͤ㸰、ᒣཱྀ┴ͤ㸱、ᚨᓥ┴、㤶ᕝ┴、ឡ፾┴、㧗▱┴、

⚟ᒸ┴、㛗ᓮ┴、⇃ᮏ┴、Ἀ⦖┴ͤ㸲

㸦㸰㸧㐨┴ෆ୍㒊㸸㸳ᆅᇦ

  ᮐᖠᕷ࿘㎶ͤ㸳、ྡྂᒇᕷ、⚄ᡞᕷ࿘㎶ͤ㸴、⏣㎶ᕷ࿘㎶ͤ㸵、኱ศᕷ
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ᅗ⾲㸯㸫㸱 ⛣᥎ࡢ7119ᬑཬ≧ἣݡ

４ ᐇ᪋≧ἣ࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧㐠Ⴀᙧែ

ձ ┤Ⴀ᪉式

受௜ဨࡸ┦ㄯ┳ㆤᖌ࡝࡞のேᮦ☜ಖ、ࣝࢥࢺࣟࣉを⏝ࡓ࠸⥭ᛴᗘุᐃ࡝࡞の㐠⏝に

㛵ࡿࡍ஦㡯ཬࡧ஦ᴗの㉁のྥୖをᅗࡵࡓࡿの᳨ド࣭◊ಟయไ等の඲࡚を実施ᅋయに࡚

行う᪉ᘧ。㸦ධ㟁≧ἣに応ࡓࡌேᮦ☜ಖのࡵࡓ、┦ㄯ┳ㆤᖌのᴗົを୍㒊እ㒊委託ࡍ

㸧ࡴሙྜをྵࡿ

ղ እ㒊ጤク᪉式

受௜ဨࡸ┦ㄯ┳ㆤᖌ࡝࡞のேᮦ☜ಖ、ࣝࢥࢺࣟࣉを⏝ࡓ࠸⥭ᛴᗘุᐃ࡝࡞の㐠⏝に

㛵ࡿࡍ஦㡯ཬࡧ஦ᴗの㉁のྥୖをᅗࡵࡓࡿの᳨ド࣭◊ಟయไ等の኱㒊ศཪは୍㒊をእ

㒊஦ᴗ者に委託࡚ࡋ㐠Ⴀࡿࡍ᪉ᘧ。

࢔ ᖖタᆺ㸸実施ᅋయࡀ⏝ពࡿࡍ施タに࡚஦ᴗを㐠Ⴀࡶࡿࡍの。

࢖ 㐲㝸ᆺ㸸委託஦ᴗ者ࡀ⏝ពࡿࡍ施タに࡚஦ᴗを㐠Ⴀࡶࡿࡍの。
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㸦㸰㸧ཷ௜᫬㛫

ཎ๎、24᫬㛫 365᪥㸦24ᆅᇦ࡛実施㸧

ͤ౛እ :࠙ᖹ᪥ኪ㛫ཬࡧᅵ᪥⚃等ࠚ

㸶ᆅᇦ㸦ᐑᇛ┴、ᰣᮌ┴、༓ⴥ┴、ᐩᒣ┴、㛗㔝┴、㟼ᒸ┴、ᚨᓥ┴、

኱ศᕷ㸧

࠙ẖ᪥ኪ㛫ࠚ

㸲ᆅᇦ㸦ᒣᙧ┴、᪂₲┴、㤶ᕝ┴、⇃ᮏ┴㸧

㸦㸱㸧໅ົேဨ

ձ ཷ௜ဨ

㟁ヰの受௜を行࠸、┦ㄯ者の⌧ᅾᆅ、ᖺ㱋、ᛶู࡝࡞の࠿࡯、⥭ᛴᛶの㧗࠸⑕≧の

᭷↓に࡚࠸ࡘ⪺きྲྀりを行119、࠸ のせㄳ、་⒪ᶵ㛵᱌ෆの実ࡋ┤ࡅ᥃ࡸの㌿㏦࡬␒

施、⥭ᛴᗘุᐃࡀᚲせ࡞ሙྜには┦ㄯဨ㸦┳ㆤᖌཪはᩆᛴᩆ࿨ኈ㸧࡬のᘬ⥅ࡂを行

う。

ղ ┦ㄯဨ㸦┳ㆤᖌཪࡣᩆᛴᩆ࿨ኈ㸧

┦ㄯ者ࡽ࠿の⑕≧の⪺きྲྀりを行࠸、┦ㄯ࣒ࢸࢫࢩにධຊࡋ⥭ᛴᗘุᐃࣝࢥࢺࣟࣉ

等にࡼり⥭ᛴᗘุᐃを行う。ุᐃ⤖ᯝにࡼり、応ᛴᡭᙜのຓゝࡸ་⒪ᶵ㛵᱌ෆ、119

。のせㄳ等を行うࡋ┤ࡅ᥃ࡸの㌿㏦࡬␒

ᅗ⾲㸯㸫４ 㐠Ⴀᙧែ別ࡢᐇ᪋≧ἣ
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ͤ㸯 ௧࿴㸳ᖺの௳ᩘ  

ͤ㸰 ௧࿴㸴ᖺᗘࡽ࠿ 24᫬㛫 365 ᪥࡬ᣑ኱

ͤ  ௧࿴㸳ᖺᗘと௧࿴㸴ᖺᗘ࡛஦ᴗつᶍ等㸦┴඲ᇦ࡬のᣑ኱ࡸᖺᗘ㏵୰ࡽ࠿の導ධ㸧にኚ᭦の࠸࡞ᆅᇦをᢤ⢋࡚ࡋグ㍕

ͤ  ┦ㄯ௳ᩘෆヂのうࡑࠕࡕの௚ࠖの༊ศに࡚࠸ࡘは๭ឡࡵࡓࡓࡋ、┦ㄯ௳ᩘෆヂのྜィと⥲ᩘはᚲ࠸࡞ࡋ⮴୍ࡶࡋࡎ

ճ ᖖ㥔་ᖌཪࡣ㟁ヰ➼࡛ᖖ᫬┦ㄯᑐᛂ࡞⬟ྍࡀ་ᖌ

┦ㄯဨࡀᩆᛴ་⒪┦ㄯに対応ࡿࡍ㝿、⥭ᛴᗘุᐃࡸデ⒪⛉┠等のุ᩿に㏞ࡓࡗሙ

ྜ、┦ㄯဨࡽ࠿の┦ㄯに応ࡿࡌ。

մ ┘╩ဨ

受௜ဨࡸ┦ㄯဨの໅ົ≧ἣ࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥࡸෆの≧ἣをᢕᥱࡋ、ᴗົࡀ෇⁥に㐙行

。指♧等を行う࡞㐺ษ࡚ࡌにᚲせに応ࡵࡓࡿࢀࡉ

ͤ ஦ᴗつᶍࡸ໅ົᙧែ等にࡼり㓄⨨ࡿ࠸࡚ࢀࡉேဨᩘはᆅᇦにࡿ࡞␗࡚ࡗࡼ。

㸦４㸧┦ㄯ௳ᩘ㸦ᩆᛴ་⒪┦ㄯཬࡧ་⒪ᶵ㛵᱌ෆ➼㸧ཬࡧ㐠Ⴀ㈝

ձ ┦ㄯ௳ᩘ㸦௧࿴㸳ᖺᗘࠊࢱ࣮ࢹᮾி㒔ࡣ௧࿴㸳ᖺࢱ࣮ࢹ㸧

඲ᅜ࡛⣙ 213୓௳、᭱ᑠ ⣙ 2,600௳㸦㫽ྲྀ┴㸧、᭱኱ ⣙ 46.7୓௳㸦ᮾி㒔㸧

ղ 㐠Ⴀ㈝㸦௧࿴㸴ᖺᗘࢱ࣮ࢹ㸧

  ඲ᅜ࡛⣙ 34.9൨෇、᭱ᑠ 320୓෇㸦⏣㎶ᕷ等㸧、᭱኱ ⣙ 9.0൨෇㸦ᮾி㒔㸧

  ձཬࡧղのヲ⣽は、௨ୗཧ↷㸦ᅗ⾲㸯㸫㸳㸧

ᅗ⾲㸯㸫㸳 ┦ㄯ௳ᩘཬࡧ㐠Ⴀ㈝
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㸳 ࡚࠸ࡘ࡟஦ᴗᑟධຠᯝࡢ7119ݡ

7119ݡ にࡿࡼ஦ᴗຠᯝに࡚࠸ࡘは、᳨ウ㒊఍にお࡚࠸、ձᩆᛴ㌴の㐺ṇ฼⏝㸦㐺᫬࣭

㐺ษ࡞฼⏝㸧、ղᩆᛴ་⒪ᶵ㛵の受デの㐺ṇ໬、ճఫẸ࡬のᏳᚰ࣭Ᏻ඲のᥦ౪、մ᫬௦の

ኚ໬࡬のⓗ☜࡞対応、յ᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕対策とࡓࢀࡉ⌮ᩚ࡚ࡋ。

この㛫、実施ᆅᇦࡀቑຍ࡚ࡋきࡓことを㋃࠼ࡲ、実施ᅋయࡽ࠿の᝟ሗᥦ౪ࡸᾘ㜵ᗇにお

㸦ᅗ⾲㸯ࡓࢀࡉㄆ☜ࡀ஦ᴗຠᯝ࡞うࡼ௨ୗの࡚ࡵᯝ、ᨵ⤖ࡓࡵᢕᥱを㐍࡚ࡌㄪᰝを㏻ࡿࡅ

㸫㸴、ᕳᮎཧ⪃㈨ᩱ㸧。
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✀別 ຠ ᯝ ຠᯝࡍ♧ࢆ஦㡯ࡢ౛

●導入前後で、 搬送人員に占める軽症者割合の減少
→【H29】38.0％⇒【R5】36.0％（ ▲2.0ポイント）（鳥取県）

●導入前後で、 搬送人員に占める軽症者割合の減少
→【R4.10～R5.3】47.4％⇒【R5.10～R6.3】45.8％（ ▲1.6ポイント）（山梨県）

●救急搬送人員に占める軽症傷病者の搬送割合が#7119導入前の平成18年の60.3％から令和５年は54.2％となっており、6.1ポ
イント低減、中等症以上の救急車利用割合が増加。【R5】（東京都）

● #7119実施地域における、導入前後の搬送人員に占める軽症率
　・#7119導入前年と、R1（コロナ禍前）比較したところ16地域中13地域（81％）で軽症率が減少
　・#7119導入前年とR4を比較したところ、18地域中12地域（67％）で軽症率が減少

●#7119を経由せず、直接119番通報があった場合と比較し、不搬送割合が半分以下に減少
【R5】（大阪市）

●#7119の相談件数のうち「救急車要請助言」の割合が約１割であり、救急出動の抑制効果があるものと推察できる。
【R5】（宮城県）

●救急相談件数303,102件のうち、救急相談の結果、緊急度判定により救急要請に至らなかった件数が248,901件。
もし#7119が未導入であり、約25万件が全て119通報していた場合、出場件数（917,472件）は110万件以上になっていたとも
推察できる。【R５】（東京都）

●相談件数のうち、約35.7％は重症度・緊急性の高いものと判断された。【R5】（鳥取県）

● 意識や呼吸の状況等から、相談前に救急出場させた件数が2,269件
→真に救急車が必要であったが、119番通報をためらっていた潜在的重症者の救護【R5】（東京都）

● 緊急度判定の結果、119番へ転送となり救急出動したうち、37.7％が中等症以上（入院診療以上が必要）であった。【R5】
（東京都）

医療機関における時間外受付者数
の減少効果

●♯7119導入後、時間外受付者が8.1％減少（札幌市A病院）

●♯7119導入後、消防本部での医療機関案内対応件数が大幅削減　→　指令員の労務負担の軽減（岐阜市）

● ♯7119導入後、病院への相談件数が24.1%減少
　・若年層および高齢者（65歳以上）いずれも相談件数が減少
　・日中時間帯（９時～22時）以外の相談件数の減少割合が高く、医療機関にとって人員が手薄な時間帯のフォローを行
　えている（京都府）

● ♯7119導入後、自己判断による診療時間外救急外来患者数が23.6%減少（神戸市：二次救急病院）

● R元年中の相談件数133,233件（大阪市）のうち、
　・救急車以外での受診勧奨：61.6％
　・翌日以降の受診勧奨、経過観察：14.4％

●各実施団体が実施した利用者アンケートにおける#7119がなかった場合の対応についての回答【R5】
　・京都府　利用者の半数が「119番通報をしていた」と回答
　・大阪府　約４割の利用者が「119番通報して救急車を呼んでいた」と回答

④
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
対
応

新型コロナウイルス感染症新規陽性者数（全国）が増加する時期は、#7119入電件数も増加傾向にある

不急の救急出動の抑制効果

⑤
新
興
感
染
症
の

発
生
等
に
よ
る

救
急
需
要
急
増
時
の
受
け
皿
の

一
つ
と
し
て
の
役
割

「疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について」（令和５年３月31日付け医政地発0331第14号（最終改正 令和５年６月29日付け医政地発0629第３号）厚生
労働省医政局地域医療計画課長通知）（抜粋）

第２　医療体制の構築に必要な事項
１　目指すべき方向
（6） 新興感染症の発生・まん延時における救急医療
③ 救急外来を受診しなくても済むよう、電話等による相談体制（♯7119、♯8000等）及びオンライン診療を実施する体制を平時から充実させ、新興感染症のま
ん延により救急外来の需要が急増した際にも対応できる体制

①
救
急
車
の
適
時
・
適
切
な
利
用

利用者の満足度

軽症者割合の減少効果

②
救
急
医
療
機
関
の

受
診
の
適
正
化
・

消
防
機
関
の
負
担
の
軽
減
化

診療時間外救急外来患者数の減少
効果

医療機関・消防機関における
救急医療相談数の抑制効果

潜在的な重症者を発見・救護

③
住
民
へ
の
安
心
・

安
全
の
提
供

●各実施団体が実施した利用者アンケートにおける肯定的な評価の割合【R5】
　・京都府　約９割の利用者が「役にたった」「ある程度役にたった」と回答
　・大阪府　約９割の利用者が「大変役にたった」「ある程度役にたった」と回答
　・横浜市　約８割の利用者が医療機関案内に対して、「とても役にたった」「どちらかといえば役にたった」と回答
　　　　　　約９割の利用者が看護師からの助言に対して、「とても役にたった」「どちらかといえば役にたった」
　　　　　　と回答
　・奈良県　約８割の利用者が医療機関案内に対して、「役にたった」と回答

医療機関休診時のニーズの受け皿
の役割

●医療機関が休診の時間帯（休日祝日夜間など）に入電件数が増加【R5】（大阪府）

「医師の働き方改革」制度が導入された中での、医療機関における時間外受付者数の減少効果等
※同制度が令和６年度から開始したものであることを踏まえ、引き続き注視

ᅗ⾲㸯㸫㸴 ஦ᴗᑟධຠᯝࡢ7119ݡ

8
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➨㸰 ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧ᑟධ࡟㛵᳨ࡿࡍウ

㸯 ᑟධ᳨ࡢ࡚ࡅྥ࡟ウయไ࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧7119ݡᑟධࡢᚲせᛶ᳨ࡢウ࡚࠸ࡘ࡟

๓㏙のとおり、ࠕᩆᛴ㌴の㐺᫬࣭㐺ษ࡞฼⏝ ᩆᛴ་⒪ᶵ㛵の受デの㐺ṇ໬࣭ᾘ㜵ࠕࠖ、

ᶵ㛵の㈇ᢸの㍍ῶ໬ のᏳᚰ࣭Ᏻ඲のᥦ౪࡬ఫẸࠕࠖ、 ࡧ対応ࠖཬࡓࡌ᫬௦のኚ໬に応ࠕࠖ、

ࡓࡗ࠸のᙺ๭ࠖと࡚ࡋとࡘの୍─ࡅᩆᛴ㟂せᛴቑ᫬の受ࡿࡼ᪂⯆ឤᰁ⑕のⓎ⏕等にࠕ

ᵝ࡞ࠎຠᯝを᭷7119ݡࡿࡍ の㔜せᛶはࡍࡲࡍࡲ㧗ࡿ࠸࡚ࡗࡲ。

ᮍ実施ᆅᇦの୰には、ᩆᛴ㟂せࡗࡦࡀ㏕࠸࡞࠸࡚ࡋと࠸う⌮⏤にࡼり、7119ݡ 導ධ

の᳨ウࡀ㐍࠸࡞࠸࡛ࢇሙྜ7119ݡ、ࡀࡿ࠶ࡶ の஦ᴗຠᯝはࠕᩆᛴ㌴の㐺᫬࣭㐺ษ࡞฼

り、ఫẸのࡼఱ。ࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀの᳨ウ࡛ୖࡓࡋことをㄆ㆑ࡿከᒱにΏ、ࡃ࡞࡛ࡅࡔࠖ⏝

❧ሙに❧ࡓࡗ㝿、ࡀ7119ݡᆅᇦに導ධࡿ࠸࡚ࢀࡉことࡀ、ఫẸのᏳᚰ࣭Ᏻ඲࡬のᥦ౪

に⧅ࡿࡀことをㄆ㆑ࡿࡍことࡀ㔜せ࡛7119ݡ、ࡔࡓ。ࡿ࠶導ධにࡼりᚓࡿࢀࡽຠᯝは

導ධຠᯝࡿࡅはᙜヱᆅᇦにお࡚ࡗࡓウにᙜ᳨、ࡽ࠿ことࡿ࡞␗࡚ࡗࡼのᆅᇦにࢀࡒࢀࡑ

に࡚࠸ࡘ㛵ಀ者と༑ศ㆟ㄽࡿࡍことࡀᚲせ࡛ࡿ࠶。

ە ᩆᛴ㌴ࡢ㐺᫬࣭㐺ษ࡞฼⏝ࡢ᥎㐍ࠊᩆᛴ་⒪యไࡢ඘ᐇ

࣭ ᩆᛴ㌴࡛ᦙ㏦ࡓࢀࡉᝈ者の⣙༙ᩘࡀ㍍⑕࡛࠶り、㔜⑕ᗘに応ࡓࡌ㐺ṇ࡞受デ行ືを

ಁ㐍ࡿࡍᚲせࡓࡗ࠶ࡀこと7119ݡ、ࡽ࠿導ධ᳨ࡀウࡓࢀࡉ。

࣭ ᯫ㟁者ࡀ⏦࿌ࡿࡍ⑕≧に応ࡓࡌ㐺ษࡑࡸ┠⛉࡞の⥭ᛴᛶのุ᩿を་Ꮫⓗぢᆅࡽ࠿ᢸ

ಖࡶࡿࡍのࡓࡗ࠿࡞ࡀことを㋃࠼ࡲ、┳ㆤᖌࡀ་ᖌのᨭ᥼యไのୗ、ᩆᛴ་⒪┦ㄯࡸ

⑕≧に応ࡓࡌ⑓㝔᱌ෆを行う7119ݡ、ࡵࡓ 導ධ᳨ࡀウࡓࢀࡉ。

࣭ ་ᖌ୙㊊ࡸ୙せ୙ᛴのᝈ者対応にࡿࡼ་⒪ᶵ㛵の⑂ᘢにຍ࠼、㧗㱋໬にకうᩆᛴ་

⒪のࢬ࣮ࢽቑຍࡀண᝿ࢀࡉ、་⒪┦ㄯᶵ⬟の඘実ࡀᚲせ࡛ࡿ࠶こと7119ݡ、ࡽ࠿ 導ධ

。ࡓࢀࡉウ᳨ࡀ

ە ᪤Ꮡ஦ᴗࡢᣑ኱

࣭ ≉、་ᖌのാき᪉ᨵ㠉。ࡿ࠸࡚ࡵ᪉ྥ࡛、ྲྀ⤌を㐍ࡿࡍり඲┴࡛ᒎ㛤࡞୺యとࡀ┴

にᩆᛴ་⒪ᶵ㛵の㈇ᢸ㍍ῶࡸ㍍⑕者のᦙ㏦をῶࡃ࠸࡚ࡋࡽことを࠸࡚ࡗࡸき࠸ࡓと࠸

うᛮࡀ࠸⫼ᬒにࡓࡗ࠶。

࣭ ᪤にᕷ⏫ᮧの஦ᴗと࡚ࡋ実施ࡓ࠸࡚ࢀࡉ、ᩆᛴ་⒪┦ㄯཬࡧ་⒪ᶵ㛵᱌ෆのᶵ⬟ᙉ

໬のᥦゝࡓࢀࡉ࡞ࡀことに基づき、ẁ㝵ⓗにᣑ඘をᅗࡿ୰࡛、7119ݡの導ධ᳨ࡀウࡉ

。ࡓࢀ

࣭ ᾘ㜵ᮏ㒊ࡀ་⒪ᶵ㛵᱌ෆをᢸᙜ119、ࡀࡓ࠸࡚ࡋ ␒対応ࡸ↓⥺஺ಙ࡝࡞のᴗົにࡼ

り対応࡛き࠸࡞≧ἣを㋃7119ݡ、࠼ࡲ 導ධ᳨ࡀウࡓࢀࡉ。

㸺ᐇ᪋ᅋయࡀᑟධ᳨ࡓࡅྥ࡟ウ࡚࠸ࡘ࡟⦌⤒ࡓࡗ⮳࡟㸼
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ە ㆟఍ࡿࡅ࠾࡟㉁ၥ

࣭ ㆟఍にお࡚࠸஦ᴗ導ධに࡚࠸ࡘの㉁ၥࡓࡗ࠶ࡀことを㋃7119ݡ、࠼ࡲ導ධ᳨ࡀウࡉ

。ࡓࢀ

㸦㸰㸧᳨ウయไ㸦᳨ウ఍㆟ࡢᵓᡂဨ➼㸧࡚࠸ࡘ࡟

7119ݡ の実施にᙜ࡚ࡗࡓは、㒔㐨ᗓ┴とᕷ⏫ᮧ、ᾘ㜵行ᨻ㸦ᾘ㜵㜵⅏୺⟶㒊ᒁ࣭ᾘ

㜵ᮏ㒊㸧と་⒪行ᨻ㸦⾨⏕୺⟶㒊ᒁ㸧とࡀ㐺ษ࡞㐃ᦠをᅗࡿことはࡶとࡼり、ᆅᇦの

་ᖌ఍ࡸ⑓㝔等の་⒪㛵ಀ者࡝࡞、㟁ヰにࡿࡼᩆᛴ┦ㄯཬࡧ་⒪ᶵ㛵᱌ෆࢫࣅ࣮ࢧの

ᥦ౪に㛵ࡿࢃᖜᗈ࠸㛵ಀ者との㐃ᦠ༠ຊࡀḞ࠸࡞ࡏ࠿。

実㝿に7119ݡを導ධࡓࡋᅋయにお࡚࠸は、ᵝ࡞ࠎ㛵ಀᶵ㛵と㐃ᦠࡓࡋ఍㆟యをᵓᡂ

࡚࠸ᅋయにおࡿ࠸࡚ࡋにᗓ┴ୗ඲ᇦ࡛実施≉、ࡀࡿ࠸࡚ࢀࢃ行ࡀウ᳨ࡓࡅ導ධにྥࡋ

は、་⒪行ᨻ㛵ಀ者、ᾘ㜵行ᨻ㛵ಀ者ཬࡧ་⒪㛵ಀ者のཧຍࡀᚲせ୙ྍḞ࡛ࡿ࠶こと

。࠸ࡓࢀࡉのཧ⪃に࡚ࡋウに㝿᳨、ࡵࡓࡓࢀࡉㄆ☜ࡀ

ͤ㸯 ་ᖌ఍ࠊ┳ㆤ༠఍ࠊ⑓㝔༠఍ࠊゼၥ┳ㆤࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫ㐃⤡༠㆟఍ࣝࢥࢺࣟࣉࠊ⟇ᐃ࡟࡝࡞

㛵ࡿࡍᑓ㛛ᐙ࡝࡞

ͤ㸰 ♫఍⚟♴༠㆟఍ࠊ⪁ே⚟♴᪋タ༠㆟఍ࠊ௓ㆤᨭ᥼ᑓ㛛ဨ༠఍࡝࡞

ͤ㸱 ᘚㆤኈ఍ࠊ᪥ᮏ⮫ᗋ೔⌮Ꮫ఍࡝࡞

ͤ４ Ẹ⏕ጤဨඣ❺ጤဨ༠㆟఍ࡢ࡝࡞㛵ಀ⪅㸦ࢆ7119ݡ฼⏝ࡿࡍ❧ሙࡢࡽ࠿ពぢ㸧

ᾘ㜵⾜ᨻ㛵ಀ⪅ ་⒪⾜ᨻ㛵ಀ⪅

་⒪⾜ᨻ

㛵ಀ⪅

㸦ͤ㸯㸧

௓ㆤ⚟♴

㛵ಀ⪅

㸦ͤ㸰㸧

᭷㆑⪅

㸦ͤ㸱㸧

ఫẸ

㸦ͤ４㸧ᾘ㜵㜵⅏

୺⟶㒊ᒁ

ᾘ㜵ᮏ㒊

➼
⾨⏕୺⟶㒊ᒁ

ᐇ᪋ᅋయ㸿 ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ

ᐇ᪋ᅋయ㹀 ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ

ᐇ᪋ᅋయ㹁 ۑ ۑ ۑ

ᐇ᪋ᅋయ㹂

(ͤ┴ୗ୍㒊࡛ᐇ᪋) 
ۑ ۑ ۑ ۑ

ᅗ⾲㸰㸫㸯 ᐇ᪋ᅋయ᳨ࡢウ࡟ಀࡿ఍㆟య㸦౛㸧
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㸦㸱㸧ྛᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᐇ᪋ࡓࡅྥ࡟㛵ಀ⪅ࡢ≉ᐃ࡚࠸ࡘ࡟

㛵ಀ者の≉ᐃにᙜ࡚ࡗࡓは、㒔㐨ᗓ┴のᾘ㜵㜵⅏୺⟶㒊ᒁ㸦ᾘ㜵ᮏ㒊ྵࡴ㸧ཬࡧ⾨⏕

୺⟶㒊ᒁの㐺ษ࡞㐃ᦠࡀᚲ㡲࡛࠶り、୧ᒁ࡛༠㆟をᅗ࡛ୖࡓࡗ㛵ಀᶵ㛵を㑅ᐃࡋ、᳨ウ

を㐍ࡃ࠸࡚ࡵことࡀᚲせ࡛ࡿ࠶。

ᮏ஦ᴗの実施を㏻ࡀには、⟶ෆのᾘ㜵ᮏ㒊ࡵࡓࡿࡵ㒔㐨ᗓ┴඲ᇦ࡛の᳨ウを㐍、ࡓࡲ

ඹ㏻ㄆ㆑の㔊ᡂをᅗࡿ㐠Ⴀᙧែ等にಀࡿࢀࡉ᝿ᐃ࡚ࡋ஦ᴗ実施に㝿ࡸຠᯝࡿࢀࡽᚓ࡚ࡌ

࡞୰ᚰとࡀᾘ㜵ᮏ㒊ࡿ࠸࡚ࡗ࡞㒔㐨ᗓ┴ᾘ㜵㛗఍఍㛗と、ࡽ࠿ことࡿࢀࡽࡵồࡀことࡿ

り、ᩆᛴᢸᙜㄢ㛗఍㆟等をά⏝ࡋ、௧࿴㸱ᖺ㸱᭶ 26᪥௜ࡅ㏻▱を㋃ࡓ࠼ࡲ㆟ㄽを㔜ࡡ

。ࡿ࠶㔜せ࡛ࡀことࡿり、⟶ෆᾘ㜵ᮏ㒊のពᛮ⤫୍をᅗࡼに࡝࡞ことࡿ

ە ᪂࡟ࡓ఍㆟యࢆタ᳨࡚ࡅウ

࣭ 㐃⤡ㄪᩚ఍㆟にお᳨࡚࠸ウࡀ㐍ࡓࢀࡽࡵ。委ဨは、་⒪行ᨻᢸᙜ者㸦ᕷ⏫ᮧཬࡧಖ೺

ᡤ㸧、

ᩆᛴᢸᙜ者㸦ᾘ㜵ᶵ㛵㸧、་⒪ᢸᙜ者㸦་ᖌ఍㸧、Ꮫ㆑⤒㦂者㸦ᩆᛴ་⒪にᦠࡿࢃ་ᖌ㸧ཬ

。ࡓࢀࡉりᵓᡂࡼ㸦⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇᩆᛴ௻⏬ᐊ等㸧に࣮ࣂ࣮ࢨࣈ࢜ࡧ

࣭ 、委ဨは。ࡓࢀࡽࡵ㐍ࡀウ᳨、࡚࠸᭷㆑者఍㆟ࠖにおࡿࡍ㐠Ⴀに㛵࣮ࢱࣥࢭᩆᛴᏳᚰࠕ

ᕷ

་ᖌ఍、ᕷ➨஧次ᩆᛴ⑓㝔༠㆟఍、་ᖌ㸦୕次་⒪ᶵ㛵、ᑠඣᩆᛴ་⒪ᶵ㛵㸧、┴┳ㆤ༠

఍、⾨⏕୺⟶㒊ᒁ࡛ᵓᡂࡓࢀࡉ。

࣭ ᾘ㜵㜵⅏୺⟶㒊ᒁ、⾨⏕୺⟶㒊ᒁཬࡧᾘ㜵ᒁを஦ົᒁと࡚ࡋ、ᩆᛴᑓ㛛ᐙ㸦་ᖌ఍の委

ဨ等㸧ࡸᾘ㜵࣭་⒪の㛵ಀᅋయにࡼり᳨ウࡀ㐍ࡓࢀࡽࡵ。

ە ᪤Ꮡࡢᯟ⤌᳨ࡢ࡛ࡳウ

࣭ 委ဨは、་⒪㛵ಀ者、௓ㆤ㛵ಀ。ࡓࢀࡽࡵ㐍ࡀウ᳨࡚࠸ᩆᛴ་⒪᳨ウ委ဨ఍ࠖにおࠕ

者、

ᕷẸ、᭷㆑者࡛ᵓᡂࡓࡲ。ࡓࢀࡉ、実㝿の㐠Ⴀにಀࡿ஦㡯の᳨ウに࡚࠸ࡘは、ࠕᩆᛴ་⒪

᳨ウ委ဨ఍ᑓ㛛㒊఍㸦ࣝࢥࢺࣟࣉ㒊఍㸧ࠖ にお᳨࡚࠸ウࡀ行ࡓࢀࢃ。㒊఍ဨは、ᕷ་ᖌ఍

。ࡓࢀࡉりᵓᡂࡼの་⒪㛵ಀ者に࡝࡞ᕷෆ་⒪ᶵ㛵㸦ᩆᛴ་࣭⢭⚄⛉་㸧ࡸ

࣭ ࢀࡽࡵ㐍ࡀり᳨ウࡼ୺⟶㒊ᒁに⏕⾨ࡧཬ࣮ࢱࣥࢭࣝ࢝࢕ࢹ࣓┴ࡓ࠸࡚ࡋ8000を㐠Ⴀݡ

。ࡓ

࣭ 。ࡓࢀࡽࡵ㐍ࡀウ᳨࡚࠸༠㆟఍にお࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࣝ࢝࢕ࢹ࣓┴

㸦４㸧ྛ㛵ಀ⪅ࡢᙺ๭ศᢸ࡚࠸ࡘ࡟

ୖグ㸦㸱㸧࡛≉ᐃࡓࢀࡉ㛵ಀ者ࡀᢸうᙺ๭は、ᆅᇦの実᝟ࡸ஦ᴗの実施ᙧែ等にࡼり

、⑓㝔等の་⒪㛵ಀ者ࡸᆅᇦの་ᖌ఍、࡚ࡋ者とࡿࢃᮏ஦ᴗの㐠Ⴀに┤᥋㛵、ࡀࡿ࡞␗

᪥ᖖⓗ࡞஦ᴗ㐠Ⴀにᙜࡿࡓ委託஦ᴗ者ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡝࡞。

㸺ᐇ᪋ᅋయࡢලయⓗ᳨࡞ウయไ㸦౛㸧࡚࠸ࡘ࡟㸼
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ᅗ⾲㸰㸫㸰に実施ᆅᇦにおࡿࡅᙺ๭ศᢸ㸦౛㸧を♧ࡀࡍ、実施ᆅᇦの⠊ᅖ㸦┴඲ᇦ࡛

実施࣭┴ෆの୍㒊ᕷ⏫ᮧ࡛実施㸧に㛵ࡎࡽࢃ、㛵ಀ者のᙺ๭ศᢸはᵝࡿ࠶࡛ࠎことࡀศ

。ࡿ࠿

㈈ᨻ㛵㐃 㛵㐃ࣝࢥࢺࣟࣉ ᗈሗ㛵㐃

┴඲ᇦ࡛実施

㸿ᅋయ ᾘ㜵ᮏ㒊等 ་⒪㛵ಀ者等 ᾘ㜵ᮏ㒊等

㹀ᅋయ ⾨⏕୺⟶㒊ᒁ ⾨⏕୺⟶㒊ᒁ ⾨⏕୺⟶㒊ᒁ

㹁ᅋయ ⾨⏕୺⟶㒊ᒁ ⾨⏕୺⟶㒊ᒁ

ᾘ㜵㜵⅏୺⟶㒊ᒁ

⾨⏕୺⟶㒊ᒁ

ᾘ㜵ᮏ㒊等

┴ෆの୍㒊

ᕷ⏫ᮧ࡛実施

㹂ᅋయ ᾘ㜵ᮏ㒊等
ᾘ㜵ᮏ㒊等

委託஦ᴗ者

ᾘ㜵ᮏ㒊等

ಖ೺⾨⏕㒊ᒁ

㹃ᅋయ ಖ೺⾨⏕㒊ᒁ

ᾘ㜵ᮏ㒊等

ಖ೺⾨⏕㒊ᒁ

་⒪㛵ಀ者等

ಖ೺⾨⏕㒊ᒁ

㹄ᅋయ ་ᖌ఍ ಖ೺⾨⏕㒊ᒁ ಖ೺⾨⏕㒊ᒁ

㸰 㐠Ⴀ࡟㛵᳨ࡿࡍウ࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧ᐇ᪋ᆅᇦࡢ༢఩࡚࠸ࡘ࡟

実施ᆅᇦの༢఩に࡚࠸ࡘは、こࠕ、࡛ࡲࢀཎ๎と࡚ࡋ、㒔㐨ᗓ┴༢఩࡛実施ࠖࡿࡍと

。ࡿ࠸き࡚࡚ࡋ⌮ᩚ࡚ࡋ

㒔㐨、࡝࡞┴㒔㐨ᗓ࡞ᗈ኱ࡀ✚㒔㐨ᗓ┴、㠃ࡿࡍᏑᅾࡀお、༊ᇦෆにᨻ௧指ᐃ㒔ᕷ࡞

ᗓ┴༢఩にࡿࡼ実施ࡀᅔ㞴࡞ሙྜは、༊ᇦෆの୍㒊のᕷ⏫ᮧにお࡚࠸実施ࡿࡍことྍࡶ

ⓗには㒔㐨ᗓ┴༢఩࡛の⤊᭱、࡚ࡋの㝿には␃ព஦㡯とࡑ、ࡀࡿ࠸࡚ࡋ♧᪨をࡿ࠶࡛⬟

஦ᴗ実施に⧅ࡿࡀ対応ࡀとࡼࡿࢀࡽうಁࡿ࠸࡚ࡋ。

㸦㸰㸧ྛᐇ᪋ᅋయࡿࡅ࠾࡟ᐇ᪋୺య࡚࠸ࡘ࡟

ྛ実施ᅋయにおࡿࡅ実施୺యに࡚࠸ࡘは、ᆅᇦの実᝟を㋃࡚࠼ࡲ、㛵ಀ者とのヰྜࡋ

࡞୺導ⓗ࡚ࡗࡓ実施ᅋయの౛をඖに、஦ᴗ実施にᙜ、ࡀࡿ࠶の࡛ࡶࡿࢀࡉりỴᐃࡼに࠸

ᙺ๭をᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓ㒊ᒁに╔┠࡚ࡋศ㢮ࡿࡍと、ᾘ㜵㜵⅏୺⟶㒊ᒁࡀ୺導ⓗ࡞ᙺ๭をᯝ

ᆅᇦはࡿ࠸࡚ࡋࡓᙺ๭をᯝ࡞୺導ⓗࡀᆅᇦは㸷ᆅᇦ、⾨⏕୺⟶㒊ᒁࡿ࠸࡚ࡋࡓ 23ᆅ

ᇦ、ᾘ㜵ᮏ㒊ࡀ୺導ⓗ࡞ᙺ๭をᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓᆅᇦは㸯ᆅᇦ、㐠Ⴀ༠㆟఍࣭㐠Ⴀ委ဨ఍ࡀ

୺導ⓗ࡞ᙺ๭をᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓᆅᇦは㸲ᆅᇦと࡚ࡗ࡞おり、実施ᅋయのከࡃは⾨⏕୺⟶㒊

ᒁࡀ୰ᚰと࡚ࡗ࡞஦ᴗを㐠Ⴀࡿ࠸࡚ࡋ㸦ᅗ⾲㸰㸫㸱㸧。

ᅗ⾲㸰㸫㸰 ᐇ᪋ᅋయࡿࡅ࠾࡟ᙺ๭ศᢸ㸦౛㸧
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ͤ ᅋయࡿ࠸࡚ࡋ㒊ᕷ⏫ᮧ➼࡛ᐇ᪋୍ࠊࡣ㉥Ꮠࡢᐇ᪋ᅋయࠖࠕ

ͤ ᅋయࡿ࠸࡚ࡋ㐠Ⴀጤဨ఍࡛ᐇ᪋ࡣ㐠Ⴀ༠㆟఍ཪࠊࡣ௚ࠖࡢࡑࠕࡢᐇ᪋୺యࠖࠕ

㸦㸱㸧᪤Ꮡࡢ㟁ヰ┦ㄯ஦ᴗ࡚࠸ࡘ࡟⌮ᩚࡢ࡜

ᮏ஦ᴗをᮍ導ධの㒔㐨ᗓ┴ཪはᕷ⏫ᮧ༢఩࡛、᪤にᩆᛴ་⒪┦ㄯࡸ་⒪ᶵ㛵᱌ෆࡀ実

施ࡿ࠸࡚ࢀࡉሙྜ7119ݡ、ࡀࡿ࠶ࡶ と࡭ࡍࡓ‶࡚ࡋきせ௳㸦➨㸯㸫㸰㸧をཧ↷のୖ、

こࡽࢀඛ行஦ᴗとの㛵ಀをᩚ⌮ࡿࡍことࡀᚲせ࡛ࡿ࠶。

ձ 㒔㐨ᗓ┴༢఩࡛᪤࡟㟁ヰ┦ㄯ஦ᴗࡀᐇ᪋ࡿ࠸࡚ࢀࡉሙྜ

᪤Ꮡの㟁ヰ┦ㄯ஦ᴗ7119ݡࡀ と࡭ࡍࡓ‶࡚ࡋきせ௳㸦➨㸯㸫㸰㸧を඘㊊ࡿ࠸࡚ࡋሙ

ྜは、ᮏ஦ᴗに⤫ྜ࡝࡞ࡿࡍ、ຠᯝⓗ࡞᪉策を᳨ウࡿࡍことࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ。

ղ ᕷ⏫ᮧ༢఩࡛᪤࡟㟁ヰ┦ㄯ஦ᴗࡀᐇ᪋ࡿ࠸࡚ࢀࡉሙྜ

ྛᕷ⏫ᮧ༢఩࡛実施ࡿ࠸࡚ࡋሙྜ、㒔㐨ᗓ┴඲ᇦ࡛実施ࡿࡍことにࡿࡼ⤒῭ⓗࢫ࡞

⥅᪤Ꮡの஦ᴗをࡶ7119導ධᚋݡ、ウを行う。このሙྜ᳨ࡓࡋ等を⪃៖ࢺࢵ࣓࣮ࣜࣝࢣ

ࡀᛶ⬟ྍࡿ࡞ࡃ࡞ᑡ࡚ࡋ௚のᆅᇦとẚ㍑ࡀ7119の฼⏝者ݡ、は࡚࠸ࡘᕷ⏫ᮧにࡿࡍ⥆

。ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶことࡿࡍ᪉策を᳨ウࡿࡍ㓄៖࡚࠸ࡘ㈇ᢸに⏝㈝、ࡽ࠿ことࡿ࠶

ᅗ⾲㸰㸫㸱 ྛᐇ᪋ᅋయࡿࡅ࠾࡟ᐇ᪋୺య୍ぴ

13
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࡚ࡋきせ௳㸦➨㸯㸫㸰㸧を඘㊊࡭ࡍࡓ‶࡚ࡋ7119とݡࡀ᪤Ꮡの㟁ヰ┦ㄯ஦ᴗ、ࡓࡲ

ᕷ࡚࠸⏝IVR㸦⮬ື㡢ኌ応⟅⿦⨨㸧等を、࡛ୖࡓࡗを行ࡅの⣣௜࡬7119ݡ、ሙྜはࡿ࠸

⏫ᮧࡈとに᱌ෆを行う等、ᵝ࡞ࠎ㐠⏝᪉ἲࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ。

㸦４㸧㐠Ⴀᙧែ➼᳨ࡢウ࡚࠸ࡘ࡟

஦ᴗ実施ሙᡤの☜ಖのᐜ᫆ᛶࡸ⟶⌮యไ等を⪃៖࡚ࡋ、㐠ႠᙧែをỴᐃࡿࡍᚲせ࠶ࡀ

。ࡿ

㐠Ⴀᙧែูの࣓ࣜࢺࢵཬࢺࢵ࣓ࣜࢹࡧに࡚࠸ࡘは、ᅗ⾲㸰㸫㸲のとおり࡛ࡿ࠶。

㐠Ⴀᙧែ ࢺࢵ࣓ࣜ ࢺࢵ࣓ࣜࢹ

┤
Ⴀ
᪉
式

ۍ 委託஦ᴗ者のኚ᭦ࡃ࡞ࡀ࡝࡞、㐠Ⴀయ

ไのᏳᐃ໬をᅗࡿこと࡛ࡀきࡿ。

ۍ ᖖに㐠Ⴀ≧ἣをᢕᥱࡿࡍことྍࡀ⬟࡛

⏕Ⓨࣝࣈࣛࢺෆ࡛࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ、り࠶

に㝿࡚ࡋ㎿㏿࡞対応を行うこと࡛ࡀき

。ࡿ

ۍ ♫఍᝟ໃのኚ໬㸦᪂⯆ឤᰁ⑕のⓎ⏕等

にࡿࡼᩆᛴ㟂せᛴቑ᫬࡝࡞㸧にక࠸、対

応せ㡿等をኚ᭦ࡿࡍᚲせࡓࡌ⏕ࡀሙྜ、

᪩ᮇに対応をኚ᭦ࡋ┦ㄯဨ等࡬の࿘▱ࡀ

。ࡿ࠶࡛⬟ྍ

ی እ㒊委託᪉ᘧとẚ㍑ࡋ、ே௳㈝࠿࠿ࡀ

。ࡿ

ی 㞠⏝ᙧែにᰂ㌾ᛶࡃ࡞ࡀ、ᴗົのຠ⋡໬

ධ㟁ᩘࡸ௳ㄯဨの໅ົ᮲┦、ࡃࡃᅗりにࡀ

㸦㟂せ㸧に応࡚ࡌຠ⋡ⓗに໅ົேဨをቑῶ

。ࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡀの対応࡝࡞ࡿࡍ

ی ┦ㄯဨのேᮦ☜ಖ㸦ເ㞟࣭᥇⏝࣭㏥⫋㸧

ཬࡧ᪥ᖖⓗ࡞ே஦࣭ᗢົⓗᴗົࡀᚲせと࡞

。ࡿ

ی 等の対ࣝࣈࣛࢺෆのᶵჾ࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ

応ࡀᚲせとࡿ࡞。

ᅗ⾲㸰㸫４ 㐠Ⴀᙧែ別ࢺࢵ࣓ࣜࡢཬࢺࢵ࣓ࣜࢹࡧ
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እ
㒊
ጤ
ク
᪉
式

ᖖ
タ
ᆺ

ۍ ᴗົ⟶⌮ࡸ஦ᴗの㉁のྥୖ࡝࡞に㛵ࡍ

実施ᅋయの㈇、ࡋをእ㒊໬ࢺ࣮࢛ࣇ࢚ࡿ

ᢸを㍍ῶ࡛きࡿ㸦ᴗົ࣐ࣝ࢔ࣗࢽのసᡂ

㍍ῶࡀປຊࡿࡍㄯဨ等のᩍ⫱等に対┦ࡸ

࡛きࡿ㸧。

ۍ Ẹ㛫の࢘ࣁ࢘ࣀをά⏝ࡋ、ᰂ㌾に஦ᴗ

の㉁のᨵၿを行うこと࡛ࡀきࡿ。

ۍ ேᮦ☜ಖ࡝࡞を委託ࡿࡍこと࡛、ຠ⋡

ⓗ࡞応㟂యไࡀࣥ࢘ࢲࢺࢫࢥࡸᮇᚅ࡛き

。ࡿ

ۍ ᖖに㐠Ⴀ≧ἣをᢕᥱࡿࡍことྍࡀ⬟࡛

⏕Ⓨࣝࣈࣛࢺෆの࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ、り࠶

に㝿࡚ࡋ㎿㏿に対応ࡿࡍこと࡛ࡀきࡿ。

ۍ 㐲㝸ᆺとẚ㍑ࡋ、ᴗົ㈐௵者ࡸ┦ㄯဨ

࠶ᐜ࡛᫆ࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥとの࡝࡞

࠶࡛⬟ྍࡀᴗົᨵၿ等࡞࠿ࡸ㏿、ࡵࡓࡿ

。ࡿ

ی ዎ⣙᭦ᨵにకう委託஦ᴗ者のኚ᭦にࡼ

り、㐠Ⴀయไࡀ୙Ᏻᐃとࡿ࡞᫬ᮇࡌ⏕ࡀ

。ࡿ

ی ᕷᙺᡤ等に࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥをタ⨨࡚ࡋ実

施ࡿࡍሙྜ、ኪ㛫をྵࡴ㛢ᗇ᫬㛫のࣈࣛࢺ

ࣝⓎ⏕᫬に㎿㏿࡞対応ࡀᅔ㞴とࡿ࡞ሙྜࡀ

。ࡿ࠶

ی 等の対ࣝࣈࣛࢺෆのᶵჾ࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ

応ࡀᚲせとࡿ࡞。

ی ┳ㆤᖌにࡼりᴗົを㐠Ⴀ࡛きࡿ஦ᴗ者ࡀ

ᑡ࠸࡞ことࡽ࠿、ධᮐ࡝࡞にࡿࡼᴗ者㑅ᐃ

᫬、౯᱁➇தࡀ㉳こりにࡃࡃ、ண⟬のᏳᐃ

໬ࡀᅗりに࠸ࡃ。

㐠Ⴀᙧែ ࢺࢵ࣓ࣜ ࢺࢵ࣓ࣜࢹ

እ
㒊
ጤ
ク
᪉
式

㐲
㝸
ᆺ

ۍ ᴗົ⟶⌮ࡸ஦ᴗの㉁のྥୖ࡝࡞に㛵ࡍ

実施ᅋయの㈇、ࡋをእ㒊໬ࢺ࣮࢛ࣇ࢚ࡿ

ᢸを㍍ῶ࡛きࡿ㸦ᴗົ࣐ࣝ࢔ࣗࢽのసᡂ

㍍ῶࡀປຊࡿࡍㄯဨ等のᩍ⫱等に対┦ࡸ

࡛きࡿ㸧。

ۍ Ẹ㛫の࢘ࣁ࢘ࣀをά⏝ࡋ、ᰂ㌾に஦ᴗ

の㉁のᨵၿを行うこと࡛ࡀきࡿ。

ۍ ேᮦ☜ಖ࡝࡞を委託ࡿࡍこと࡛、ຠ⋡

ⓗ࡞応㟂యไࡀࣥ࢘ࢲࢺࢫࢥࡸᮇᚅ࡛き

。ࡿ

ۍ ᆅᇦに࡚ࡗࡼは、ேᮦ☜ಖࡀᐜ᫆と࡞

。ࡿ

ۍ 施タのᩚഛにಀࡀ㈝⤒ࡿ୙せ࡛࠶り、

ᡭ㛫࠸࡞ࡽ࠿࠿ࡀ。

ۍ ᪂つ導ධ᫬に、委託஦ᴗ者のᇵࣀࡓࡗ

ࡀ導ධ࡞ࢬ࣮࣒ࢫ、ࡋ⏝をᖹ行ά࢘ࣁ࢘

ᮇᚅ࡛きࡿ。

ی ዎ⣙᭦ᨵにకう委託஦ᴗ者のኚ᭦にࡼ

り、㐠Ⴀయไࡀ୙Ᏻᐃとࡿ࡞᫬ᮇࡌ⏕ࡀ

。ࡿ

ی 㐠Ⴀ≧ἣのᢕᥱࡀᅔ㞴࡛࠶り、ࢭ࣮ࣝࢥ

対応࡞㏿Ⓨ⏕᫬に㎿ࣝࣈࣛࢺෆ࡛の࣮ࢱࣥ

。ࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡀ

ی ┦ㄯဨ等に対࡚ࡋ、┤᥋ⓗ࡞指導ࡀ行࠸

に࠸ࡃ。

ی 㐠Ⴀ≧ἣのᢕᥱࡀ㞴ࡃࡋ、ㄢ㢟ゎỴのࡓ

。ࡿࡍの᳨ウに᫬㛫をせࡵ

ی ┦ㄯဨࡀᆅᇦの実᝟に⢭㏻ࡓ࠸࡞࠸࡚ࡋ

ࡀ௳᱌࠸࡞ࢃ་⒪ᶵ㛵᱌ෆは実ែにྜ、ࡵ

。ࡿ࠶ࡀࢀࡑおࡿࡌ⏕

ی ┳ㆤᖌにࡼりᴗົを㐠Ⴀ࡛きࡿ஦ᴗ者ࡀ

ᑡ࠸࡞ことࡽ࠿、ධᮐ࡝࡞にࡿࡼᴗ者㑅ᐃ

᫬、౯᱁➇தࡀ㉳こりにࡃࡃ、ண⟬のᏳᐃ

໬ࡀᅗりに࠸ࡃ。
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㸦㸳㸧㈈ᨻ࡟㛵ࡿࡍ஦㡯࡚࠸ࡘ࡟

ձ ㈈ᨻᥐ⨨

。ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡌㅮࡀ⨨は、௨ୗの㈈ᨻᥐ࡚࠸ࡘに㈝⤒ࡿࡍ7119の実施にせݡ

࢔ ᩚഛ࡟ಀࡿᨭ᥼

㸦ϸ㸧 ᾘ㜵㜵⅏᪋タᩚഛ㈝⿵ຓ㔠㸦⿵ຓ⋡㸯/㸱㸧

࣭ᩆᛴᏳᚰᩚ࣮ࢱࣥࢭഛ஦ᴗ  10,476༓෇㸦3,492༓෇㸧

࣭ᩆᛴ་⒪᝟ሗ཰㞟⿦⨨     1,572༓෇  㸦524༓෇㸧

㸦Ϲ㸧 㜵⅏ᑐ⟇஦ᴗമ㸦ᾘ㜵㜵⅏᪋タᩚഛ஦ᴗ㸧

㸦඘ᙜ⋡75㸣ࠊ஺௜⛯⟬ධ⋡30㸣㸧

࢖ 㐠Ⴀ㈝㸦ࣛࣥࢺࢫࢥࢢࣥࢽ㸧࡟ಀࡿᨭ᥼

㒔㐨ᗓ┴ཪはᕷ⏫ᮧにおࡿࡌ⏕࡚࠸஦ᴗ実施にಀࡿ⤒㈝に対࡚ࡋ、

≉ู஺௜⛯ᥐ⨨㸦ᥐ⨨⋡0.5、㈈ᨻຊ⿵ṇࡋ࡞㸧ࡀㅮࡿ࠸࡚ࢀࡽࡌ。

ղ ㈝⏝㈇ᢸ

஦ᴗ㈝の㈇ᢸ๭ྜ等に࡚࠸ࡘは、ᆅᇦの実᝟を㋃࠼ࡲ、㛵ಀᅋయ㛫にお࡚࠸༠㆟を

行࡛ୖࡓࡗỴᐃࡶࡿࡍのと᝿ᐃࡀࡿࢀࡉ、㒔㐨ᗓ┴඲ᇦ࡛実施ࡿࡍሙྜは、㒔㐨ᗓ┴

とᕷ⏫ᮧࡀඹྠ࡚ࡋ㈇ᢸࡿࡍᙧࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ。

このሙྜのᕷ⏫ᮧの㈇ᢸ๭ྜに࡚࠸ࡘは、ேཱྀ࡛ᣨศࡿ࠸࡚ࡋᆅᇦࡸ、ேཱྀに㈈ᨻ

ຊ指ᩘをຍ࿡࡚ࡋᣨศࡿ࠸࡚ࡋᆅᇦࡿ࠶ࡀ࡝࡞。

ճ ㈈ᨻ㈇ᢸ≧ἣ㸦௧࿴㸴ᖺ11᭶⌧ᅾ㸧

࢔ 㒔㐨ᗓ┴࡛ࡳࡢ㈇ᢸ㸸14ᆅᇦ

  㟷᳃┴、ᒣᙧ┴、Ⲉᇛ┴、ᰣᮌ┴、ᇸ⋢┴、༓ⴥ┴、ᮾி㒔、⚄ዉᕝ┴、⚟஭

┴、㛗㔝┴、㟼ᒸ┴、ዉⰋ┴、㤶ᕝ┴、⚟ᒸ┴

࢖ 㒔㐨ᗓ┴࣭ᕷ⏫ᮧ࡛ඹྠ㈇ᢸ㸸15ᆅᇦ

  ᐑᇛ┴、⚟ᓥ┴、᪂₲┴、ᐩᒣ┴、ᒣ᲍┴、ᒱ㜧┴、ி㒔ᗓ、㫽ྲྀ┴、ᒣཱྀ

┴、ᚨᓥ┴、ឡ፾┴、㧗▱┴、㛗ᓮ┴、⇃ᮏ┴、Ἀ⦖┴

࢘ ᕷ⏫ᮧ࡛ࡳࡢ㈇ᢸ㸸㸵ᆅᇦ

ᮐᖠᕷ等、ྡྂᒇᕷ、኱㜰ᗓ、⚄ᡞᕷ等、⏣㎶ᕷ等、ᗈᓥ┴、኱ศᕷ

մ ㈝⤒ࡿಀ࡟ᐇ᪋ࡢ7119ݡ

஦ᴗの導ධ࣭㐠Ⴀにᙜࡓり、ᚲせとࡿࢀࡉ⤒㈝㸦౛㸧に࡚࠸ࡘは、௨ୗのෆᐜをཧ

⪃に࠸ࡓࢀࡉ。

సࢺࢵࣞࣇࣥࣃၨⓎࠕ、ࡶ࡚ࡗ࠶ሙྜ࡛ࡿࡍお、஦ᴗの㐠Ⴀをእ㒊஦ᴗ者に委託࡞

ᡂࡸ㓄ᕸ等のᗈሗにせࠕࡸࠖ㈝⤒ࡿࡍᆅඖ་ᖌ఍、⑓㝔༠఍࡝࡞ᆅᇦの་⒪との㐃⤡

ㄪᩚࠖ等、実施ᅋయࡀ┤᥋ⓗにᇳ行ࡿࡍ⤒㈝の☜ಖࡶᚲせとࡿ࡞。
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㸦㸴㸧7119ݡᬑཬಁ㐍࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ไᗘࡢά⏝࡚࠸ࡘ࡟

����ݡࡿࢀࡉⓏ㘓ࡽ࠿実施ᅋయ、࡚࠸ࡘಟᨭ᥼等に◊ࡸの┦ㄯ࡚ࡋ7119の導ධに㝿ݡ

ᬑཬಁ㐍࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔㸦௨ୗ࣮ࠖࢨ࢖ࣂࢻ࢔ࠕと࠸う。㸧を✚ᴟⓗにά⏝ࡋ、᳨ウを㐍

࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ࡿࢀࡉ㒔㐨ᗓ┴、ᕷ⏫ᮧ、ᾘ㜵ᮏ㒊等にὴ㐵。ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀことࡃ࠸࡚ࡵ

は、௨ୗのとおり、7119ݡを᥎㐍ࡵࡓࡿࡍのලయⓗ࡞᪉策に㛵ࡿࡍຓゝ、◊ಟᨭ᥼等を

行ࡿ࠸࡚ࡗ。㸦ᬑཬಁ㐍࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ὴ㐵せ⥘ཧ↷㸧

ձ ຓゝࡢ࡬ㄯ┦࡞ಶ別ලయⓗࡿࡍ㛵࡟����ݡ

ղ ᝟ሗᥦ౪ࠊಟᨭ᥼◊ࡿࡍ㛵࡟����ݡ

ճ ຓゝࡢᴗົ࡞ᚲせ࡟᥎㐍ࡢ7119ݡࠊ௚ࡢࡑ

㸱 ᑟධ࡟㛵ࡿࡍ஦㡯࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧஦ᴗ㛤ጞࡢ࡛ࡲὶ࡚࠸ࡘ࡟ࢀ

ձ 㐠Ⴀᙧែ➼ࡢỴᐃ

㐠Ⴀᙧែ㸦┤Ⴀ᪉ᘧཪはእ㒊委託᪉ᘧ㸧ࡸ┦ㄯ受௜᫬㛫、࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥにおࡿࡅ

せဨయไ等をỴᐃࡿࡍ。

ࡿࢀࡉ㐺ษに実行ࡀሙྜは、௙ᵝ᭩に基づき、ᴗົࡿࡍお、እ㒊委託᪉ᘧを導ධ࡞

ことを☜ㄆࣝࢨ࣮࣏ࣟࣉ、ࡵࡓࡿࡍ᪉ᘧにࡿࡼධᮐを行うことࡀᮃ࠸ࡋࡲ。

ཧ↷㸸ࠕ஦ᴗをእ㒊委託ࡿࡍ㝿にά⏝ྍ⬟࡞ᶆ‽ⓗ࡞௙ᵝ᭩㸦౛㸧ࠖ㸦⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇస

ᡂ㸧

ߧ ᩆᛴ࡟㛵ࡿࡍ┦ㄯࢫࣅ࣮ࢧ㐠Ⴀ࡟せࡿࡍ⤒㈝

࣭ ┦ㄯ࣒ࢸࢫࢩに㛵ࡿࡍ導ධཬࡧᨵಟ等にせࡿࡍ⤒㈝

㸦┤Ⴀ᪉ᘧ࣭እ㒊委託᪉ᘧ㸦ᖖタᆺ㸧࡛㐠Ⴀࡿࡍሙྜ㸧

࣭ ་ᖌ࣭┳ㆤᖌ࣭受௜ဨの☜ಖにせࡿࡍ⤒㈝ͤ

࣭ 㟁ヰᩱ、ᾘ⪖ရ㈝ͤ

࣭ ၨⓎࢺࢵࣞࣇࣥࣃసᡂ࣭㓄ᕸ等のᗈሗにせࡿࡍ⤒㈝

ߧ ᆅᇦ་ᖌ఍➼ࡢ㛵ಀᅋయࡢ࡜㐃⤡ㄪᩚࡢࡵࡓ࠺⾜ࢆ⤒㈝

࣭ ᆅඖ་ᖌ఍、⑓㝔༠఍࡝࡞ᆅᇦの་⒪との㐃⤡ㄪᩚ

   㸦་⒪ᶵ㛵᱌ෆにお࡚࠸は、⤂௓࡞⬟ྍࡀᙜヱᆅᇦの་⒪ᶵ㛵の☜ಖᢕᥱ࡝࡞㸧

࣭ ┦ㄯࣝࢥࢺࣟࣉの㐺ษ࡞㐠⏝に࡚࠸ࡘの┘╩ͤ

   㸦┦ㄯに応ࡿࡌ┳ㆤᖌ等࡬の࡝࡞࣮࢛ࣟࣇࡸࢫ࢖ࣂࢻ࢔をྵࡴ㸧

࣭ ㉁のྥୖをᅗࡵࡓࡿの᳨ドయไの☜ಖͤ

   㸦஦౛のᢳฟࡸ㈨ᩱのసᡂ࡝࡞㸧

ͤ ஦ᴗをእ㒊委託ࡿࡍሙྜ、委託㈝にྵࡿࢀࡲと᝿ᐃࡿࢀࡉ⤒㈝
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ղ ஦ᴗ㛤ጞ᫬ᮇࡢỴᐃ

ఫẸ࡬の࿘▱、委託஦ᴗ者とのዎ⣙にせࡿࡍᮇ㛫等を⪃៖࡚ࡋ、㛤ጞ᫬ᮇをỴᐃࡍ

。ࡿ

ճ ཷ௜᫬㛫ࡢỴᐃ

┦、24᫬㛫365᪥࡚ࡋㄯ❆ཱྀは、ཎ๎と┦。ࡿࡍの受௜᫬㛫をỴᐃ࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ

ㄯを受ࡅ௜ࡿࡅこと࡛ࡀきࡿయไとࡿࡍ。

は、ᆅ࡚࠸ሙྜにお࠸࡞24᫬㛫365᪥యไを実施࡛き࡚࠸の❆ཱྀにお୍ྠ、ࡋࡔࡓ

ᇦの་⒪ᶵ㛵との㐃ᦠ等、ᆅᇦの実᝟に応ࡓࡌ㐺ษ࡞యไのᩚഛにࡼり、実㉁ⓗに24

᫬㛫365᪥、┦ㄯを受ࡅ௜ࡿࡅこと࡛ࡀきࡿయไをᩚࡿ࠼ととࡶに、受௜᫬㛫እの対

応యไに࡚࠸ࡘఫẸに࿘▱ࡿࡍこと。

մ 㟁ヰᅇ⥺ᩘࡢỴᐃ㸦฼⏝ぢ㎸ࡢᩘࡳ⟬ᐃ㸧

ඛ行౛ࡸᆅᇦேཱྀ等の実᝟を㋃ࡓ࠼ࡲ฼⏝ぢ㎸ࡳを⟬ฟࡋ、⟬ฟࡓࢀࡉ᝟ሗを基に

஦ᴗ࡛౑⏝ࡿࡍ㟁ヰᅇ⥺ᩘをỴᐃࡿࡍ。

յ ᕷእᒁ␒ࡀ┴ቃ➼ࡄࡓࡲࢆᆅᇦࡢ࡜ㄪᩚ

ࡀ༢఩ᩱ㔠༊ᇦ、ࡵࡓࡿ࠸࡚࠸は、༢఩ᩱ㔠༊ᇦͤに基づࢫࣅ࣮ࢧࣝࣖ࢖ࢲ⦰▷ݡ

㒔㐨ᗓ┴ࡸᕷ⏫ᮧのቃ⏺と୍⮴࠸࡞࠸࡚ࡋሙྜ、㛵ಀᶵ㛵と༠㆟ࡋ、ㄪᩚをᅗࡿ。

ͤ ༢఩ᩱ㔠༊ᇦ㸦MA㸸Message Area㸧とは、ᕷෆ㏻ヰᩱ㔠࡛㏻ヰ࡛きࡿ༊ᇦのこと࡛

。ࡍ༊ᇦのことを指ࡿ࠸࡚࠸⏝り、ྠ୍のᕷእᒁ␒を࠶

ն ┦ㄯࡢ➼࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏

㐠Ⴀᙧែ等を㋃ࡓ࠼ࡲ┦ㄯ࣒ࢸࢫࢩཬࡧグ㘓⚊ධຊ࣒ࢸࢫࢩ等をᵓ⠏ࡿࡍ。

շ ་⒪ᶵ㛵᝟ሗྲྀࡢᚓ

་⒪ᶵ㛵᱌ෆを行う㝿にᚲせとࡿ࡞᝟ሗに࡚࠸ࡘ、ྲྀᚓ᪉ἲの᳨ウཬࡧ᝟ሗのྲྀᚓ

を行う。

་⒪ᶵ㛵᝟ሗは、基ᮏⓗにᩆᛴ་⒪᝟ሗྲྀࡽ࠿࣒ࢸࢫࢩᚓࡀࡿࡍ、⑓㝔⩌㍯␒ไの

≧ἣ࡝࡞に࡚࠸ࡘの᝟ሗは、௨ୗのとおりྲྀᚓࡿ࠸࡚ࡋ౛ࡿ࠶ࡀ。
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࣭ ┴のᩆᛴ་⒪᝟ሗ࡛ୖ࣒ࢸࢫࢩ᫬㛫ᖏࡸᆅᇦูに受デྍ⬟࡞་⒪ᶵ㛵を㞟⣙ࡿ࠸࡚ࡋ

ࡋ་⒪ᶵ㛵᱌ෆを実施࡚ࡋ↷の᝟ሗをཧ࣒ࢸࢫࢩᙜヱ、ࡋ⌮⟶ᙜ␒་等の᝟ሗを、࠿࡯

。ࡿ࠸࡚

࣭ ẖ᪥の᫬㛫እの応㟂᝟ሗは、᝟ሗ࣒ࢸࢫࢩ、ᙜ┤⾲ཬࡧ㟁ヰ㐃⤡࡝࡞に基づきྲྀᚓࡋ

。ࡿ࠸࡚

࣭ ་⒪ᶵ㛵の᪂タ࣭ఇṆ࣭ᗫṆ等に㛵ࡿࡍ᝟ሗはᕷಖ೺ᡤࡽ࠿ẖ᭶᝟ሗᥦ౪を受࠸࡚ࡅ

。ࡿ

࣭ ་⒪ᶵ㛵ࣜࢺࢫは、᪤Ꮡのࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ᝟ሗཬࡧᖺ㸰ᅇ⛬ᗘの་⒪ᶵ㛵࡬のㄪᰝに基

づきྲྀᚓࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ་⒪ᶵ㛵の࣮࣒࣮࣍࣌ࢪ等を㝶᫬☜ㄆࡋ、᝟ሗをྲྀᚓࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ᩆᛴ࿌♧を行ࡿ࠸࡚ࡗ⑓㝔を㒔㐨ᗓ┴࡛ࣜࢺࢫ໬࡚ࡋおり、委託஦ᴗ者にࢱ࣮ࢹを㏦

௜ࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ⑓㝔ᙜ┤デ⒪⛉┠⾲をྛ་⒪ᶵ㛵ࡽ࠿ᥦฟ࠸ࡽࡶ࡚ࡋ、ྠ⾲を委託஦ᴗ者に㏦௜࡚ࡋ

。ࡿ࠸

ո ᗈሗάືࡢᐇ᪋

㛵ಀᶵ㛵とのㄪᩚを行࠸、ᗈሗሙᡤࡸ㛤ጞ᫬ᮇ、ᗈሗ፹య㸦࣏ࢵࣞࣇ࣮ࣜ、࣮ࢱࢫ

。ࡿࡍ㸧のෆᐜ等をỴᐃ࡝࡞࢜ࢪࣛ、⪺᪂、ࢺ

౛ࡤ࠼、᪥ᮏ㒑౽と㐃ᦠࡓࡋ㒑౽࣏࡬ࢺࢫの࣮ࣝࢩ㈞り௜ࡸࡅ་⒪ᶵ㛵࡬の࣏ࢫ

。ࡿ࠸࡚ࢀࡉ実施ࡀᗈሗάື࡞ࠎᵝ࡚࠸実施ᅋయにおྛ、࡝࡞㓄ᕸ࣮ࢱ

չ ஦ᴗ㛤ጞ࡟కྛ࠺✀ᡭ⥆ࡁ

࢔ 㟁Ẽ㏻ಙ஦ᴗ⪅ࡢ࡜ᡭ⥆ࡁ

ሙྜࡿࡍ⏝᪤Ꮡの㟁ヰ␒ྕを౑、ࡋࡔࡓ。ࡿࡍ㟁ヰ␒ྕをྲྀᚓࡿࡅ7119に⣣௜ݡ࣭

㟁ヰ␒ྕの᪂つྲྀᚓは୙せ࡛ࡅሙྜは、⣣௜ࡿࡅ᥋⣣௜┤࡬ྕ␒委託஦ᴗ者のࡸ

ሙྜはㄪࡿࡍ⏝IP㟁ヰを౑ࡸሙྜࡿࡅ᥋⣣௜┤࡬ྕ␒お、委託஦ᴗ者の࡞。ࡿ࠶

。ㄯを行う┦࡬஦๓にᾘ㜵ᗇ、ࡵࡓ࡞ᚲせࡀᩚ

࣭ᅛᐃ㟁ヰཬࡧNTT࠿ࡦり㟁ヰࡽ࠿の࡬7119ݡの᥋⥆にಀࡿ⏦㎸ࡳを行う。㸦᥎ዡ㸧

࣭ୖグࡀᅔ㞴࡞ሙྜ、ᅛᐃ㟁ヰཪはNTT࠿ࡦり㟁ヰの࡬7119ݡの᥋⥆にಀࡿ⏦㎸ࡳ

を行う。

࣭ᦠᖏ࢟ࣕࣜ࢔に㛵ࡿࡍᡭ⥆きは⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇࡀ行7119ݡ、ࡵࡓࡿ࠸࡚ࡗ᥋⥆࣮ࢧ

。㐃⤡を行う࡬ᾘ㜵ᗇᩆᛴ௻⏬ᐊ、ࡋ㏻ಙ஦ᴗ者をỴᐃࡿࡍ⏝を฼ࢫࣅ

࠙㏻ಙ஦ᴗ⪅㸦඲４࢟ࣕࣜ࢔᥎ዡࠚ㸧

࣭ᰴᘧ఍♫NTTࣔࢥࢻ ࣭KDDIᰴᘧ఍♫㸦au㸧 ♫ᰴᘧ఍ࢡࣥࣂࢺࣇࢯ࣭

࣭ᴦኳࣔࣝ࢖ࣂᰴᘧ఍♫

㸺ᐇ᪋ᅋయࡢ་⒪ᶵ㛵᝟ሗྲྀࡢᚓ࡚࠸ࡘ࡟㸦౛㸧㸼
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࢖ ฼⏝ᩱᣨศㄳồㄳ㈇఍♫࡜ᡭ⥆ࡁ

ᚋ、ྛ実施ࡓࢀࡉᩱ㔠は、実施ᅋయᩘ࡛ᣨศࡿの฼⏝にಀࢫࣅ࣮ࢧ⥆7119᥋ݡ

ᅋయ࡬ㄳồݡ。ࡿࢀࡉ���� は、ᾘ࡚࠸ࡘᡭ⥆きにࡿ฼⏝ᩱ㔠のㄳồにಀࣝࣖ࢖ࢲ

㜵ᗇࡀ฼⏝ᩱᣨศㄳồㄳ㈇఍♫とᴗົ委託ዎ⣙を⥾⤖ࡋ、ศ๭ㄳồ᭩Ⓨ行ཬྛࡧ㏻

ಙ஦ᴗ者࡬のᨭᡶ࠸に㛵ࡿࡍᴗົࡀ行ࡿ࠸࡚ࢀࢃ。

ࡍ⤖⥾฼⏝ᩱᣨศㄳồㄳ㈇఍♫とಶูにዎ⣙を、࡚࠸฼⏝ᅋయにお、ࡵࡓのࡑ

。ࡿ

࢘ ዎ⣙⪅᝟ሗ↷఍࡟㛵ࡿࡍᡭ⥆ࡁ

ࡿ࡞ࡃ࡞き࡛ࡀことࡿ応⟅をᚓࡋᛴኚࡀ7119の㟁ヰ┦ㄯ୰に、┦ㄯ者のᐜែݡ

ఫᡤ等のࡽ࠿ㄯ者┦、ࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶにࡿ࠶ࡀ༴㝤ࡓࡗ㏕ࡋே࿨ཪは㌟యにᕪ、࡝࡞

᝟ሗを⫈ྲྀ࡛きࡵࡓ࠸࡞に、ᩆᛴせㄳ࡛ࡀき࠸࡞ことࡀ᝿ᐃࡿࢀࡉ。

ࡉᩆᛴ㌴をฟື、ࡀᾘ㜵ᮏ㒊ࡓࡅ㏻ሗを受࡞うࡼグのୖࡽ࠿ཱྀ❆7119の┦ㄯݡ

ᮾ᪥ᮏ㟁ಙ㟁ヰᰴᘧ఍♫ཪはす᪥ᮏ㟁ಙ㟁ヰࡀㄯ┦、ࡘ࠿、ࡵとㄆࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡏ

ᰴᘧ఍♫㸦௨ୗࠕNTTᮾすࠖと࠸う。㸧のᅛᐃ㟁ヰཪは࠿ࡦり㟁ヰを㏻࡚ࡌ行ࢀࢃ

のᡭ⥆きࡵࡓࡿࡍዎ⣙者ྡを↷఍ࡧఫᡤ᝟ሗཬࡿࡍᡤ᭷ࡀሙྜに、NTTᮾすࡓ࠸࡚

を行う。

஦ᴗの導ධ᫬、ᾘ㜵ᗇࡽ࠿実施୺యの㒔㐨ᗓ┴࡬㐃⤡を行࠸、委託஦ᴗ者等ࡽ࠿

NTT ᮾす࡬஦๓のྠព᭩をᥦฟࡿࡍ。ヲ⣽に࡚࠸ࡘは、ᾘ㜵ᗇᩆᛴ௻⏬ᐊ࡬ၥྜ࠸

とにྠព᭩の෌ࡈ委託஦ᴗ者のኚ᭦、ࡶ࡚࠸実施୺యᅋయにお、ࡓࡲ。ことࡿࡏࢃ

ᥦฟࡀᚲせとࡵࡓࡿ࡞、ὀពࡿࡍこと。

ᅗ⾲㸰㸫㸳 ᴫせࡢ఍↷ࡢዎ⣙᝟ሗࡿࡍ㛵࡟⪅ㄯ┦ࡓࡋ7119࡛ཷ௜ݡ
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㸦㸰㸧ᾘ㜵ᗇࡢ࡜㐃⤡యไ࡚࠸ࡘ࡟

ࡵồࡀ❧☜は、㐺ᐅ、ᾘ㜵ᗇᩆᛴ௻⏬ᐊとの㐃⤡యไの࡚ࡋ㐠Ⴀに㛵ࡸ7119の導ධݡ

。ࡿࢀࡽ

୰࡛ࡶ、➨㸰㸦㸴㸧にグ㍕࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ࡿ࠸࡚ࡋのά⏝に࡚࠸ࡘは、౫㢗ඖᅋయのつ

ᶍࡸ実施᪉ἲ等を⪃៖ࡋ、ᾘ㜵ᗇࡀ㐺௵と⪃࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ࡿ࠼を㑅ฟ࡚ࡋὴ㐵ࡓࡿࡍ

。ࡿ࠶ࡀᚲせࡿ㐃⤡యไのᵓ⠏をᅗ、ࡵ

。㐃⤡を行う࡞࠿ࡸ㏿、は࡚࠸ࡘሙྜにࡓࡌ⏕ࡀ௨ୗの஦౛、ࡓࡲ

㸺ᾘ㜵ᗇᩆᛴ௻⏬ᐊࡢ࡬㐃⤡ࢆせࡿࡍ஦౛㸼

࣭ ஦ᴗの導ධࡀỴᐃࡓࡋሙྜ㸦ͤ᥋⥆ᕤ஦には、⣙㸯࠿᭶༙⛬ᗘをせࡿࡍ。㸧

࣭ ሙྜࡿࡍのὴ㐵をᕼᮃ࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔

ͤ ஦ᴗ導ධᚋに࡚࠸ࡘは、᥋⥆ඛの㟁ヰ␒ྕࡸ受௜᫬㛫、実施࢚ࣜ࢔等の㐠Ⴀに㛵ࡍ

ሙྜࡓࡌ⏕ࡀ஦㡯にኚ᭦ࡿ
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➨㸱 ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧ࡢ㐠Ⴀ

㸯 㐠Ⴀୖࡢ␃ព஦㡯࡚࠸ࡘ࡟

ᮏ஦ᴗの㐠Ⴀにᙜ࡚ࡗࡓは、௨ୗのⅬにࡈ␃ពࡔࡓ࠸き࠸ࡓ。

㸦㸯㸧஦ᴗ㐠Ⴀ࡚࠸ࡘ࡟

ᮏ஦ᴗをᩆᛴ་⒪඲యに㈨ࡶࡿࡍのと࡚ࡋㄆ㆑ࡋ、実施୺యのྛ㒔㐨ᗓ┴ཪはᕷ⏫ᮧの

ᾘ㜵㜵⅏୺⟶㒊ᒁと⾨⏕୺⟶㒊ᒁࡀ㐃ᦠࡿࡍこと。

༠㆟࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࣝ࢝࢕ࢹ༠㆟఍、ྛᆅᇦ࣓࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࣝ࢝࢕ࢹ࣓┴㒔㐨ᗓ、ࡓࡲ

఍、ᾘ㜵ᮏ㒊、་⒪ᶵ㛵等࡬の㐠⏝≧ἣのඹ᭷᳨ࡸド等を㐺ᐅ行うととࡶに、PDCAを㏻ࡌ

࡚஦ᴗのࠕ㉁ࠖをᢸಖࡿࡍこと。

㸦㸰㸧ཷ௜᫬㛫࡚࠸ࡘ࡟

࡚ࡋㄯ❆ཱྀは、ཎ๎と┦。ࡿࡍの受௜᫬㛫をỴᐃ࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ   24᫬㛫 365᪥、┦ㄯ

を受ࡅ௜ࡿࡅこと࡛ࡀきࡿయไとࡿࡍ。

࡚࠸の❆ཱྀにお୍ྠ、ࡋࡔࡓ   24᫬㛫 365 ᪥యไを実施࡛き࠸࡞ሙྜにお࡚࠸は、ᆅᇦ

の་⒪ᶵ㛵との㐃ᦠ等、ᆅᇦの実᝟に応ࡓࡌ㐺ษ࡞యไのᩚഛにࡼり、実㉁ⓗに 24᫬㛫

365 ᪥、┦ㄯを受ࡅ௜ࡿࡅこと࡛ࡀきࡿయไをᩚࡿ࠼ととࡶに、受௜᫬㛫እの対応యไに

。ことࡿࡍ▱ఫẸに࿘࡚࠸ࡘ

㸦㸱㸧ᛂ⟅⋡➼࡚࠸ࡘ࡟

  実施ᅋయは、応⟅⋡等をᢕᥱࡋ、ᚲせ࡞ᅇ⥺ᩘの☜ಖにດࡿࡵこと。ࡓࡲ、኱ᆺ㐃ఇࡸ

ᖺᮎᖺጞ等の㟂せᣑ኱ࡀぢ㎸ࡿࢀࡲሙྜには、஦๓にᚲせ࡞యไを☜ಖࡼࡿࡍうດࡿࡵこ

と。

㸦４㸧ᩆᛴ་⒪┦ㄯᚋࡢ་⒪ᶵ㛵᱌ෆ࡚࠸ࡘ࡟

⥭ᛴᗘุᐃを⏝ࡓ࠸ᩆᛴ་⒪┦ㄯの⤖ᯝ、་⒪ᶵ㛵᱌ෆを行うሙྜは、฼⏝者の฼౽ᛶ

のほⅬࡶࡽ࠿、ཎ๎と7119ݡ、࡚ࡋにお࡛ࣉࢵࢺࢫ࡚ࣥ࣡࠸行うことࡀᮃࡔࡓ。࠸ࡋࡲ

᪤、࡚ࡋは、┦ㄯ者に対࡚࠸ሙྜにお࠸࡞実施࡛き࡛ࣉࢵࢺࢫ࡚ࣥ࣡࠸7119におݡ、ࡋ

Ꮡの་⒪ᶵ㛵᱌ෆ❆ཱྀを⤂௓ࡿࡍ等、ᆅᇦの実᝟に応ࡓࡌ㐺ษ࡞་⒪ᶵ㛵᱌ෆのయไをᩚ

。ࡿࡍのとࡶࡿ࠼

  

㸰 㟁ヰᑐᛂ࡟㛵ࡿࡍ஦㡯࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧⥭ᛴᗘุᐃ࡚࠸ࡘ࡟ࣝࢥࢺࣟࣉ

㟁ヰ┦ㄯ࡛は、ᚰ⫵೵Ṇ࡝࡞⥭ᛴᗘࡀ㧗࠸஦᱌を☜実にุᐃ࡛きࡿこと、⥭ᛴᗘࡀ㧗

こと、་Ꮫⓗ᰿ᣐに基づき行うこと、応ࡿࡅ㝈り㑊࡞⬟ことをྍࡿࡶ✚ぢࡃ⑕౛をప࠸

対者にุ࡚ࡗࡼᐃ⤖ᯝにࡘࡽࡤき࠸࡞ࡌ⏕ࡀこと等ࡀồࡑ。ࡿࢀࡽࡵこ࡛་⒪ᚑ஦者ࡀ
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㟁ヰを௓ࡿࡍุ᩿࡚ࡋയ⑓の⥭ᛴᗘࢀࡑࡸに基づ࡚࠸ᥦ౪ࡿࡍ᝟ሗのᶆ‽໬を┠指ࡓࡋ

指♧᭩と࡚ࡋ、㟁ヰ┦ㄯࣝࢥࢺࣟࣉをసᡂࡿ࠸࡚ࡋ。

௧࿴㸰ᖺ12᭶に策ᐃࡓࢀࡉ㟁ヰ┦ㄯࣝࢥࢺࣟࣉVer.3࡛は、㉥㸦᭱⥭ᛴ࣭ᩆᛴ㌴㸧、ᶳ

㸦⥭ᛴ࣭㠀ᩆᛴ㌴㸧、㯤㸦‽⥭ᛴ㸧、⥳㸦㠀⥭ᛴ㸧、ⓑ㸦受デ୙せ㸧の㸳ẁ㝵の⥭ᛴᗘを

ุᐃࡿࡍ。

᭱⤊ⓗ࡞⥭ᛴᗘุᐃは、ࡍ♧ࡀࣝࢥࢺࣟࣉ⤖ᯝのࡳに㢗ࡎࡽ、㐺ᐅᢸᙜࡓࡋ┳ㆤᖌཪ

はᩆᛴᩆ࿨ኈの⤒㦂、▱㆑ཬࡧ་ᖌのຓゝ、㏻ሗ者の♫఍ⓗ஦᝟࡝࡞に࡚ࡗࡼ⥲ྜⓗに

ࡃᩆᛴ㌴せㄳ、ᆅᇦ་⒪ᶵ㛵᝟ሗに基づࡿࡼᐃᚋの対応は、119␒㌿㏦にุ。ࡿࡍุ᩿

受デ⛉┠࣭་⒪ᶵ㛵᝟ሗ、௚の㟁ヰࣈ࢙࢘ࡸࢫࣅ࣮ࢧ᝟ሗ㸦୰ẘ᝟ሗࢱ࣓ࣥ、࣮ࢱࣥࢭ

⨨㸧とᩆᛴฎࢢ࣑ࣥ࢖ࢱ㐺᫬の受デ᫬ᮇ㸦受⒪のࡓࡌ⑓ែに応ࡧ㸧ཬ࡝࡞対応ࢫࣝ࣊ࣝ

を୰ᚰとཱྀࡓࡋ㢌指導ࡿ࠶ࡀ࡝࡞。㸦ࠕ⥭ᛴᗘุᐃࣝࢥࢺࣟࣉVer.3࠙㟁ヰ┦ㄯࠖࠚ㸧

㸦㸰㸧119␒ࡢ࡬㌿㏦➼࡟㛵ࡿࡍᑐᛂ࡚࠸ࡘ࡟

┦ㄯ者ࡽ࠿の┦ㄯෆᐜ等にࡼり、⥭ᛴᛶࡀ㧗࠸とุᐃࡓࡋሙྜは、受௜ဨ࣭┦ㄯဨは

。のせㄳを行うࡋ┤ࡅに119␒㌿㏦ཪは᥃ࡕࡔࡓ

119␒㌿㏦を行う㝿は、᧯సࡀ」㞧࡛ࡿ࠶ሙྜࡶ᝿ᐃࡵࡓࡿࢀࡉ、受௜ဨ࣭┦ㄯဨࡀ

࠿����ݡき஦㡯㸦࡭ࡍᾘ㜵ᶵ㛵にఏ㐩ࡸう、᧯స᪉ἲࡼࡿき࡛ࡀことࡿࡍに対応࠿ࡸ㏿

を⏝ពࣝ࢔ࣗࢽ࣐ࡓࡋグ㍕ࡵࡌ࠿ࡽ࠶㸧を࡝࡞ྕ␒こと、┦ㄯ者の㟁ヰࡿ࠶の㌿㏦࡛ࡽ

。࠸ࡋࡲᮃࡀことࡿࡍ

㸦㸱㸧119␒ࡢࡽ࠿㌿㏦➼࡟㛵ࡿࡍᑐᛂ࡚࠸ࡘ࡟

  ୍㒊のᾘ㜵ᮏ㒊࡛は、⥭ᛴにᦙ㏦ࡿࡍᚲせ7119ݡ、ࡘ࠿、ࡃ࡞ࡀにᐤࡿࢀࡽࡏ┦ㄯෆ

ᐜとぶ࿴ᛶࡿ࠶ࡀこと119࡞☜᫂ࡀ␒㏻ሗにݡ、࡚࠸ࡘ����᥋㌿┤ࠕの㌿㏦㸦௨ୗ࡬

㏦ࠖと࠸う。㸧ࡀ行ࡿ࠸࡚ࢀࢃ。

ձ 㸿ᕷࡳ⤌ࡾྲྀࡢ

119␒の受㟁ෆᐜࡀ、ᩆᛴ┦ㄯ㸦ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗの対㇟㸧࡛ࡿ࠶こと࡞☜᫂ࡀ

௨ୗの㸱ࡘの࣮࣮࢟࣡ࢻにヱᙜࡓࡋሙྜ、ᑓ⏝ᅇ⥺࡛┤᥋㌿㏦を実施。

࣭⑕≧の┦ㄯを࠸ࡓࡋ

࣭ᩆᛴ㌴を࿧࠿࠸࠸࡛ࢇ⪺き࠸ࡓ

����ݡ࣭に⧅࠸࡞ࡽࡀ

ղ 㹀ᕷࡳ⤌ࡾྲྀࡢ

௨ୗ、㸰ࡘの㐠⏝᪉ἲ࡛᥃ࡋ┤ࡅ౫㢗と┤᥋㌿㏦を実施。

࣭་⒪ᶵ㛵᱌ෆࡸၥࡏࢃྜ࠸

Ѝ␒ྕ᱌ෆ࡛᥃ࡋ┤ࡅ౫㢗

࣭ᩆᛴせㄳを㏞ࡿ࠸࡚ࡗሙྜ、ᝈ者᝟ሗをࡿ࠶⛬ᗘ⪺ࡓ࠸≧ែ࡛࣮࣮࢟࣡ࢻ

㸦ᩆᛴ┦ㄯࡸᩆᛴ㌴のせㄳを㏞ࡿ࠸࡚ࡗሙྜ㸧にヱᙜࡓࡋሙྜ

Ѝ┤᥋㌿㏦
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  ᪤に⟶ෆに7119ݡを導ධ῭ࡳのᾘ㜵ᮏ㒊㸦௨ୗ7119ݡࠕ導ධᮏ㒊ࠖと࠸う。㸧に対࡚ࡋ

行ࠕࡓࡗᩆᛴᩆ࿨యไのᩚഛ࣭඘実に㛵ࡿࡍㄪᰝࠖに7119ݡ、ࡤࢀࡼ導ධᮏ㒊の36.2㸣

ࢀࡽࡏ7119にᐤݡ、ሙྜࠖ等ࡿ࠸࡚ࡗ㏞࠿ࡪᩆᛴ㌴を࿧ࠕࡸの┦ㄯ࡚ࠖ࠸ࡘ⑕≧にࠕ、ࡀ

┤ࡅの㌿㏦ཪは᥃࡬7119ݡࡽ࠿㏻ሗ␒119、࡚࠸ࡘ㏻ሗに␒119ࡿ࠶㏻ሗෆᐜとぶ࿴ᛶのࡿ

。ࡿ࠸࡚ࡋ౫㢗を実施ࡋ

  ⥭ᛴにᦙ㏦ࡿࡍᚲせ7119ݡ、ࡘ࠿、ࡃ࡞ࡀにᐤࡿࢀࡽࡏ┦ㄯෆᐜとぶ࿴ᛶࡿ࠶ࡀことࡀ

ࡽ࠿ᾘ㜵ᮏ㒊ࡿ࠸࡚ࡋの㌿㏦のヨ行ⓗ㐠⏝を実施࡬7119ݡ、࡚࠸ࡘ㏻ሗに␒119࡞☜᫂

は、ᩆᛴ㟂せのᢚไに㈨ࡶࡿࡍの࡛ࡿ࠶ことにຍ119、࠼␒㏻ሗに対応ࡿࡍ㏻ಙ指௧ဨに

と࡚ࡗの᫬㛫ⓗ▷⦰ࡸᚰ⌮ⓗ୙Ᏻの⦆࿴にࡶᐤ୚ࡿ࠸࡚ࡋとのពぢ࡞。ࡓࡗ࠶ࡶお、㐠⏝

にᙜ࡚ࡗࡓは、࡝のࡼう࡞ሙྜに119␒㏻ሗ࡬7119ݡࡽ࠿の㌿㏦ཪは᥃ࡋ┤ࡅ౫㢗を実施

࣮ࣝࣝ࡞☜༠㆟఍ෆ等࡛࣮᫂ࣝࣟࢺࣥࢥࣝ࢝࢕ࢹᆅᇦの࣓ྛࡸᾘ㜵ᶵ㛵、࡚࠸ࡘに࠿ࡿࡍ

をᐃࡵ、ᮏ᮶のᩆᛴᴗົと࡚ࡋの対応にᙳ㡪を⏕ࡼ࠸࡞ࡏࡉࡌう༑ศ␃ពࡀᚲせ࡛ࡿ࠶と

とࡶに、㐠⏝᪉ἲの᳨ドを㔜ࡿࡡことࡀồࡿࢀࡽࡵ。

㸦４㸧7119ݡᐇ᪋࢚ࣜ࢔እࡢࡽ࠿ධ㟁࡟ᑐࡿࡍᑐᛂ࡚࠸ࡘ࡟

┦ㄯ者のఫᡤཪは⌧ᅾᆅを⫈ྲྀࡓࡋ㝿に、7119ݡᮍ実施࢚ࣜࡽ࠿࢔のධ㟁࡛ࡿ࠶こと

。ࡿ࠼ことをⓗ☜にఏࡿ࠶እ࡛࢔7119実施࢚ࣜݡࡀሙྜ、┦ㄯဨはᙜヱᆅᇦࡓࡋุ᫂ࡀ

、ሙྜはࡓࡋとุ᩿ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍに⑓㝔を受デࡕ┤ࡽ࠿࡝࡞㟁ヰ┦ㄯෆᐜ、ࡋࡔࡓ

┦ㄯ者に119␒㏻ሗࡼࡿࡍうຓゝ࡝࡞ࡿࡍ、≧ἣに応ࡓࡌ対応ࡀồࡿࢀࡽࡵ。

に、┦ㄯ者に୙ᛌのᛕをᢪࡶ応対を行うとと࡞は᠓ษ୎ᑀ࡚ࡗࡓ㟁ヰ応対にᙜ、ࡓࡲ

。࠸ࡋࡲᮃࡀことࡿࡍうに␃ពࡼ࠸࡞ことのࡿࡏ࠿

㸦㸳㸧ᕷእᒁ␒ࡀ┴ቃ➼ࡄࡓࡲࢆᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᑐᛂ࡚࠸ࡘ࡟

࡚ࡗࡼᆅᇦに、ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉは、༢఩ᩱ㔠༊ᇦに基づき実施ࢫࣅ࣮ࢧࣝࣖ࢖ࢲ⦰▷ݡ

は、༢఩ᩱ㔠༊ᇦࡀ㒔㐨ᗓ┴ࡸᕷ⏫ᮧのቃ⏺と୍⮴࠸࡞࠸࡚ࡋሙᡤࡀᏑᅾࡿ࠸࡚ࡋこと

うࡼ㝿に次のࡓࡋ7119にᯫ㟁ݡ、ሙྜはࡿࡍ஦ᴗを導ධ࡚࠸ᆅᇦにお࡞うࡼこの、ࡽ࠿

対ࡿࡍᙜヱၥ㢟に対、ࡋ஦๓に実施ᆅᇦの༢఩ᩱ㔠༊ᇦをᢕᥱ、ࡵࡓࡿࡍ⏕Ⓨࡀၥ㢟࡞

応᪉㔪をỴᐃࡿࡍᚲせࡿ࠶ࡀ。

ࡅこのᙳ㡪を受、ࡵࡓࡿ࡞とࡅの基ᆅᒁ࡛の᣺りศ࢔お、ᦠᖏ㟁ヰはྛᦠᖏ࢟ࣕࣜ࡞

⦰▷ݡ、ᆅᇦのሙྜ࡞うࡼうࡲࡋ࡚ࢀࡽࡅの基ᆅᒁに᣺りศ┴ࡿࡍ㞄᥋、ࡋࡔࡓ。࠸࡞

␒ྕ࡛はࡃ࡞、ᅛᐃ␒ྕ࡛Ⓨಙࡿࡍᚲせࡿ࠶ࡀ。
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࠙ゎỴ᪉⟇ձࠚ

対㇟とࡿ࡞ᆅᇦఫẸに、ᙜヱᆅᇦ࡛はࡀ7119ݡ౑⏝࡛き࠸࡞᪨を࿘▱ࡿࡍととࡶに、

௚の⮬἞య㸦㹀┴㸧に対ࡋ、┴እのᆅᇦ㸦㸿┴㹁ᕷ㸧ࡽ࠿ධ㟁ࡓࡗ࠶ࡀሙྜには、┦ㄯ

者にࠕᅛᐃ␒ྕ㸦10᱆ཪは11᱆㸧の᱌ෆཬࡧᙜヱ␒ྕ࡬の᥃ࠖࡋ┤ࡅをఏࡽࡶ࡚࠼うこ

とを౫㢗ࡿࡍ。

㸦ࢺࢵ࣓ࣜࢹ㸧

対㇟とࡿ࡞ᆅᇦの฼⏝者඲ဨ࡬の࿘▱ࡀᅔ㞴࡛ࡿ࠶。

࠙ゎỴ᪉⟇ղࠚ

ࣥࢭ࣮ࣝࢥᙜヱᆅᇦ㸦㸿┴㸧の、ࡀの⫋ဨ㸦㹀┴㸧࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥࡓࡋ7119を受㟁ݡ

。㌿㏦を行う࡬࣮ࢱ

㸦ࢺࢵ࣓ࣜࢹ㸧

㌿㏦ࡀࢺࢫࢥⓎ⏕ୖ࢖ࣞࣉࢫ࢕ࢹ࣮ࣂࣥࢼ、ࡓࡲ。ࡿࡍのⓎಙඖࡀ㌿㏦を࣮ࣝࢥࡓࡋ

࠸࡞ᐃ࡛き≉ࡀ఩⨨᝟ሗࡎࡽ࠿ศࡀྕ␒฼⏝者の、ࡽ࠿ことࡿ࡞の㟁ヰ␒ྕと࣮ࢱࣥࢭ

。ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ㌿㏦᫬に฼⏝者の㟁ヰ␒ྕをఏ㐩␒119、ࡵࡓ

࠙ゎỴ᪉⟇ճࠚ

⮬ື࡛ᒃఫᆅの࡬࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ㌿㏦࣒ࢸࢫࢩࡿࡍをタᐃࡿࡍ。

㸦ࢺࢵ࣓ࣜࢹ㸧

。ࡿ࡞ᚲせとࡀ⏝㈝のᨵಟに┦ᙜの࣒ࢸࢫࢩ

࠙ၥ㢟Ⅼࠚ

㸿┴㹁ᕷࡢᕷእᒁ␒ࠊ࡜㹀┴ࡢ༢఩ᩱ㔠༊ᇦ(ᕷእᒁ␒࢚ࣜ࢔)ࡢ୍ྠࡀሙྜࠊ

㸿┴㹁ᕷࢆ7119ݡ࡚࠸࠾࡟ᯫ㟁ࠊ࡜ࡿࡍ㹀┴ݡࡢ���� ࡋ࡚ࡋධ㟁࡟࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ

ࠋ࠸࡞ࡽࡀ⧄࡟࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥࡢ┴㸿ࠊ࠸ࡲ

ᅗ⾲㸰㸫㸴 ᪂࡟ࡓ㸿┴࡚࠸࠾࡟஦ᴗࢆᑟධࡓࡋ౛㸦㞄᥋ࡿࡍ㹀┴ࡣᑟධ
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࠙ゎỴ᪉⟇մࠚ

௚の⮬἞య㸦㹀┴㸧ࡀ㐠Ⴀ࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥࡿࡍに、ᙜヱᆅᇦ㸦㸿┴㸧ࡽ࠿の㟁ヰ┦ㄯ

に対ࡿࡍᴗົ委託を行う。

㸦ࢺࢵ࣓ࣜࢹ㸧

委託㈝⏝ࡿ࠿࠿ࡀととࡶに、་⒪ᶵ㛵᱌ෆに㛵ࡿࡍ᝟ሗᥦ౪ࡀᅔ㞴࡛ࡿ࠶。

㸦㸴㸧⫈ぬ㞀ᐖ⪅➼ࡢ฼⏝࡟㛵ࡿࡍၥ࡚࠸ࡘ࡟ࡏࢃྜ࠸

⫈ぬ㞀ᐖ者等に7119ݡࡿࡼ฼⏝に㛵ࡿࡍၥࡏࢃྜ࠸等ࡓࡗ࠶ࡀሙྜ、㟁ヰ࣮࣮ࣜࣞࢧ

。ࡿࡍ㐃⤡ᡭẁを᱌ෆࡓࡗᆅᇦの実᝟にྜ、࡝࡞㹏ຓ、119ࢺࢵࢿࡸࢫࣅ

ᆅᇦ、ࡵࡓࡿ࠶ࡶ実施ᅋయࡿ࠸࡚ࡗはFAX࡛の対応を行࡚࠸ࡘ་⒪ᶵ㛵᱌ෆに、ࡓࡲ

࡛฼⏝ྍ⬟࣮ࣝࢶ࡞㸦㟁ヰ࣮ࣜࣞࢫࣅ࣮ࢧ、㹏ຓ、119࣮࣓ࣝ、119ࢺࢵࢿ、FAX119࡞

。࠸ࡋࡲᮃࡀことࡿࡵ対応せ㡿をᐃ、࡛ୖࡓࡋ㛵ಀᶵ㛵と༠㆟、࠼ࡲ㸧を㋃࡝

㸦㸵㸧୙つ๎ධ㟁࡟㛵ࡿࡍᑐᛂ࡚࠸ࡘ࡟

୙つ๎ධ㟁㸦≉ᐃの┦ㄯဨに対ࡿࡍ࿧ࡧฟࡋ等㸧に㛵࡚ࡋ、ᴗົの෇࡞⁥㐠Ⴀࡀጉࡆ

ݡࡵࡌ࠿ࡽ࠶、࡝࡞ࡿࡍ㌿㏦࣭ሗ࿌࡬に஦ᴗ⟶⌮者࠿ࡸ㏿、ࡵࡓࡿ࠶ࡀࢀࡑおࡿࢀࡽ

7119ᴗົにᨭ㞀を⏕ࡿࡌことの࠸࡞㐃⤡యไをᵓ⠏ࡿࡍことࡀᚲせ࡛ࡿ࠶。

ࡓࡋ୍⤫にࡎࢃ㏞ࡀㄯဨ┦、࡝࡞ࡿࡍタᐃ࡚ࡋ㌿㏦ඛを୍ᮏ໬、ࡵࡌ࠿ࡽ࠶、の㝿ࡑ

対応ࡀ行࣒ࢸࢫࢩࡿ࠼を⪃៖ࡿࡍことࡀᮃ࠸ࡋࡲ。

㸦㸶㸧ඣ❺⹢ᚅࡀ␲ࡿࢀࢃධ㟁࡟㛵ࡿࡍᑐᛂ࡚࠸ࡘ࡟

実施ᅋయ࡬のࢢࣥࣜ࢔ࣄにࡼり、7119࡛ݡは஦ᴗෆᐜ㸦ᩆᛴ་⒪┦ㄯ࣭་⒪ᶵ㛵᱌

ෆ㸧ࡽ࠿、┦ㄯ者のヲ⣽࡞ఫᡤ㸦ۑ୎┠ྕۑ␒ۑ㸧࡛ࡲ≉ᐃ࠸࡞ࡋことࡀ☜ㄆ࠸࡚ࢀࡉ

ሙྜ等㸧࡞↛⮬୙ࡀ受യᶵ㌿࡚࠸ࡘに࢞ࢣのࡶ࡝ㄯ者の┦ㄯෆᐜ㸦Ꮚ┦、ࡵࡓこの。ࡿ

ࡼことに࠸࡞ㄯ者のఫᡤを≉ᐃ࡛き┦、࡚࠸ሙྜにおࡓࡗ⹢ᚅを␲ࡀㄯဨ┦ࡽ࠿࡝࡞

り、㏣㊧ㄪᰝを行う࡝࡞㐺ษ࡞対応ࡀᅔ㞴࡞஦౛ࡶ᝿ᐃࡿࢀࡉ。  

ࡧἲᚊࠖཬࡿࡍඣ❺⹢ᚅの㜵Ṇ等に㛵ࠕ、り࠶఍ၥ㢟࡛♫࡞้῝ඣ❺⹢ᚅは、ࡋ࠿ࡋ

ඣ❺⹢、ࡽ࠿ことࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᐃࡀ㏻࿌⩏ົ等ࡿり、ඣ❺⹢ᚅにಀࡼඣ❺⚟♴ἲࠖにࠕ

ᚅࡀ␲ࡼࡿࢀࢃう࡞┦ㄯを受ࡓࡅሙྜ、㏿࠿ࡸに㛵ಀᶵ㛵に㏻࿌ࡵࡓࡿࡍの対応せ㡿を

ᐃ࡚ࡵおࡃᚲせࡿ࠶ࡀ。

26



27

࠙ཧ⪃ࠚ

ἲᚊࡿࡍ㛵࡟➼㜵Ṇࡢඣ❺⹢ᚅࠕ 㸦ࠖᢤ⢋㸧

➨㸴᮲㸦ඣ❺⹢ᚅ࡟ಀࡿ㏻࿌㸧

ඣ❺⹢ᚅを受ࡓࡅとᛮࡿࢀࢃඣ❺をⓎぢࡓࡋ者は、㏿࠿ࡸに、こࢀをᕷ⏫ᮧ、㒔㐨ᗓ┴のタ⨨

஦ົ♴⚟ࡿࡍ⨨ᕷ⏫ᮧ、㒔㐨ᗓ┴のタ࡚ࡋはඣ❺┦ㄯᡤཪはඣ❺委ဨを௓ࡃࡋ஦ົᡤⱝ♴⚟ࡿࡍ

ᡤⱝࡃࡋはඣ❺┦ㄯᡤに㏻࿌࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ。

ඣ❺⚟♴ἲࠕ 㸦ࠖᢤ⢋㸧

➨ 25᮲㸦せಖㆤඣ❺Ⓨぢ⪅ࡢ㏻࿌⩏ົ㸧

せಖㆤඣ❺をⓎぢࡓࡋ者は、こࢀをᕷ⏫ᮧ、㒔㐨ᗓ┴のタ⨨ࡿࡍ⚟♴஦ົᡤⱝࡃࡋはඣ❺┦ㄯ

ᡤཪはඣ❺委ဨを௓࡚ࡋᕷ⏫ᮧ、㒔㐨ᗓ┴のタ⨨ࡿࡍ⚟♴஦ົᡤⱝࡃࡋはඣ❺┦ㄯᡤに㏻࿌࡞ࡋ

㸦␎㸧。࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

㸦㸷㸧᝟ሗ㛤♧࡟㛵ࡿࡍᑐᛂ࡚࠸ࡘ࡟

ᩆᛴ┦ㄯグ㘓に㛵ࡿࡍ᝟ሗ㛤♧ㄳồࡀ行ࡓࢀࢃሙྜに࡚࠸ࡘは、実施ᅋయの᝟ሗබ㛤

ไᗘに基づき、㐺ษにุ᩿ࡿࡍᚲせࡿ࠶ࡀ。

㸱 ᩍ⫱࣭◊ಟ➼࡟㛵ࡿࡍయไ࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧┦ㄯဨ➼࡟ᑐࡿࡍ㐺ษ࡞ᩍ⫱࣭◊ಟయไ࡚࠸ࡘ࡟

᪂つに᥇⏝ࡓࡋ受௜ဨཬࡧ┦ㄯဨに対࡚ࡋ、ᚲせ࡞ᢏ⬟の⩦ᚓを┠ⓗと࡚ࡋ、┦ㄯᴗ

ົを㛤ጞ࡛ࡲࡿࡍに、㟁ヰ対応◊ಟ、ಶே᝟ሗྲྀᢅ࠸◊ಟཬࣝࢥࢺࣟࣉࡧ◊ಟ等を実施

。ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ

グ◊ಟୖ、࡚ࡋㄯဨに対┦ࡧ受௜ဨཬ、ࡵࡓࡿをᅗୖྥࡧᮏ஦ᴗの㉁の⥔ᣢཬ、ࡓࡲ

の࠿࡯、஦ᴗ᳨ドࡸ་⒪᝟ሗにಀࡿ◊ಟ࡝࡞、ᐃᮇⓗ࡞◊ಟと㐺ษࡀࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇ࡞

ồࡿࢀࡽࡵ。

㸦㸰㸧ᩍ⫱࣭◊ಟෆᐜ࡚࠸ࡘ࡟

ձ ◊ಟෆᐜ㸦౛㸧

࢔ 㟁ヰ対応◊ಟ

受௜ဨ、┦ㄯဨと࡚ࡋᚲせ࣮ࢼ࣐࡞ཬࡧ㟁ヰ対応に㛵ࡿࡍ◊ಟ

࢖ ಶே᝟ሗྲྀᢅ࠸◊ಟ

ಟ◊ࡿࡍに㛵࠸㸦受託஦ᴗ者㸧࡛ᢅうಶே᝟ሗのྲྀᢅ࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ

ͤ ᮏ஦ᴗ࡛は、┦ㄯ者のẶྡ等、ಶேを≉ᐃࡿࡍ᝟ሗを⫈ྲྀ࠸࡞ࡋことࡽ࠿、実施ᅋయࡸ

ࡽࡵ㛤♧をồࡿࡍᩆᛴ┦ㄯグ㘓等のಶே᝟ሗに㛵、ࡋ㸦委託஦ᴗ者㸧に対࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ

。ࡿࢀࡽ࠼⪄と࠸࡞᝟ሗ㛤♧は࡛き、ࡶ࡚ࡗ࠶ሙྜ࡛ࡓࢀ
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࢘ ➃ᮎ᧯స◊ಟ

་⒪ᶵ㛵᱌ෆཬࡧᩆᛴ་⒪┦ㄯにお࡚࠸౑⏝࣒ࢸࢫࢩࡿࡍの➃ᮎ᧯సに㛵ࡿࡍ◊

ಟ

࢚ ಟ◊ࣝࢥࢺࣟࣉ

┦ㄯ者の⑕≧࡝࡞を基に⥭ᛴᗘをุᐃࡵࡓࡿࡍのࣝࢥࢺࣟࣉ◊ಟ

࢜ ಟ◊ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ

実㝿のၥࡏࢃྜ࠸を᝿ᐃࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡓࡋ᪉ᘧ࡛の◊ಟ

ղ ᐇ᪋ᅋయࡢᩍ⫱࣭◊ಟෆᐜ㸦౛㸧࡚࠸ࡘ࡟

㸺㸿ᅋయ㸼

࣭ ┦ㄯ┳ㆤᖌ᪂௵ᩍ⫱࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛを策ᐃ࡚ࡋおり、◊ಟෆᐜに࡚࠸ࡘは、ࠕᴗົᴫㄽ

㸦࣮ࢱࣥࢭタ❧の⤒⦋ࡸᴗົの┠ⓗ࡝࡞㸧ࠖ、ࠕᴗົྛㄽ㸦ᩆᛴ་⒪ᶵ㛵యไ࡝࡞㸧ࠖ、ࠕど

ᐹ㸦指௧ᐊ࡝࡞㸧ࠖ、ࠕ┳ㆤᖌ実ົࠖに㛵ࡿࡍ஦㡯を実施ࡿ࠸࡚ࡋ。

。ࡿ࠶ಟ᫬㛫はୗグのとおり࡛◊ࡧಟෆᐜཬ◊ࡿࡍㆤᖌ実ົࠖに㛵┳ࠕ、お࡞  

㸺㹀ᅋయ㸼

࣭ ᪂つ᥇⏝᫬に、ࠕ㟁ヰ対応 ࠸ಶே᝟ሗྲྀᢅࠕࠖ、 ᮎ᧯స➃ࠕࠖ、 ࣝࢥࢺࣟࣉࠕࠖ、 ᥋ࠕࠖ、

㐝ࠖに㛵ࡿࡍ◊ಟをྜィ 100᫬㛫実施ࡿ࠸࡚ࡋ。

㸦ෆヂ㸸࢜ࢹࣅ◊ಟࡸᗙᏛ࡝࡞ 30᫬㛫、実㝿の㟁ヰ┦ㄯ࡛の OJTを 70᫬㛫㸧

㸺㹁ᅋయ㸼

࣭ ᅄ༙ᮇに㸯ᅇ、඲┦ㄯဨを対㇟に⟶⌮⫋ࢢࣥࣜࢱࢽࣔࡀを行࠸、㐺ᐅ、指導を行࡚ࡗ

。ࡿ࠸

࣭ 。ࡿ࠸࡚ࡋを᭶に㸯ᅇ実施ࢢࣥ࢕ࢸ࣮࣑ࢫ࣮ࢼ

࣭ ඲┦ㄯဨに対ࡋ、ㅮ⩏ᙧᘧのᗙᏛを᭶に㸯㹼㸰ᅇ実施ࡿ࠸࡚ࡋ。

◊ಟෆᐜ ᫬㛫 ◊ಟෆᐜ ᫬㛫

ᩆᛴᴗົཬࡧ㟁ヰ応対の基ᮏ 㸯 ᴫㄽࣝࢥࢺࣟࣉ 㸯

࡚࠸ࡘにࣝࢥࢺࣟࣉ 㸰 ㄽྛࣝࢥࢺࣟࣉ 10 

㸦基ᮏ㸧࢕ࢹࢱࢫࢫ࣮ࢣ 㸰 ஦౛㸦実㝿の┦ㄯᴗົ࡛の実ົ㸧 㸶

㸦応⏝㸧࢕ࢹࢱࢫࢫ࣮ࢣ 㸰 実ົホ౯ 24 

㹍㹈㹒 㸯 ᭶ᚋ㸧࠿㸦㸯ࣉࢵ࢔࣮࢛ࣟࣇ 㸯

ࢀᴗົᴫㄽ࣭໅ົのὶ࣮ࢱࣥࢭ 㸯

㸺┳ㆤᖌ࡟ᑐࡿࡍᐇົ◊ಟෆᐜ➼㸼
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４ ᬑཬၨⓎ࣭᭷ຠ࡞ᗈሗ⟇➼࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧┠ⓗ࣭ຠᯝ࡚࠸ࡘ࡟

、ࡽ࠿ことࡿࢀࡽぢࡀഴྥࡿ࡞ࡃ㧗ࡀ⋠⏝฼࡝࡯࠸㧗ࡀは、ㄆ▱ᗘ࡚࠸ࡘ7119にݡ

119␒㏻ሗの๓ẁ㝵࡛ݡࡿ࠶����の฼⏝⋡をྥୖࡿࡏࡉには、ఫẸ等に対ࡿࡍᬑཬಁ

㐍、ㄆ▱ᗘྥୖにྥࡀ⤌ྲྀࡓࡅᚲせ࡛ࡿ࠶。

ㄆ▱ᗘの、ࡋ▱࿘ࡃᮏ஦ᴗのෆᐜをᖜᗈ࡚ࡋを୰ᚰに、ఫẸに対࢔7119の実施࢚ࣜݡ

ࡃ኱きࡘ࠿☜ⓗࡀຠᯝࡍᮏ஦ᴗの┠指、ࡤࢀき࡛ࡀことࡿゎの㔊ᡂをᅗ⌮࠸ࡋṇࡸୖྥ

Ⓨ⌧ࡿࢀࡉことに⧅ࡀりᚓࡿ。

㸦㸰㸧ᑐ㇟⪅࡚࠸ࡘ࡟

ᩆᛴ⮬ື㌴にࡿࡼᦙ㏦ேဨをയ⑓⛬ᗘูཬࡧᖺ㱋༊ศูにぢࡿと、7119ݡの୺せ࡞

᪉࡛、ᖺ㱋༊୍࠸㧗࡝࡯࠸ⱝࡀᖺ㱋༊ศࡡ㍍⑕者の๭ྜは、ᴫࡿりᚓ࡞ᒙとࢺࢵࢤ࣮ࢱ

ศูのᦙ㏦ேဨのᵓᡂẚ࡛᭱ࡶ኱き࡞๭ྜを༨ࡿࡵ㧗㱋者に7119ݡࡿࡼのᩆᛴ་⒪┦ㄯ

の๭ྜࡀ、ⱝᖺᒙにẚ࡚࡭ప࠸ことࡽ࠿、ఫẸのㄆ▱ᗘを㧗࡛ୖࡿࡵは、ᵝ࡞ࠎᖺ㱋ᒙ

に応ࡓࡌㄆ▱ᗘ࣭⌮ゎᗘをୖࡿࡆᗈሗࡀᚲせとࡿ࡞。

ᡓ␎ⓗ࡞ᗈሗを行࡛ୖࡃ࠸࡚ࡗ、ᖺ㱋࡝࡞の༊ศに応ࡓࡌㄆ▱ᗘをᢕᥱࡋ、་ᖌ఍ࡸ

⑓㝔、࣐࢔࢕ࢹ࣓ࢫとの㐃ᦠ、Ꮚ⫱࡚ୡ௦を対㇟とࡓࡋẕᏊᡭᖒのά⏝ࢺࢵࢤ࣮ࢱ࡝࡞

に応ࡓࡌᗈሗを行ࡃ࠸࡚ࡗことࡶຠᯝⓗ࡛ࡿ࠶。

␎にᡓࡽࡉ、こと࡛ࡍ࠿をά࢘ࣁ࢘ࣀ࡚ࡋᅋయのᗈሗᢸᙜ㒊⨫と㐃ᦠをᐦにྛ、ࡓࡲ

ⓗࡘ࠿ຠᯝⓗ࡞ᗈሗྍࡀ⬟とࡿ࡞。

㸦㸱㸧ᑐ㇟⪅࡟ᛂࡓࡌᡭẁ࣭࡚࠸ࡘ࡟࣮ࣝࢶ

ఫẸのㄆ▱ᗘを㧗࡛ୖࡿࡵは、㥐ࡸ஺㏻ᶵ㛵、⑓㝔࡛の࣏࣮ࢱࢫのᥖ♧ࢩࣛࢳࡸの㓄

ᕸ࡝࡞ᖖにேの┠にゐࡼࡿࢀうにࡿࡍことࡀ㔜せ࡛࠶り、࡚ࡏࢃ࠶、஦ᴗのෆᐜに࠸ࡘ

࡚⌮ゎをࡽࡶ࡚ࡋうࡵࡓに、ㅮ⩦఍࡛࡝࡞ㄝ᫂のᶵ఍を☜ಖࡃ࠸࡚ࡋことࡶ㔜せ࡛࠶

。ࡿ

の࣐࡬෭ⶶᗜࡸ௜㈞࣮ࣝࢩの࡬㟁ヰᶵ࡚ࡋことを┠ⓗとࡿ᫬にά⏝࡛き࡞ᚲせ、ࡓࡲ

との㐃ᦠ、グ᠈にṧり࡝࡞⑓㝔ࡧ་ᖌ఍ཬࡸ࢔࢕ࢹ࣓ࢫ࣐、の㈞௜࣮࢝ࢵࢸࢫࢺࢵࢿࢢ

。ࡿ࡞᭷ຠとࡶ࡝࡞໬ࣝࣉࣥࢩࡸ୍⤫のࣥ࢖ࢨࢹࡓࡋことを┠ⓗとࡿࡍࡃࡍࡸ
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ߧ ⮬἞యのᗈሗㄅは、඲ᖺ㱋にお࡚࠸ㄆ▱ᗘࡀ㧗ࡃ、௚のᖺ௦にẚ60࡭௦௨ୖのㄆ▱ᗘ

。࠸ẚ㍑ⓗపࡀ᪉、ⱝᖺᒙのㄆ▱ᗘ୍࠸㧗ࡀ

ߧ 30௦࣭40࡭௚のୡ௦にẚ、ࡃ㧗ࡀㄆ▱ᗘ࡚࠸のᗈሗは、඲ᖺ㱋にお࡛࢜ࢪ࣭ࣛࣅࣞࢸ

௦のㄆ▱ᗘࡀప࠸。

ߧ 20௦࡭り、௚のୡ௦にẚ࠶ഴྥに࠸㧗ࡀㄆ▱ᗘ࡚࠸のᗈሗは、඲ᖺ㱋にお࡛࣮ࢱࢫ࣏

๓ᚋのㄆ▱ᗘࡀ㧗࠸。

ߧ SNSにࡿࡼᗈሗは、௚のୡ௦にẚ20࡭௦のㄆ▱ᗘࡀ㧗࠸。

ߧ ୖグの࠿࡯、Ꮚ⫱࡚ᨭ᥼࡛࣮ࢱࣥࢭの᱌ෆࡸẕᏊ೺ᗣᡭᖒにࡿࡼᗈሗ࡛の、30௦のᏊ

⫱࡚ୡ௦のㄆ▱ᗘࡀ㧗ࢺࢵࢤ࣮ࢱ、࡝࡞࠸を⤠ࡓࡗᗈሗにࡑ、࡚࠸ࡘのຠᯝࢀࡽࡳࡀ

。ࡓ

㸦４㸧ᾘ㜵ᗇཬࡧᐇ᪋ᅋయ࡚࠸ࡘ࡟⤌ྲྀࡿࡅ࠾࡟

ձ ᾘ㜵ᗇ

ᾘ㜵ᗇ࣮࣒࣮࣍࣌ࢪにおࡿࡅไᗘᴫせࡸ㛵㐃᝟ሗの⤂௓をはࡵࡌ、ᨻᗓᗈሗ࢜ࣥࣛ

࠸ࡍࡸり࠿ศࡓࡋ等と㐃ᦠࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉり᪉ࠖ࠿࠿་⒪の࡞ᡭୖࠕ┬ཌ⏕ປാࡸࣥ࢖

ᗈሗ、඲ᅜබ㛤のᫎࡓࡌを㏻࢔࢕ࢹ等の࣓⤌␒࢜ࢪࣛࡸのᥖ㍕࡬ᗈሗ、ᗈሗㄅࢺࢵࢿ

⏬とࡓࡋࣉࢵ࢔࢖ࢱᬑཬၨⓎ࣏࣮ࢱࢫの㓄ᕸ࡝࡞、ከᵝ࡞ᗈሗάືをᒎ㛤ࡋ、ᮍ実施

ᅋయに対ࡿࡍ୎ᑀ࡞ാきࡅ࠿等との┦஌ຠᯝをᅗりࡽࡀ࡞、ᮏ஦ᴗのࡿ࡞ࡽࡉ඲ᅜᒎ

㛤を᥎㐍ࡿ࠸࡚ࡋ。㸦ᅗ㸱㸫㸯㸧

࠙ᑐ㇟⪅࡟ᛂࡓࡌᡭẁ࣭ࠚ࣮ࣝࢶ

ᅗ㸱㸫㸯 ᾘ㜵ᗇྲྀࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢ⤌
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、にࡓ᪂、࠼ࡲウ⤖ᯝを㋃᳨ࡿࡅウ఍にお᳨ࡿࡍり᪉に㛵࠶お、௧࿴㸴ᖺᗘᩆᛴᴗົの࡞

㧗㱋者ࡸ௓ㆤ施タ等࡬のㄆ▱ᗘྥୖを┠ⓗとࣥ࢖ࢨࢹࡓࡋのᗈሗ≀をసᡂࡓࡋの࡛、㒔㐨ᗓ

┴のᾘ㜵㜵⅏୺⟶㒊ᒁ、⾨⏕୺⟶㒊ᒁཬࡧ⚟♴୺⟶㒊ᒁ等とࡶ㐃ᦠࡋ、ᵝࢺ࣮ࣝ࡞ࠎを㏻ࡌ

࡚、⚟♴施タࡸ་⒪ᶵ㛵等࡬㓄௜ࡿࡍととࡶに、ྛᆅᇦのᗈሗㄅ等࡬のᥖ㍕にࡶά⏝ࡓࢀࡉ

㸦ᅗ⾲㸱㸫㸰㸧。࠸

ղ ᐇ᪋ᅋయ

஦ᴗのㄆ▱ᗘをୖࡿࡆことは、ఫẸ࡬のᏳᚰ࣭Ᏻ඲のᥦ౪に⧅ࡿࡀことࡽ࠿、ྛ実施

ᅋయにお࡚࠸ᗈሗᡓ␎ࢀࡽ࡚❧ࡀ、ᵝ࡞ࠎ፹య࣭࣮ࣝࢶを⏝ࡓ࠸ᗈሗάືࡀ行࠸࡚ࢀࢃ

㸦ᅗ⾲㸱㸫㸱㸧。ࡿ

ᅗ㸱㸫㸰 ᾘ㜵ᗇࡢᗈሗ≀
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ᅗ⾲㸱㸫㸱 ᐇ᪋ᅋయࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜࡚࠸࠾࡟ᗈሗάືࡢ౛

32



33

㸦㸳㸧௒ᚋ࡚࠸ࡘ࡟⤌ྲྀࡢ

ձຠᯝⓗ฼⏝の実౛㞟㸭య㦂㞟のసᡂཬࡧά⏝、ղࢺࢵࢤ࣮ࢱとࡿ࡞対㇟者のࢬ࣮ࢽ

ྵࡶ࣮ࣝࢶICTࡓࡗ࠸LINE、YouTubeとࡸの実施、ճSNS⤌ྲྀࡓࡋᛶ等を༑ศに⪃៖≉ࡸ

࡞ࠎᵝ、࡝࡞の᳨ウ⤌ྲྀࡿ࠶๰ពᕤኵ࠸のά⏝、մッồຊの㧗࣮ࣝࢶᡭẁ㸭࡞ࠎᵝࡓࡵ

ゅᗘࡽ࠿のලయⓗࢳ࣮ࣟࣉ࢔࡞を⧞り㏉ࡋ実施ࡃ࠸࡚ࡋことࡀồࡿࢀࡽࡵ。
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➨４ ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧ࡢホ౯࣭ᨵၿ

㸯 ஦ᴗ᳨ド࡟㛵ࡿࡍయไ࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧㉁ࢆୖྥࡢᅗ᳨ࡢࡵࡓࡿドయไ㸦஦ᴗ᳨ド㸧࡚࠸ࡘ࡟

ᚲࡀには、஦ᴗの㉁の⥔ᣢ࣭ྥୖࡵࡓࡿࡍのとࡶࡿࡓᅛ☜、ࡋ7119のಙ㢗ᛶをᢸಖݡ

㡲࡛࠶り、஦ᴗの᳨ドを㔜ࡿࡡことࡀ㔜せ࡛ࡿ࠶。

ᾘ㜵௨እの㈨※࡛7119ݡࡿ࠶をά⏝ࡿࡍこと࡛、ቑ኱ࡿࡍᩆᛴ㟂せをᢚไࡃ࠸࡚ࡋと

����ݡ、はࡽ࠿うほⅬ࠸のࠕ㉁ࠖのྥୖをᅗࡤࢀࡅ࡞࠿࠸࡚ࡗ、⤖ᒁ、ࡑの㈨※をά⏝

࡛き࠸࡞と࠸うことに࠸࡞ࡡ࠿࠸ࡲࡋ࡚ࡗ࡞。

ㄯ者の୰の┦、ࡀࡿࢀࡽࡆᣲࡀᩆᛴฟື௳ᩘのᢚไ、࡚ࡋ7119の஦ᴗຠᯝとݡ、ࡓࡲ

₯ᅾⓗ࡞㔜⑕者をぢ㏨࡚ࡋは୍࠸࡞ࡽ࡞᪉࡛、↓㞴に㐠⏝ࡋ㐣ࡿࡂとຠᯝࡀⓎ⌧࡞ࢀࡉ

。࠸࡞ࡡ࠿り࡞うことに࠸と࠸

᳨ドを行う㝿は、実施ᅋయのࡃ࡞࡛ࡳ、実㝿に7119ݡを受㟁࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥࡿࡍ㸦ݡ

7119の受㟁ᴗົをእ㒊委託ࡿࡍሙྜはࡑの受託者をྵࡴ。㸧との㐃ᦠをᅗり、஦ᴗの㉁

のྥୖཬࡧఫẸにᏳᚰ࣭Ᏻ඲࡞┦ㄯ஦ᴗをᥦ౪ࡿࡍことを┠ⓗと࡚ࡋ、᳨ドయไをᵓ⠏

。ࡿࢀࡽ࠼⪄とࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ

ࢀࡉཧ⪃に、ࡵࡓࡿࢀࡉ᝿ᐃࡀド஦㡯᳨࡞うࡼは、௨ୗの࡚ࡗ࠶お、஦ᴗの᳨ドに࡞

。࠸ࡓ

ߧ ⤌⧊࣭యไ࡟㛵ࡿࡍ஦㡯࠙୺ࢻ࣮ࣁ࡟㠃ࠚ

㸦┦ㄯဨの㓄⨨ேᩘ、応⟅⋡ͤ、㟁ヰᅇ⥺ᩘ࡝࡞㸧

ߧ ஦ᴗࡢ㐠Ⴀ࡟㛵ࡿࡍ஦㡯࠙୺ࢺࣇࢯ࡟㠃ࠚ

㸦ࣝࢥࢺࣟࣉの౑⏝≧ἣ、་ᖌ࡬の┦ㄯ≧ἣ、ⱞ᝟࣭㔜኱࡞ࢺࣥࢹࢩࣥ࢖

㸧࡝

ߧ ஦ᴗࡢホ౯࡟㛵ࡿࡍ஦㡯

㸦౑⏝者の‶㊊ᗘ、₯ᅾⓗ㔜⑕者のⓎぢ、་⒪㈝の㐺ṇ໬࡝࡞㸧

ͤ ୍⯡には࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ஦ᴗにおࡀ࡞ࡘࠕࡿࡅりࠖࡉࡍࡸを♧ࡍ KPI㸦㔜せᴗ⦼指

ᶆ㸧の୍ࡘと࡚ࢀࡉおり、ධ㟁௳ᩘに対ࡀ࣮ࢱ࣮࡚ࣞ࣌࢜ࡋ対応ࡓࡋ௳ᩘの๭ྜ࡛♧ࡉ

をỴᩘ࣮ࢱ࣮ࣞ࣌࢜⨨㓄ࡸᩘ⥺り、ᅇ࠶指ᶆ࡛࡞応⟅⋡は㔜せࡶ࡚࠸7119におݡ。ࡿࢀ

ᐃࡿࡍ㝿の㔜せ࡞せ⣲とࡿ࡞。

応⟅⋡のホ౯を行うࡵࡓには、௨ୗの᝟ሗに࡚࠸ࡘのࢱ࣮ࢹを཰㞟ࡿࡍことࡽ࠼⪄ࡀ

。ࡿࢀ
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㸦㸰㸧ᐇ᪋ᅋయࡿࡅ࠾࡟஦ᴗ᳨ド࡚࠸ࡘ࡟

ᮏ஦ᴗのࠕ㉁ ࡶには、஦ᴗ導ධᚋࡵࡓࡿのྥୖをᅗ࡝࡞ຠ⋡ᛶࠖࠕࡧ฼౽ᛶࠖཬࠕࠖ、

ࢺࣥࢹࢩࣥ࢖㔜኱ࡸⱞ᝟、ࡸㄯဨの対応ຊのྥୖ┦ࡧཬࣝࢥࢺࣟࣉ、⋠⟆応、࡚ࡋ⥆⥅

。ࡿࢀࡽࡵồࡀの᳨ド࡚࠸ࡘᗈሗၨⓎάືに࡞の対応、ຠᯝⓗ࡬

。ࡿ࠶は、௨ୗのとおり࡛࡚࠸ࡘお、実施ᅋయのྲྀ⤌౛に࡞

ە ᛂ⟅⋡࡚࠸ࡘ࡟ୖྥࡢ

࣭ 㐠Ⴀ༠㆟఍に受௜௳ᩘ等をሗ࿌ࡋ、ᚲせに応ྲྀࠕ࡚ࡌりษ࠸࡞ࢀ㟁ヰࠖのᨵၿにດ࠸࡚ࡵ

。ࡿ

࣭ ẖ᪥、╔ಙ௳ᩘ、応⟅௳ᩘ、ࢺࢡࣞ࢖ࢲ応⟅ᩘ、ࢀࡩ࠶࿧応⟅ᩘ、ᨺᲠ࿧ᩘࡀሗ࿌ࡿࢀࡉ

㸦ᨺᲠ࿧は㸱⛊௨ෆのษ᩿とࢀࡑ௨ୖのࡶの࡛ศࡿ࠸࡚ࡅ㸧。ᨺᲠ࿧ࡀከࡓࡗ࠿ሙྜは、ᨺ

Რࡓࢀࡉ╔ಙ᫬้のሗ࿌ࡶồࢀࡑ。ࡿ࠸࡚ࡵを基にேဨ㓄⨨ࡸఇ᠁᫬㛫のኚ᭦に཯ᫎ࠸࡚ࡋ

。ࡿ

࣭ には指導等を行ࣇࢵࢱࢫ࠸㛗ࡃࡋおり、ⴭ࡚ࡋ㐺ᐅ☜ㄆࡶりの対応᫬㛫ࡓேᙜ୍ࣇࢵࢱࢫ

うࡼう委託஦ᴗ者に指♧ࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ᭶次ሗ࿌᭩にࡼり応⟅⋡の☜ㄆを行࠸、᭶㛫応⟅⋡ࡀప࠸ሙྜ㸦おおࡡࡴ㸶๭ᮍ‶㸧のሙ

ྜは、委託஦ᴗ者にཎᅉの✲᫂とᨵၿをồࡿ࠸࡚ࡵ。

࣭ ᪥ู᫬㛫ᖏࡈとの応⟅⋡実⦼のᥦฟをồࡿࡵことと࡚ࡋおり、応⟅⋡のపୗࡀᅇ⥺ᩘに㉳

ᅉࡶࡿࡍの࡞の࠿等、ཎᅉをヲ⣽にศᯒࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ẖ᭶、ᐃ౛ⓗに委託஦ᴗ者と㸯࠿᭶ศの᫬㛫ᖏẖの応⟅⋡ཬࡧ┳ㆤᖌಶูの対応᫬㛫を⟬

ฟࡋ、㐺ษ࡞㓄⨨ேဨに࡚࠸ࡘの᳨ドを行ࡿ࠸࡚ࡗ。

࣭ ✌ാ≧ἣ㸦⥲ධ࿧ᩘ、応⟅ᩘ、ᨺᲠ࿧ᩘ、㏻ヰ᫬㛫、ಖ␃᫬㛫、ᚋฎ⌮᫬㛫等㸧に࠸ࡘ

࡚、委託஦ᴗ者ࡽ࠿᪥次、㐌次、᭶次ሗ࿌を受ࡿ࠸࡚ࡅ。応⟅⋡ 90㸣௨ୖを⥔ᣢ࡛きࡿேဨ

㓄⨨を行うࡼう、委託஦ᴗ者にồࡿ࠸࡚ࡵ。

㡯 ┠ ༢఩ ෆ  ᐜ

ᅇ⥺㛢ሰ᪥᫬ - 
7119ݡࡵࡌ࠿ࡽ࠶ ࡀ඲࡚ࡢ⥺㟁ヰᅇࡿ࠸࡚ࢀࡉព⏝࡟ࡵࡓࡿࡍಙཷࢆ

ධ㟁≧ែࡾ࡞࡜㛢ሰࠊࡽ࠿࡚ࡋᙜヱ≧ែࡀゎᾘࡢ࡛ࡲࡿࢀࡉ᪥᫬

ᅇ⥺㛢ሰ᫬㛫 ศ
7119ݡࡵࡌ࠿ࡽ࠶ ࡀ඲࡚ࡢ⥺㟁ヰᅇࡿ࠸࡚ࢀࡉព⏝࡟ࡵࡓࡿࡍಙཷࢆ

ධ㟁≧ែࠊࡾ࡞࡜㛢ሰࡿ࠸࡚ࡋ᫬㛫

ධ㟁௳ᩘ ௳ 㸯᫬㛫ẖࡢධ㟁௳ᩘ

ᑐᛂ௳ᩘ ௳ 㸯᫬㛫ẖࡢᑐᛂࡓࡋ௳ᩘ

ᛂ⟅⋡ 㸣 㸯᫬㛫ẖࠕࡢᑐᛂ௳ᩘ㸭ධ㟁௳ᩘ࡛ࠖồࡿࢀࡽࡵᛂ⟅⋡

ᅗ⾲４㸫㸯 ᛂ⟅⋡ࡢホ౯࡟ᚲせࡿ࡞࡜᝟ሗ
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ە ࡚࠸ࡘ࡟ୖྥࡢ⢭ᗘࡢࣝࢥࢺࣟࣉ

࣭ ᩆᛴ་⒪┦ㄯを行119、࠸␒㌿㏦ࡓࡋ஦౛に࡚࠸ࡘは඲஦౛᣺り㏉りを行ࡿ࠸࡚ࡗ。ධ㟁

ෆᐜを㘓㡢࡛ࢱ࣮ࢹ☜ㄆࣝࢥࢺࣟࣉ、ࡋの㑅ᐃཬุࡧᐃ㛫㐪࠸、対応᫬㛫ࡀ㛗࠸஦౛࡝࡞に

࠸࡚ࡗ指導を行ࡋㄆ☜࡛ࢱ࣮ࢹධ㟁ෆᐜを㘓㡢ࡀは指導ⓗ❧ሙの┳ㆤᖌ、ᴗົ⟶⌮者࡚࠸ࡘ

。ࡿ

࣭ ᆅᇦ MC の་ᖌのཧ⏬のୗ、ࣝࢥࢺࣟࣉのぢ┤ࡋをẖᖺ行うこと࡛、ᑡࡶ࡛ࡋ㟂せᢚไに

。ࡿ࠸࡚ࡋうとࡼࡆ⧄

࣭ ᾘ㜵ࡸࢱ࣮ࢹኪ㛫ᛴ⑓ࢱ࣮ࢹ࣮ࢱࣥࢭとの✺ྜにࡿࡼ⢭ᗘ᳨ド、་⒪ᶵ㛵ࡽ࠿のࢻ࣮࢕ࣇ

。ࡿ࠸࡚ࡗᨵゞを行、ࡋを཰㞟࡝࡞のពぢࡽ࠿་ᖌࡸㄯ┳ㆤᖌ┦、ࢡࢵࣂ

࣭ ఫẸࡸᩆᛴ㝲ࡽ࠿の஦᱌に㛵ࡿࡍၥࡏࢃྜ࠸と委託஦ᴗ者の㘓㡢ࢱ࣮ࢹ等を↷ྜࡼ、ࡋり

ᆅᇦの実᝟にࣝࢥࢺࣟࣉࡓࡗ࠶をᵓ⠏ࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ⥭ᛴᗘุᐃ⤖ᯝとᦙ㏦᫬の㔜⑕ᗘを✺ྜࡋ、␲⩏ࡓࡌ⏕ࡀሙྜ等は་ᖌを஺ࢥࢺࣟࣉࡓ࠼

ࣝᑓ㛛委ဨ఍に࡚ࣝࢥࢺࣟࣉの㐺ษ࡞㐠⏝に᳨࡚࠸ࡘウࡓࡲ。ࡿ࠸࡚ࡋ、᳨ウ⤖ᯝに基づ

き、ᚲせに応ࣝࢥࢺࣟࣉ࡚ࡌのᨵゞを行ࡿ࠸࡚ࡗ。

࣭ 委託஦ᴗ者ࡸᾘ㜵ᮏ㒊をྵ࡚ࡵ、ᖺに㸱㹼㸲ᅇ⛬ᗘ、㐃⤡ㄪᩚ఍㆟を㛤ദࡋ、ᮏ᮶ᣠう࡭

き

஦᱌ࡀᣠࢫ࣮ࢣࡓࡗ࠿࡞࠸࡚࠼の᳨ドの࠿࡯、௒ᚋの㟂せ対策に࠿࠸に⧅࠿ࡃ࠸࡚ࡆと࠸う

㆟ㄽをࡿ࠸࡚ࡋ。

ە ┦ㄯဨࡢᑐᛂຊ࡚࠸ࡘ࡟ୖྥࡢ

࣭ ඲対応஦౛のࡀࢱ࣮ࢹẖ᭶ᥦฟࢀࡉ、⥭ᛴᗘุᐃࠕࡀ㉥ࠖ௨እ࡛ࡶ࡚ࡗ࠶␲⩏のࡿ࠶஦

౛㸦㛗᫬㛫の対応、ධຊෆᐜに␲⩏ࡶࡿ࠶ࡀの࡝࡞㸧に࡚࠸ࡘはᴗົ⟶⌮者、指導ⓗ❧ሙ

の┳ㆤᖌに☜ㄆ࠸ࡽࡶ࡚ࡋ、ᚲせに応࡚ࡌ指導にࡿ࠸࡚ࡆ࡞ࡘ。指導対㇟の対応஦౛にࡘ

。ࡿࢀࡉሗ࿌᭩に࡚ሗ࿌ࡓࡵは、ᵝᘧをᐃ࡚࠸

࣭ ẖ᪥、ࠕࡽ࠿ࣇࢵࢱࢫ᪥ሗࠖࡀᥦฟࢀࡉ、ⱞ᝟等に㛵ࡑࡶ࡚ࡋの㝿にሗ࿌ࡿ࠶ࡀこと࠿

ࡌሙྜには⟶⌮者を㏻ࡿ࠶ࡀ対応の୙ഛ等、ࡋ対応ෆᐜを☜ㄆࡀㄪᩚဨࡿ࠶ᕷ⫋ဨ࡛、ࡽ

࡚෌Ⓨ㜵Ṇに࡚࠸ࡘ指♧を行ࡿ࠸࡚ࡗ。

࣭ ᐃᮇⓗ࡞◊ಟを実施ࡿ࠸࡚ࡋ。◊ಟの࣐࣮ࢸに࡚࠸ࡘは、ࡑの᫬࡛ࠎᚲせと⪃ࡿࢀࡽ࠼

ෆᐜを委託者ཬࡧ委託஦ᴗ者の指導ⓗ❧ሙの┳ㆤᖌ࡛༠㆟ࡋ、Ỵᐃࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ✲◊ㄯ஦౛┦ࠕ 対応◊ಟ࣒࣮ࣞࢡࠕࠖ、 㟁ヰ┦ㄯ᥋㐝◊ಟࠕࠖ、 ࠿እ㒊◊ಟࠖを㸯㹼㸰ࠕࠖ、

᭶に㸯ᅇ⛬ᗘ受ㅮࡿ࠸࡚ࡏࡉ。

࣭ ᪂つ᥇⏝者◊ಟの࠿࡯、ᢏ⬟ྥୖのᚲせのࡿ࠶者にはᖺ㸯ᅇ௨ୖの◊ಟを行ࡿ࠸࡚ࡗ。

ⱞ᝟等࠶ࡀり対応の୙ഛࡀ☜ㄆࡓࢀࡉሙྜは、委託஦ᴗ者を㏻࡚ࡌ㐺ᐅ指導ࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ 委託஦ᴗ者に対࡚ࡋ、㟁ヰ┦ㄯを受ࡓࡅ㝿に฼⏝者の‶㊊ᗘを☜ㄆࡼࡿࡍう౫㢗ࡿࡍと

とࡶに、ᨵၿにྥ࡚ࡅ஦᱌ࡶ☜ㄆࡽࡀ࡞ࡋ、┦ㄯဨに対ࡿࡍ◊ಟを行ࡿ࠸࡚ࡗ。
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ە ⱞ᝟ࡸ㔜኱ࡢ࡬ࢺࣥࢹࢩࣥ࢖ᑐᛂ࡚࠸ࡘ࡟

㸦┤Ⴀ᪉ᘧ㸧

࣭ ẖ᭶実施ࢫࣥࣞ࢓ࣇࣥ࢝ྠྜࡿࢀࡉにሗ࿌ࡋ、ᚲせに応ࣝࢥࢺࣟࣉ࡚ࡌをᨵゞ࠸࡚ࡋ

。ࡿ

㸦እ㒊委託᪉ᘧ㸧

࣭ ⱞ᝟等ࡓࡗ࠶ࡀሙྜはሗ࿌᭩ࡀᥦฟࡑ、ࡵࡓࡿࢀࡉのෆᐜに࡚ࡗࡼ指導等の指♧を行ࡗ

ࡉ࡞ࡀሙྜはሗ࿌ࡓ࠸Ẽ௜ࡽ⮬ࡀࣇࢵࢱࢫ対応ࡶ࡚࠸ࡘにࢺࣥࢹࢩࣥ࢖࡞㔜኱。ࡿ࠸࡚

。り指導を行うࡼሙྜは᪥ሗの対応ෆᐜの☜ㄆに࠸࡞࠸࡚࠸Ẽ௜、ࢀ

࣭ 実施ᅋయに┤᥋ⱞ᝟等ࡓࡗ࠶ࡀሙྜは、஦᱌☜ㄆを行࠸、ᚲせに応࡚ࡌ、委託஦ᴗ者に

෌Ⓨ㜵Ṇにྥࡓࡅ指導ཬࡧᩍ⫱を行うࡼう指♧ࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ⱞ᝟ࡓࡗ࠶ࡀሙྜは┤ࡕにሗ࿌を受ࡅ、対応ෆᐜ等を☜ㄆཬࡧඹ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ。ᚲせに応

。ࡿ࠸࡚ࡋこととࡿࡍをసᡂࣝ࢔ࣗࢽの࣐ࡵࡓ෌Ⓨ㜵Ṇの、࡚ࡌ

࣭ ┦ㄯ者ࡽ࠿ⱞ᝟ࡀᐤࡓࢀࡽࡏሙྜは、┦ㄯ᪥᫬ࡸෆᐜࡽ࠿ヱᙜࡿࡍ┦ㄯを๭りฟࡋ、ෆ

ᐜを☜ㄆࡿࡍこと࡛᱌ෆのጇᙜᛶを᳨ドࡿ࠸࡚ࡋ。対応᪉ἲࡸ᱌ෆෆᐜࡀጇᙜ࡛ࡓࡗ࠿࡞

ሙྜは、஦ᴗ者に対ࡋᨵၿのせồ等を行ࡿ࠸࡚ࡗ。

࣭ ఫẸࡽ࠿ᾘ㜵ᮏ㒊にᐤࡓࢀࡽࡏⱞ᝟等に࡚࠸ࡘ、ලయⓗ࡞஦᱌の᪥᫬ࡸ⑕≧を基に委託

஦ᴗ者に↷ྜࡋ、対応≧ἣに᳨࡚࠸ࡘドࡿ࠸࡚ࡋ。

࣭ ஦๓に委託஦ᴗ者ࡀ委託者に対応᱌をᥦ♧ࡋ、ᢎㄆᚋに対応を行うࡼうᐃ࡞。ࡿ࠸࡚ࡵ

お、㔜኱࡞஦᱌に࡚࠸ࡘは、委託者࠿ࡸ㏿࡬にሗ࿌ࡼࡿࡍうồࡿ࠸࡚ࡵ。

ە ຠᯝⓗ࡞ᗈሗၨⓎάື࡚࠸ࡘ࡟

࣭ ᗈሗㄅࡸ SNS、࣏࣮ࢱࢫ等にࡼりᖜᗈࡃᗈሗάືを行うととࡶに、┴のࢺ࣮ࢣࣥ࢔ㄪᰝを

฼⏝ࡋୡ௦ูのㄆ▱ᗘをᢕᥱࡿࡍこと࡛、ㄆ▱ᗘࡀప࠸ୡ௦をࢺࢵࢤ࣮ࢱとࡓࡋᗈሗάື

を行ࡿ࠸࡚ࡗ。

࣭ ẖᖺ、Webࢺ࣮ࢣࣥ࢔を⏝ྛ࡚࠸✀ᗈሗ≀の᭷ຠ࡞ㄆ▱፹యをㄪᰝࡋ、次ᖺᗘ௨㝆のຠᯝ

ⓗ࡞ᗈሗ≀のసᡂにᙺ❧࡚࡚ࡿ࠸。

࣭ ㄆ▱ᗘྥୖをㄢ㢟と࡚ࡋ、≉にᚋᮇ㧗㱋者ࡑࡸの௚ᖜᗈ࠸ୡ௦にྥࡓࡅ஦ᴗ࿘▱を┠ⓗ

に、᪂⪺ᗈ࿌の࠿࡯、ᵝ࡞ࠎᗈሗ፹య㸦受デ࢞࡝࡞࣮ࣝࢩ、ࢺࢵࣞࣇ࣮ࣜࡸࢻ࢖㸧をసᡂ

。ࡿ࠸࡚ࡋ㓄ᕸ、ࡋ

࣭ ᾘ㜵㡢ᴦ㝲にࡿࡼᗈሗၨⓎと₇ዌᚋにࢺ࣮ࢣࣥ࢔ㄪᰝを行ࡿ࠸࡚ࡗ。

࣭ ᪥ᮏ㒑౽と㐃ᦠ࡚ࡋ、⟶ෆの㒑౽࣏ࢺࢫにၨⓎ࣮ࣝࢩを㈞り、ㄆ▱ᗘྥୖのࡵࡓのᗈሗ

を行ࡿ࠸࡚ࡗ。

࣭ ᕷබᘧ࣮࣒࣮࣍࣌ࡸࢪᗈሗㄅ࡬のᥖ㍕にࡼり、࿘▱をᅗࡿ࠸࡚ࡗ。
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㸦㸱㸧஦ᴗࡢぢ㎸ࡳཬࡧᐇ⦼᳨ࡢド࡚࠸ࡘ࡟

஦ᴗの実施に㛵࡚ࡋ、実施๓のぢ㎸ࡳと஦ᴗ実⦼に࡚࠸ࡘ㐺ᐅ᳨ドを行࠸、ᙜึのぢ

㎸ࡳと実⦼ࡀ஋㞳ࡿ࠸࡚ࡋሙྜは、ࡑのせᅉᢕᥱにດࡵ、㐺ษ࡞㐠Ⴀయไのᵓ⠏をᅗࡿ

ことࡀᚲせとࡿ࡞。

᳨࠙ド஦㡯ࠚ

࣭┦ㄯ௳ᩘ㸦⥲ᩘ、┦ㄯ᫬㛫、᭙᪥࡝࡞㸧

࣭฼⏝者のෆヂ㸦ᖺ㱋、⏨ዪẚ、ᆅᇦู࡝࡞㸧

࣭┦ㄯ⤖ᯝู㸦ᩆᛴ་⒪┦ㄯ࣭་⒪ᶵ㛵᱌ෆ㸧の௳ᩘ

࣭་ᖌの対応௳ᩘ 等

᳨࠙ドෆᐜ㸦౛ࠚ㸧

࣭┦ㄯ௳ᩘに㛵᳨ࡿࡍド

ߦ 㟁ヰᅇ⥺は㊊り࡚࠿ࡿ࠸。

࣭་⒪ᶵ㛵᱌ෆとᩆᛴ་⒪┦ㄯの๭ྜに㛵᳨ࡿࡍド

ߦ ┳ㆤᖌのேᩘは㊊り࡚࠿ࡿ࠸。

࣭ᖺ㱋ᒙに㛵᳨ࡿࡍド

ߦ 。࠿ࡿ࠸࡚࠼ၨⓎᗈሗは行ࡿࡍᖺ㱋ᒙに対ࡿࡍとࢺࢵࢤ࣮ࢱ
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➨㸳 ཧ⪃᝟ሗ

㸯 ࡚࠸ࡘ࡟㸦⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇ㸧ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡿࡍ㛵㐃࡟7119ݡ

㸦㸯㸧ࠕᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧ࢽࢼ࡚ࡗ㸽ࠖ

https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/a

ppropriate/appropriate007.html

7119ݡ に࡚࠸ࡘのᴫせࡸ౑࠸᪉、実施࢚ࣜ࢔

とݡࡓࡗ࠸���� に㛵ࡿࡍ基ᮏⓗ࡞஦㡯ࡸ、実㝿

にݡ���� を฼⏝ࡓࢀࡉ᪉ࠎのኌを⤂௓࠸࡚ࡋ

。ࡿ

㸦㸰㸧ࠕᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧㛵㐃᝟ሗࠖ

https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/a

ppropriate/appropriate006.html

㈨ᩱࡓࡅ7119の඲ᅜᒎ㛤にྥݡࠕ 㸦ࠖ஦ᴗ実

施ຠᯝ、඲ᅜᒎ㛤にྥࡓࡅ⫼ᬒ、஦ᴗ導ධᆅᇦ

の実施≧ἣࡸ⤒㐣࡝࡞㸧7119ݡࠕ、ࡸᬑཬಁ㐍

࡚࠸ࡘไᗘの๰タに࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ ᾘ㜵㜵⅏ࠕࠖ、

施タᩚഛ㈝⿵ຓ㔠஺௜せ⥘ࠖݡ、࡝࡞���� に㛵

。ࡿ࠸࡚ࡋ᝟ሗをᥖ㍕ࡿࡍ

㸦㸱㸧ࠕ⥭ᛴᗘุᐃࣝࢥࢺࣟࣉ ver.㸱ࠖ

https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/a

ppropriate/appropriate002.html

ᾘ㜵ᗇࡀᥦ౪ࡿ࠸࡚ࡋᅄ✀㢮の⥭ᛴᗘุᐃࣉ

⮬ᐙᗞࠕ、࠿࡯㟁ヰ┦ㄯࠖのࠕ、࡚ࡋとࣝࢥࢺࣟ

ᕫุ᩿ ㏻ሗ␒119ࠕࠖ、 ࡋᩆᛴ⌧ሙࠖをᥖ㍕ࠕࠖ、

。ࡿ࠸࡚

㸦４㸧ࠕ㐣ཤ࡟Ⓨฟࡓࡋ㏻▱➼ࡢᥖ㍕ࠖ  
https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/a 

ppropriate/appropriate011.html

7119ݡ の඲ᅜᒎ㛤の実⌧を᪩ᮇにᅗࡵࡓࡿ、

㐣ཤにⓎฟࡓࡋ㏻▱等をᥖ㍕ࡿ࠸࡚ࡋ。
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内　　　　　　　　容

実施主体名

サービス提供エリアの都道府県又は市町村名称

関係団体間の連携方法を記載

サービス提供エリアの人口（令和二年度国勢調査による人口を記載）

♯7119で相談を受け付ける時間

総数 ♯7119に入電した総件数

救急相談 緊急度判定を行った件数

医療機関案内 医療機関案内のみを行った件数

その他 上記に分類できない件数

事業開始年月日

民間が運営するコールセンターに事業運営を委託している団体は選択

医師 医師の人員確保について概要を記入

相談看護師 看護師の人員確保について概要を記入

受付員／オペレーター 受付員／ｵﾍﾟﾚｰﾀｰの人員確保についての概要を記入

その他 その他の人員確保について概要を記入

コールセンターの設置地域（○○県・市内、県外 等）

各団体が実施した認知度調査結果（※調査実施年も記載）

相談件数（総数）÷エリア人口

事業実施に係る年間のランニングコスト。
※基本的には運営に係る費用とする。別費用（広報経費等）の切り分け
ができない団体は注釈で明示する。

費用負担の状況を記載　(関係団体（県、市町村等）との按分割合)

体制 常駐、一部常駐 又は オンコールから選択

出務時間 医師の出務時間を記載

相談看護師 相談看護師の総数

受付員／オペレーター 受付員／オペレーターの総数

その他（監督員等） その他の従事者の総数

相談看護師 相談看護師の一日あたりの配置人数

受付員／オペレーター 受付員／オペレーターの一日あたりの配置人数

その他 その他の従事者の一日あたりの配置人数

救急相談 2交替、3交替、変則から選択

医療機関案内 2交替、3交替、変則から選択

受付員対応、音声ガイダンスから選択

オペレーター対応、音声ガイダンスから選択

専用転送回線、転送回線なしから選択

緊急度判定のベースプロトコル名称

救急相談 救急相談に係るブース数

医療機関案内 医療機関案内に係るブース数

１件の入電に対して通話対応を終え、次の入電に対応可能となるまでの
時間（通話時間と後処理（入力等に要する時間）の合計）で、年度平均時
間とする。

応答率（％）＝対応数（本）÷入電数（本）×100

検証内容
事業に係る検証の実施対象
（例：利用者からの個別意見、重大瑕疵の個別検証など）

検証方法 検証の実施方法、実施形態（受託事業者の定例報告など）

メンバー 検証を実施するメンバー

頻度 検証の実施頻度

実施主体 事業の検証に係る会議体名称

メンバー 上記団体の構成メンバー

頻度 上記団体の会議の頻度

対象者 事業に係る研修対象者

実施者 事業に係る研修実施者

頻度 研修の実施頻度

認知度（調査実施団体）

項　　　　　目

利用比

コスト（運営費）

開始年月日

人員確保

コールセンター設置地域

職員人数
（※）

配置人数
（※）

勤務形態
（※）

基

礎

情

報

実施主体

対象エリア

関係団体間の事業の連携の方法

エリア人口

医師

相談件数
（年度）

受付時間

民間コールセンターへの委託

費用負担の状況

体

制

運

用

応答率（年度）

検
証
・
研
修
体
制

検証体制

検証を実施する
会議体

研修体制

受付の方法

医療機関案内方法

119番通報の形態

使用プロトコル（ベース）

ブース数（設備）
（※）

平均処理時間（年度）

㸰 ࡚࠸ࡘ࡟ᇶᮏ᝟ሗࡢ7119ᐇ᪋ᅋయݡ

7119ݡ の஦ᴗ実施にಀࡿయไ඲⯡に࡚࠸ࡘの᝟ሗをᢕᥱࡋ、ᮍ実施ᅋయ࡬のᬑཬ㈨ᩱ

とࡿࡍことࡸ実施ᅋయ㛫の┦対ⓗホ౯にࡿࡼ実施యไのྥୖを┠指ࡍことを㋃࠼ࡲ、⥲ົ

┬ᾘ㜵ᗇࡽ࠿実施ᅋయに対࡚ࡋ、௨ୗのෆᐜに࡚࠸ࡘㄪᰝを行ࡿ࠸࡚ࡗ。ㄪᰝ⤖ᯝに࠸ࡘ

࡚は、ẖᖺᗘ᭦᪂を行࠸、⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇの࣮࣒࣮࣍࣌ࢪに࡚ᥖ㍕ࡿ࠸࡚ࡋ。

https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/appropriate010.html

ᅗ⾲㸳㸫㸯 ┠ㄪᰝ㡯ࡢ7119ᇶᮏ᝟ሗݡ
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ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸯 ⛣᥎ࡢ⋠㍍⑕ࡿࡵ༨࡟ᦙ㏦ேဨࡢᑟධ๓ᚋࡿࡅ࠾࡟7119ᑟධᆅᇦݡ

ཧ⪃㈨ᩱ ஦ᴗᑟධຠᯝ౛ࡢ7119ݡ

㸦㸯㸧ᩆᛴ㌴ࡢ㐺᫬࣭㐺ษ࡞฼⏝

ձ ㍍⑕⪅๭ྜࡢῶᑡຠᯝ

16、ࢁとこࡓࡋ๓㸧をẚ㍑⚝ࢼࣟࢥ7119導ධ๓ᖺと௧࿴ඖᖺ㸦ݡ ᆅᇦ୰ 13ᆅᇦ

㸦81㸣㸧࡛ᦙ㏦ேဨに༨ࡿࡵ㍍⑕者๭ྜࡀῶᑡ7119ݡ、ࡓࡲ。ࡓࡋ導ධ๓ᖺと௧࿴

㸲ᖺをẚ㍑ࡓࡋとこ18、ࢁᆅᇦ୰ 12ᆅᇦ㸦67㸣㸧࡛ῶᑡࡓࡋ㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸯㸧。

ͤ㸯 ࠋࡍ♧ࢆ࡜ࡇࡓࡋῶᑡࡀ⋠㍍⑕ࠊࡣ    

ͤ㸰 㒔㐨ᗓ┴ෆࡢᕷ༊⏫ᮧ࡛ᑟධ᫬ᮇࡿ࡞␗ࡀሙྜࠊᐇ᪋ᕷ⏫ᮧࢆ㝶᫬ຍ⟬࡚ࡋ⟬ฟࠋ

ͤ㸱 ๭ྜࡢ⟬ฟ࡟ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ➃ᩘฎ⌮㸦ᅄᤞ஬ධ㸧࡟್ᩘࠊࡵࡓࡢᕪ␗ࡿࡌ⏕ࡀሙྜࠋࡿ࠶ࡀ

ղ ୙ᛴࡢᩆᛴฟືࡢᢚไຠᯝ

ࡓࡋりのᩆᛴฟື௳ᩘの᥎⛣をẚ㍑ࡓ࠶7119実施ᆅᇦとᮍ実施ᆅᇦのேཱྀ㸯୓ேݡ

とこࢁ、ᴫࡡ、実施ᆅᇦの᪉ࡀᮍ実施ᆅᇦにẚ࡚࡭ቑῶ⋡ࡀⰋ࠸ഴྥࡀぢࡓࢀࡽ

ʤᅗ⾲ཧ⪃㸫㸰㸧。

7119ݡ、኱㜰ᗓ࡛は、ࡓࡲ を⤒⏤ࡎࡏ、┤᥋ 119␒㏻ሗࡓࡗ࠶ࡀሙྜとẚ㍑ࡋ、୙

ᦙ㏦๭ྜ༙ࡀศ௨ୗにῶᑡࡓࡋ㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸱㸧
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ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸰 ⛣᥎ࡢᩘ௳ᩆᛴฟືࡢࡾࡓ࠶ேཱྀ㸯୓ேࡢᮍᐇ᪋ᆅᇦ࡜7119ᐇ᪋ᆅᇦݡ

㸦H18㹼R４㸧

ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸱 ୙ᛴࡢᩆᛴฟື㸦୙ᦙ㏦๭ྜ㸧ࡢ᥎⛣㸦኱㜰ᕷ㸧

ճ ₯ᅾⓗ࡞㔜⑕⪅ࡢⓎぢ࣭ᩆㆤ

ᮾி㒔࡛は、ݡ���� ㄯ๓にุ᩿┦、ࡽ࠿࿧྾の≧ἣ等ࡸのධ㟁ᚋ、┦ㄯ者のព㆑࡬

ࡀᩘ௳ࡓࡏࡉᩆᛴฟື࡚ࡋ 2,269௳㸦௧࿴㸳ᖺ㸧࡛ࡓࡗ࠶。₯ᅾⓗ࡞㔜⑕者ࡽ࠿の

ᩆᛴ┦ㄯをࡆୖ࠸ࡃࡍ、ᩆᛴᦙ㏦を㏻ࡓࡌ་⒪ᶵ㛵࡛の㐺ษ࡞ฎ⨨に⧅ࡓࡗࡀ。

㸦㸰㸧ᩆᛴ་⒪ᶵ㛵ཷࡢデࡢ㐺ṇ໬࣭ᾘ㜵ᶵ㛵ࡢ㈇ᢸࡢ㍍ῶ໬

ձ ᩆᛴ་⒪ᶵ㛵ཬࡧᾘ㜵ᶵ㛵ࡿࡅ࠾࡟㈇ᢸ㍍ῶຠᯝ

ᒱ㜧ᕷ࡛は、ᾘ㜵ᮏ㒊㸦指௧࣮ࢱࣥࢭ㸧࡛の་⒪ᶵ㛵᱌ෆ対応௳ᩘࡀ኱ᖜに๐ῶ、

指௧ဨのປົ㈇ᢸࡀ㍍ῶࡓࡋ。㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸲㸧

6.7%
9.7% 10.6%

17.3%

9.9%

17.4%
19.1% 20.2%

24.0%
21.3%

5%

10%

15%

20%

25%

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

♯7119から119転送後の不搬送割合 ♯7119転送以外全不搬送割合
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7119ݡ、ி㒔ᗓ࡛は、ࡓࡲ 導ධᚋ、་⒪ᶵ㛵࡬のᩆᛴ་⒪┦ㄯ௳ᩘࡀ 24.1㸣ῶᑡࡋ

㧗㱋者㸦65ࡧࡼⱝᖺᒙお。ࡓ ṓ௨ୖ㸧ࡶࢀࡎ࠸┦ㄯ௳ᩘࡀῶᑡ࠿࡯ࡓࡋ、᪥୰᫬㛫

ᖏ㸦㸷᫬㹼22᫬㸧௨እの┦ㄯ௳ᩘのῶᑡ๭ྜࡀ㧗ࡃ、་⒪ᶵ㛵にと࡚ࡗேဨࡀᡭⷧ

。㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸳㸧ࡿ࠸࡚࠼を行࣮࢛ࣟࣇ᫬㛫ᖏの࡞

ᅗ⾲ཧ⪃㸫４ ་⒪ᶵ㛵᱌ෆᑐᛂ௳ᩘ㸦ᒱ㜧ᕷᾘ㜵ᮏ㒊㸧

ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸳 ᩆᛴ་⒪┦ㄯ௳ᩘ㸦ி㒔ᗓ㸧

ͤᖺ㱋༊ศࡸ᫬㛫ࡢ୙᫂ศ୍ࡀ㒊ྵࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࡲෆᐜྜ࡜ィࠋ࠸࡞ࡋ⮴୍ࡣ
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ղ デ⒪᫬㛫እᩆᛴእ᮶ᝈ⪅ᩘࡢῶᑡຠᯝ

⚄ᡞᕷ㸦㸰次ᩆᛴ⑓㝔㸧࡛は、ᖹᡂ 29ᖺと௧࿴㸳ᖺをẚ㍑ࡓࡋとこ7119ݡ、ࢁ導

ධᚋ、⮬ᕫุ᩿にࡿࡼデ⒪᫬㛫እᩆᛴእ᮶ᝈ者ᩘࡀ 23.6㸣ῶᑡࡓࡋ㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫

㸴㸧。ࡓࡲ、㸯次⑓㝔ࡽ࠿の⤂௓にࡿࡼデ⒪᫬㛫እᩆᛴእ᮶ᝈ者ᩘは、23.2㸣ቑຍࡋ

㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸵㸧ࡓ

ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸴 ᥎⛣㸦⚄ᡞᕷ㸧ࡢᩘ⪅ᝈࣥ࢖ࢡ࣮࢛࢘

ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸵 ᥎⛣㸦⚄ᡞᕷ㸧ࡢ௓㸧⤂ࡢࡽ࠿ᝈ⪅ᩘ㸦㸯ḟ⑓㝔ࣥ࢖ࢡ࣮࢛࢘
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㸦㸱㸧ఫẸࡢ࡬Ᏻᚰ࣭Ᏻ඲ࡢᥦ౪

ձ ฼⏝⪅ࡢ‶㊊ᗘ

ྛ実施ᅋయࡀ実施ࡓࡋ฼⏝者ࢺ࣮ࢣࣥ࢔にお7119ݡ、࡚࠸に対ࡿࡍ⫯ᐃⓗ࡞ホ౯の

๭ྜࡀ㧗ࡃ、ᩆᛴ┦ㄯ❆ཱྀのᏑᅾࡀ、ఫẸにと࡚ࡗのᏳᚰ࣭Ᏻ඲にࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘ

㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸶㸧。

ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸶 ࡚࠸ࡘ࡟฼⏝⪅‶㊊ᗘࡢ7119ݡ

ղ ་⒪ᶵ㛵ఇデ᫬ࡢ─ࡅཷࡢࢬ࣮ࢽࡢᙺ๭

኱㜰ᗓ࡛は、་⒪ᶵ㛵ࡀఇデの᫬㛫ᖏ㸦ఇ᪥⚃᪥ኪ㛫࡝࡞㸧に࡬7119ݡのධ㟁௳ᩘ

。㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸷㸧ࡿ࠶ഴྥにࡿࡍቑຍࡀ

ᅗ⾲ཧ⪃㸫㸷 ᭙᪥別╔ಙ௳ᩘ㸦㸯᪥ࡾࡓ࠶㸧ཬཷࡧ௜✀別๭ྜ㸦኱㜰ᗓ㸧㸦R㸳㸧

ᐇ᪋ᅋయྡ ‶㊊ᗘ➼ࡢㄪᰝ⤖ᯝ

ᶓ὾ᕷᩆᛴ┦ㄯ࣮ࢱࣥࢭ
ㄪᰝ㸦௧࿴㸳ᖺ��᭶ㄪᰝ㸧ࢺ࣮ࢣࣥ࢔
ᅇ⟅㸸����㸣ࡢ࡜ࠖࡓࡗࡓ࡟ᙺࡤ࠼࠸࡜࠿ࡽࡕ࡝ࠕࠖࡓࡗࡓ࡟ᙺࡶ࡚࡜ࠕ

ᩆᛴᏳᚰ࡜࠺ࡻࡁ࣮ࢱࣥࢭ
ㄪᰝ㸦௧࿴㸳ᖺ��᭶ㄪᰝ㸧ࢺ࣮ࢣࣥ࢔
ᅇ⟅㸸����㸣ࡢ࡜ࠖࡓࡗࡓ࡟ᗘᙺ⛬ࡿ࠶ࠕࠖࡓࡗࡓ࡟኱ኚᙺࠕ

ᩆᛴᏳᚰ࠿ࡉ࠾࠾࣮ࢱࣥࢭ
ㄪᰝ㸦௧࿴４ᖺ��᭶��᪥㹼��᪥ㄪᰝ㸧ࢺ࣮ࢣࣥ࢔
��ᅇ⟅㸸ࡢ࡜ࠖࡓࡗࡓ࡟ᗘᙺ⛬ࡿ࠶ࠕࠖࡓࡗࡓ࡟኱ኚᙺࠕ��㸣

ᩆᛴᏳᚰ࡭࠺ࡇ࣮ࢱࣥࢭ
ㄪᰝ㸦௧࿴４ᖺ��᭶��᪥㹼��᪥ㄪᰝ㸧ࢺ࣮ࢣࣥ࢔
ᅇ⟅㸸����㸣ࡢ࡜ࠖࡓࡗࡓ࡟ᗘᙺ⛬ࡿ࠶ࠕࠖࡓࡗࡓ࡟኱ኚᙺࠕ

ዉⰋ┴ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ
ㄪᰝ㸦௧࿴㸳ᖺ��᭶��᪥㹼��᪥ㄪᰝ㸧ࢺ࣮ࢣࣥ࢔
ᅇ⟅㸸����㸣ࡢ࡜ࠖࡓࡗࡓ࡟ᙺࠕ
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᫬㛫別╔ಙ௳ᩘ㸦㸯᪥ࡾࡓ࠶㸧㸦኱㜰ᗓ㸧㸦R㸳㸧

㸦４㸧᫬௦ࡢኚ໬࡟ᛂࡓࡌᑐᛂ

౛ࠕ、ࡤ࠼་ᖌのാき᪉ᨵ㠉ࠖไᗘࡀ導ධࡓࢀࡉ୰࡛ࡀ7119ݡᯝࡋࡓᚓࡿᙺ๭とࡋ

࡚、་⒪ᶵ㛵におࡿࡅ᫬㛫እ受௜者ᩘのῶᑡຠᯝ等ࡀࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ、このⅬに࡚࠸ࡘ

は、ྠไᗘࡀ௧࿴㸴ᖺᗘࡽ࠿㛤ጞࡶࡓࡋの࡛ࡿ࠶ことを㋃࠼ࡲ、ᘬき⥆きὀどࡀᚲせ࡛

。ࡿ࠶

㸦㸳㸧᪂⯆ឤᰁ⑕ࡢⓎ⏕➼ࡿࡼ࡟ᩆᛴ㟂せᛴቑ᫬ࡢ࡚ࡋ࡜ࡘ୍ࡢ─ࡅཷࡢᙺ๭

ձ ᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕᪂つ㝧ᛶ⪅ᩘ㸦඲ᅜ㸧࡜ᐇ᪋ᅋయࡿࡅ࠾࡟ධ㟁௳

⛣᥎ࡢᩘ

᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕᪂つ㝧ᛶ者ᩘ㸦඲ᅜ㸧ࡀቑຍࡿࡍ᫬ᮇは、7119ݡ の࡬

ධ㟁௳ᩘࡶቑຍࡿࡍഴྥࡀぢࡓࢀࡽ㸦ᅗ⾲ཧ⪃㸫10㸧。௒ᚋࡶ、᪂⯆ឤᰁ⑕のⓎ⏕等

にࡿࡼᩆᛴ㟂せᛴቑ᫬の受ࡅ─の୍ࡘと࡚ࡋのᙺ๭ࡀᮇᚅࡿࢀࡉ。

ᅗ⾲ཧ⪃㸫10 ᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕᪂つ㝧ᛶ⪅ᩘ㸦඲ᅜ㸧࡜

ᐇ᪋ᅋయ7119ݡࡿࡅ࠾࡟ධ㟁௳ᩘࡢ᥎⛣㸦R４㸧
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ղ ࡚࠸ࡘ࡟་⒪యไࡿಀ࡟ᅾᏯ་⒪ࡧ⑌⑓࣭஦ᴗཬࠕ 㸦ࠖ௧࿴㸳ᖺ㸱᭶ 31᪥௜

་ᨻᆅⓎࡅ 0331➨ 14ྕ㸦᭱⤊ᨵṇ ௧࿴㸳ᖺ㸴᭶ 29᪥௜ࡅ་ᨻᆅⓎ 0629➨

㸱ྕ㸧ཌ⏕ປാ┬་ᨻᒁᆅᇦ་⒪ィ⏬ㄢ㛗㏻▱㸧㸦ᢤ⢋㸧

➨㸰 ་⒪యไのᵓ⠏にᚲせ࡞஦㡯

㸯 ┠指࡭ࡍき᪉ྥ

㸦6㸧 ᪂⯆ឤᰁ⑕のⓎ⏕࣭ࢇࡲᘏ᫬におࡿࡅᩆᛴ་⒪

ճ ᩆᛴእ᮶を受デࡼࡴ῭ࡶ࡚ࡃ࡞ࡋう、㟁ヰ等にࡿࡼ┦ㄯయไ㸦ݡ��������ݡ、 等㸧

ཬࣥ࢖ࣛࣥ࢜ࡧデ⒪を実施ࡿࡍయไをᖹ᫬ࡽ࠿඘実ࡏࡉ、᪂⯆ឤᰁ⑕のࢇࡲᘏにࡼり

ᩆᛴእ᮶の㟂せࡀᛴቑࡓࡋ㝿にࡶ対応࡛きࡿయไ
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事事業業をを外外部部委委託託すするる際際にに  

活活用用可可能能なな標標準準的的なな仕仕様様書書（（例例））  

  

  

救救急急安安心心セセンンタターー事事業業（（♯♯77111199））  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令令和和４４年年３３月月  
（（令令和和７７年年３３月月改改訂訂））  

総総務務省省消消防防庁庁 

 



 
 

はじめに 

 消防庁では、救急安心センター事業（♯7119）（以下「♯7119」という。）の全国展開を目指

し、救急業務に関するフォローアップと連携した未実施団体への個別訪問や普及促進アドバ

イザーの派遣等を行うとともに、各消防本部や都道府県に対する通知等の発出を行い、未実

施団体へ事業導入の促進を図っている。 

 令和２年度には、♯7119 の更なる普及を進め、「日本全国どこにいても♯7119 が繋がる体

制」、すなわち♯7119 事業の全国展開の実現を目指し、「救急業務のあり方に関する検討会」

の下に、救急医療の専門家や地方自治体の代表者、住民目線の有識者などの参画のもと、

「♯7119 の全国展開に向けた検討部会」（以下「検討部会」という。）を設置し、具体的な検

討を進めた。 

検討部会において、解決すべき課題が整理されるとともに、具体的な解決策が検討され、

令和３年１月に検討部会報告書を公開、３月には、「救急安心センター事業（♯7119）の全国

展開に向けた取組について」（令和３年３月 26 日付け消防救第 94 号消防庁救急企画室長通

知）を発出し、全国展開に向け具体的に取り組んでいただきたい事項をとりまとめ、示した

ところである。 

令和３年度は、検討部会報告書及び令和２年度救急業務のあり方に関する検討会報告書を

踏まえ、「事業導入・運営の手引き／マニュアル」及び「事業を外部委託する際に活用可能な

標準的な仕様書（例）」を作成した。 

令和６年度は、「救急業務のあり方に関する検討会」の下に、新たに、救急医療の専門家、

地方自治体の代表者、法律分野の学識経験者及び関係省庁の担当者等の参加のもと、「増加す

る救急需要への対策に関する検討ワーキンググループ」及び「増加する救急需要への対策に

関する検討ワーキンググループ作業部会」を設置し、♯7119の新たな事業効果、有効な広報

策等について具体的な検討を行った。本仕様書（例）は、その検討結果を踏まえ、令和３年度

に作成したマニュアルを改訂したことに合わせて改訂したものである。 

本仕様書（例）は、♯7119の未実施団体が外部委託方式で事業を導入する際や、実施団体

において運営形態等を見直す際の参考となるよう提示するものである。 

本仕様書（例）はあくまで例であり、各団体におかれては、本仕様書（例）を参考に、各団

体の状況を反映してそれぞれ仕様書を作成し、♯7119 の導入及び適切な運用を実現していた

だきたい。 

なお、本仕様書（例）は、実施団体の担当者等から幅広く意見を聞いた上で作成したもの

であり、今後、新たに追加・修正をする必要のある内容があれば、随時見直しを行うものと

する。 
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➨㸯 ஦ᴗᴫせ࡟㛵ࡿࡍ஦㡯

㸯 ጤクᴗົྡࡢ⛠

஦ᴗ㐠Ⴀᴗົ࣮ࢱࣥࢭᩆᛴᏳᚰ┴ࠐࠐ

㸰 ㄪ㐩ࡢ⫼ᬒ

㧗㱋໬の㐍ᒎ等にక࠸ᩆᛴ㟂せはቑ኱の୍㏵を㎺り、ᩆᛴฟື௳ᩘࡸᦙ㏦ேဨはቑຍഴ

ྥにࡿ࠶ととࡶに、⌧ሙ฿╔ᡤせ᫬㛫ࡸ⑓㝔཰ᐜᡤせ᫬㛫はᘏఙഴྥにࡿ࠶。こࡽࢀの≧

ἣを㋃࠼ࡲ、㝈りࡿ࠶ᦙ㏦㈨※をࡼり⥭ᛴᛶの㧗࠸஦᱌に㐺ษにᢞධࡵࡓࡿࡍには、ᩆᛴ

㌴の㐺᫬࣭㐺ษ࡞฼⏝を᥎㐍ࡃ࠸࡚ࡋことࡀ㔜せ࡛ࡿ࠶。

ᩆᛴᏳᚰ࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ㸦7119ݡ㸧㸦௨ୗ7119ࠖݡࠕཪはࠕᮏ஦ᴗࠖと࠸う。㸧は、ఫẸ

、り࠶㟁ヰ┦ㄯ஦ᴗ࡛ࡿࡌㄯに応┦ࡀㆤᖌ等のᑓ㛛ᐙ┳ࡸの㝿に、་ᖌ࢞ࢣࡸ⑓Ẽ࡞ᛴࡀ

ఫẸにᏳᚰ࣭Ᏻ඲をᥦ౪ࡿࡍととࡶに、㐺᫬࣭㐺ษ࡞ᩆᛴせㄳࡸ་⒪ᶵ㛵受デを行うୖ࡛

ᴟ࡚ࡵ᭷ຠ࡞஦ᴗ࡛ࡿ࠶。

ᮏㄪ㐩は、ۑۑ┴㸦௨ୗࠕ委託者ࠖと࠸う。㸧7119ݡࡀの㐠⏝を㛤ጞࡿࡍことにక࠸、

㟁ヰ┦ㄯ஦ᴗの㐠Ⴀを委託ࡶࡿࡍの࡛ࡿ࠶。

㸱 ஦ᴗࡢᴫせ

ᮏ஦ᴗはۑۑ┴ෆᕷ⏫ᮧを対㇟とࡋ、ఫẸࡽ࠿の㟁ヰに対࡚ࡋ、⥭ᛴᗘุᐃを⏝ࡓ࠸ᩆ

ᛴ་⒪┦ㄯと་⒪ᶵ㛵᱌ෆを行うࡶの࡛ࡿ࠶。

ᩆᛴ་⒪┦ㄯは、ఫẸࡀᛴ࡞⑓Ẽ࢞ࢣࡸをࡓࡋ᫬、ᩆᛴ㌴を࿧࠿ࡪ、་⒪ᶵ㛵を受デࡍ

㟁ヰࡀう。㸧࠸ㄯဨࠖと┦ࠕ㝿に、┦ㄯဨ㸦┳ㆤᖌཪはᩆᛴᩆ࿨ኈ㸧㸦௨ୗࡓࡗ㏞࠿き࡭

ᩆᛴ㌴ࡸ↓യ⑓の⥭ᛴᛶの᭷、ࡋを基に⥭ᛴᗘをุᐃ࡝࡞≦⑕ࡸ࠼ㄯ者のッ┦ࡓࡋྲྀ⫈࡛

せㄳのせྰのຓゝ、応ᛴᡭᙜの᪉ἲ等のࢫ࢖ࣂࢻ࢔を行う。࡞お、⥭ᛴᗘࡀ㧗࠸とุ᩿ࡋ

。のせㄳを行うࡋ┤ࡅの㌿㏦ཪは᥃࡬␒ሙྜは、119ࡓ

་⒪ᶵ㛵᱌ෆは、┦ㄯ者の⌧ᅾᆅࡸ受デをᕼᮃࡿࡍデ⒪⛉等ࡽ࠿、᫬㛫ᖏẖの受デྍ⬟

。་⒪ᶵ㛵の᱌ෆを行う࡞

４ ጤクᮇ㛫

௧࿴ࠐᖺࠐ᭶ࠐ᪥㸦ࠐ㸧ࡽ࠿௧࿴ࠐᖺࠐ᭶ࠐ᪥㸦ࠐ㸧࡛ࡲ

㸳 ┦ㄯཷ௜᫬㛫

24᫬㛫365᪥(ᖺᮎᖺጞཬࡑࡧの௚の᪥⚃᪥をྵࡴ)

ͤ 実施᫬㛫を指ᐃࡿࡍሙྜは、ᖹ᪥はۑ᫬ۑࡽ࠿᫬࡛ࡲ、᪥⚃᪥はۑ᫬ۑࡽ࠿᫬࡛ࡲと

。ࡿࡍ
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➨㸰 ᴗົෆᐜ➼࡟㛵ࡿࡍ஦㡯

㸯 ᴗົෆᐜ

㸦㸯㸧ィ⏬⟇ᐃ

受託者は、ᮏᴗົを実施ࡵࡓࡿࡍにᚲせとࡿ࡞ேဨ㓄⨨、◊ಟ等に対ࡿࡍィ⏬をࡽ࠶

。ことࡿࡓ࠶委託者と༠㆟のୖ、㐠Ⴀに、ࡋ策ᐃࡵࡌ࠿

㸦㸰㸧ேဨ㓄⨨

ձ ᚲせ࡞ேဨࡢ☜ಖ

受託者は、ୗグղの㓄⨨ேᩘを基‽とࡋ、᝿ᐃࡿࢀࡉ┦ㄯ௳ᩘをཧ⪃にఇ᠁ࡸ㞳ᖍ、

஺௦࡝࡞を⪃៖にධࢀ、ᖖに」ᩘ௳のᩆᛴ་⒪┦ㄯをྠ᫬に受ࡿࡅこと࡛ࡀきࡼࡿう、

受௜ဨ、┦ㄯဨཬࡧᖖ㥔་ᖌ࣭࣮࢜ࣥࣝࢥ་ᖌ㸦௨ୗࣇࢵࢱࢫࠕ等ࠖと࠸う。㸧に࠸ࡘ

࡚、ᚲせᩘを☜ಖࡿࡍこと。

ղ ேဨࡢ㓄⨨࡟ಀࡿᇶ‽

࢔ ཷ௜ဨ㸸ᖖ᫬ྡࠐ௨ୖ

࢖ ┦ㄯဨ㸸ᖖ᫬ྡࠐ௨ୖ

࢘ ᖖ㥔་ᖌཪ࣮ࣝࢥࣥ࢜ࡣ་ᖌ㸸ᖖ᫬ྡࠐ

ͤ ஺௦᫬にお࣒ࢸࢫࢩ、ࡿࡅのࣟࢺ࢘࢔ࢢࣟ、ࣥ࢖ࢢにࡿࡼ✵ⓑ᫬㛫を⏕ࡼ࠸࡞ࡌう

にࡿࡍこと。

ͤ は、受௜ဨ࡚࠸ࡘお┅の᫬ᮇにࡸの኱ᆺ㐃ఇ᫬࡝࡞ᖺᮎᖺጞ、ࢡ࣮࢕࢘ࣥࢹ࣮ࣝࢦ

はᖖ᫬ྡࠐ௨ୖ 、┦ㄯဨはᖖ᫬ྡࠐ௨ୖを㓄⨨ࡿࡍこと。

ͤ ᖺ㛫┦ㄯ௳ᩘは ⣙ࠐࠐ୓௳を᝿ᐃࡿ࠸࡚ࡋ。

㸦㸱㸧┦ㄯဨ➼ࡢᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍ◊ಟ➼

受託者は、᪂つに᥇⏝ࡓࡋ受௜ဨཬࡧ┦ㄯဨに対࡚ࡋ、ᚲせ࡞ᢏ⬟を⩦ᚓࡵࡓࡿࡏࡉ、

┦ㄯᴗົ㛤ጞ࡛ࡲにୗグձ㹼յをྵࡴ◊ಟを実施ࡿࡍこと。

ࡸ஦ᴗ᳨ド、࠿࡯ୗグձ㹼յの◊ಟの、ࡵࡓࡿをᅗୖྥࡧᮏ஦ᴗの㉁の⥔ᣢཬ、ࡓࡲ

་⒪᝟ሗにಀࡿ◊ಟ࡝࡞をẖ᭶ࠐᅇ௨ୖ実施ࡿࡍこと。࡞お、◊ಟにࡿ࠿࠿㈝⏝は委託

ᩱにྵࡶࡿࡵのとࡿࡍ。

ձ 㟁ヰᑐᛂ◊ಟ

受௜ဨ、┦ㄯဨと࡚ࡋᚲせ࣮ࢼ࣐࡞ཬࡧ㟁ヰ対応に㛵ࡿࡍ◊ಟ

ղ ಶே᝟ሗྲྀᢅ࠸◊ಟ

ᮏᴗົの実施にᙜᢅ࡚ࡗࡓうಶே᝟ሗのྲྀᢅ࠸に㛵ࡿࡍ◊ಟ

ճ ➃ᮎ᧯స◊ಟ

ᩆᛴ་⒪┦ㄯཬࡧ་⒪ᶵ㛵᱌ෆにお࡚࠸౑⏝࣒ࢸࢫࢩࡿࡍの➃ᮎ᧯సに㛵ࡿࡍ◊ಟ

մ ಟ◊ࣝࢥࢺࣟࣉ

┦ㄯ者の⑕≧࡝࡞を基に⥭ᛴᗘをุᐃࡵࡓࡿࡍのࣝࢥࢺࣟࣉに㛵ࡿࡍ◊ಟ

յ ಟ◊ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ

実㝿のၥࡏࢃྜ࠸を᝿ᐃࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡓࡋ᪉ᘧ࡛の◊ಟ
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㸦４㸧ᴗົ࣐ࡢࣝ࢔ࣗࢽసᡂ

受託者は、ᮏᴗົの実施にᙜ࡚ࡗࡓ、委託者と༠㆟のう࠼ᴗົ࣐ࣝ࢔ࣗࢽをసᡂࡿࡍ

こと。ࡓࡲ、஦ᴗの実施≧ἣに応࡚ࡌ、委託者と༠㆟のう࠼ᨵゞを行うࡶのとࡿࡍ。

㸰 ཷク⪅ࡿࡅ࠾࡟ேဨయไ

㸦㸯㸧ཷ௜ဨ

㟁ヰの受௜を行࠸、ᚲせに応ࡌ、┦ㄯ者の⌧ᅾᆅ、ᖺ㱋、ᛶู等の⪺きྲྀりを行࠸、

་⒪ᶵ㛵᱌ෆをᕼᮃࡿࡍሙྜは་⒪ᶵ㛵᱌ෆを実施ࡋ、ᩆᛴ་⒪┦ㄯをᕼᮃࡿࡍሙྜは

┦ㄯဨ࡬のᘬ⥅ࡂを行う。

の௚ᮏᴗົの実施にᚲࡑ、ࡸの་⒪ᶵ㛵の᳨⣴࡚ࡋ⏝ቃをά⎔ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖、お࡞

せࣥࢥࢯࣃ࡞の᧯సࡿ࠶࡛⬟ྍࡀこと。

㸦㸰㸧┦ㄯဨ

┦ㄯ者ࡽ࠿⑕≧の⪺きྲྀりを行࠸、┦ㄯ࣒ࢸࢫࢩにධຊࡋ⥭ᛴᗘุᐃࣝࢥࢺࣟࣉ等に

の㌿࡬␒་⒪ᶵ㛵᱌ෆ、119ࡸり、応ᛴᡭᙜのຓゝࡼり⥭ᛴᗘุᐃを行う。ุᐃ⤖ᯝにࡼ

㏦ࡸ᥃ࡋ┤ࡅのせㄳ࡝࡞の対応を行う。

┦ㄯဨは、┳ㆤᖌཪはᩆᛴᩆ࿨ኈ㈨᱁を᭷ࡋ、┳ㆤᖌཪはᩆᛴᩆ࿨ኈと࡚ࡋのᴗົ⤒

㦂ࡀおおۑࡡࡴᖺ௨ୖの者とࡋ、ᩆᛴᝈ者に対ࡿࡍ応ᛴฎ⨨ࡑの௚┦ㄯᴗົの実施にᚲ

せ࡞་⒪୍⯡に㛵ࡿࡍ▱㆑ཬࡧ⤒㦂を᭷ࡿࡍ者とࡿࡍこと。

ࡍ⨨㸯ྡは指導ᩍ⫱ⓗᙺ๭をᢸうᖖ໅の⫋ဨを☜ಖ、㓄ࡕ௨ୖのうྡۑㄯဨ┦、ࡓࡲ

こࡿࡍ者とࡿࡍり、୍ᐃのᩆᛴ┳ㆤ⤒㦂を᭷࠶ࡀの┦ㄯဨは指導ᩍ⫱ⓗ⤒㦂ࡑ。ことࡿ

と。

の௚ᮏᴗົの実施にᚲࡑ、ࡸの་⒪ᶵ㛵の᳨⣴࡚ࡋ⏝ቃをά⎔ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖、お࡞

せࣥࢥࢯࣃ࡞の᧯సࡿ࠶࡛⬟ྍࡀこと。

㸦㸱㸧ᖖ㥔་ᖌ࣭࣮࢜ࣥࣝࢥ་ᖌ

┦ㄯဨࡀᩆᛴ་⒪┦ㄯに対応ࡿࡍ㝿、⥭ᛴᗘุᐃࡸデ⒪⛉┠等のุ᩿に㏞ࡓࡗሙྜ、

┦ㄯဨࡽ࠿の┦ㄯに応࡚ࡌຓゝを行う。

ᮏᴗົの㐙行にᚲせ࡞▱㆑ཬࡧ⤒㦂を᭷ࡿࡍᩆᛴ⛉ᑓ㛛་࡛ࡿ࠶ととࡶに、➨㸯の㸳

につᐃࡿࡍ┦ㄯ受௜᫬㛫ෆに、ᖖ㥔ཪは࣮࢜ࣥࣝࢥయไ࡛ᚅᶵࡋ、┦ㄯဨࡽ࠿の┦ㄯに

対応࡛きࡿయไをᩚࡿ࠼こと。

㸱 ᴗົᐇ᪋࡟㛵ࡿࡍ஦㡯

㸦㸯㸧ᴗົ㈐௵⪅ࡢ㓄⨨

受託者は、委託者ࡽ࠿の㐃⤡❆ཱྀとࡿ࡞ᴗົ㈐௵者をᐃࡵ委託者࡬㏻▱ࡿࡍこと。

ᴗົ㈐௵者は、ᮏᴗົの実施ሙᡤ㸦࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ㸧࡬ᐃᮇⓗ㸦おおࡡࡴ㐌㸯ᅇ௨ୖ㸧

にᕠᅇを行࠸、受௜ဨཬࡧ┦ㄯဨの໅ົ≧ἣを㝶᫬ᢕᥱࡋ、ᚲせに応࡚ࡌ㐺ษに指♧を

行うととࡶに、ࡑの⤖ᯝをሗ࿌ࡿࡍこと。

㸦㸰㸧ᴗົ㈐௵⪅ཬࡧ┦ㄯဨ➼ྡࡢ⡙ࡢసᡂ

受託者は、ᮏᴗົの㛤ጞ๓に、ᴗົ㈐௵者ཬࣇࢵࢱࢫࡧ等のྡ⡙㸦㈨᱁、㟁ヰ┦ㄯ等
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の⤒㦂Ṕをྵࡴ。㸧を委託者にᥦฟࡿࡍこと。ྡ⡙には┳ㆤᖌཬࡧᩆᛴᩆ࿨ኈの☜ಖయ

ไ㸦ᑓ௵ཪはව௵㸧ཬࡧ་ᖌの☜ಖయไ㸦ᖖ㥔ཪは࣮࢜ࣥࣝࢥにࡿࡼᨭ᥼యไ等㸧にࡘ

。ことࡿࡍグ㍕ࡶ࡚࠸

４ ┦ㄯᴗົ࡟㛵ࡿࡍᑐᛂ

㸦㸯㸧ᩆᛴ་⒪┦ㄯ

⥭ᛴᗘのุᐃにᙜ࡚ࡗࡓは、⥭ᛴᗘุᐃࢥࢺࣟࣉ 㸦ࣝ㟁ヰ┦ㄯ㸧࠙ ⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇసᡂࠚ

をཧ⪃に、┦ㄯ者ࡓࡋྲྀ⫈ࡽ࠿ෆᐜにࡼり行うこと。ࡓࡲ、ᚲせに応࡚ࡌ་ᖌ࡬の┦ㄯ

を行うこと。

㟁ヰ┦ㄯの⤖ᯝ、་⒪ᶵ㛵を受デࡿࡍᚲせ࠸࡞ࡀሙྜには、⑕≧に応ࡓࡌ対ฎἲ等を

ㄝ᫂ࡿࡍこと。

㸦㸰㸧་⒪ᶵ㛵᱌ෆ

┦ㄯෆᐜに応࡚ࡌ、་⒪ᶵ㛵を受デࡿࡍᚲせᛶの᭷↓に࡚࠸ࡘᅇ⟅をࡿࡍこと。

受デࡿࡍᚲせࡿ࠶ࡀሙྜཪは┦ㄯ者ࡽ࠿་⒪ᶵ㛵᱌ෆをồࡓࢀࡽࡵሙྜは、ࡌ࠿ࡽ࠶

。ࡿࡍ་⒪ᶵ㛵᝟ሗをᥦ౪ࡿࡵㄯ者のồ┦、࡚࠸⏝་⒪ᶵ㛵᝟ሗをࡿࡍᥦ౪ࡀ委託者ࡵ

の࡝࡞་⒪ᶵ㛵の᱌ෆ࡞ඃⰋ、ࡋᥦ౪ࡳののࡶ࡞はᐈほⓗ࡚ࡗࡓお、᝟ሗᥦ౪にᙜ࡞

୺ほをせࡶࡿࡍのは対応࠸࡞ࡋこと。

㸦㸱㸧ᑠඣ࡟㛵ࡿࡍ┦ㄯ

15ṓᮍ‶のᑠඣに㛵ࡿࡍ┦ㄯに࡚࠸ࡘは、ࡎࡲ⥭ᛴᗘุᐃを行࠸、⥭ᛴᗘࡀప࠸とุ

8000㸧ࠖݡᑠඣᩆᛴ་⒪㟁ヰ┦ㄯ㸦┴ۑۑࠕ、࡚ࡌሙྜには┦ㄯ者のᕼᮃに応ࡓࢀࡉ᩿

等に᱌ෆࡿࡍ等の対応をとࡿこと。

㸦４㸧እᅜேࡢࡽ࠿┦ㄯ㸦ཷク⪅ࡀ┦ㄯࢆ࣒ࢸࢫࢩ⏝ពࡿࡍሙྜ㸧

እᅜேࡽ࠿の┦ㄯに対応ࡵࡓࡿࡍ、ከゝㄒ㏻ヂ࡝࡞ࢫࣅ࣮ࢧの㏻ヂ者を஺ࡓ࠼㸱者㏻

ヰにࡿࡼ┦ㄯయไをᩚࡿ࠼こと。

対応ゝㄒはۑㄒ㸦ⱥㄒ、୰ᅜㄒ㸦໭ிㄒ㸧、㡑ᅜㄒ、࢖ࢱㄒ、࣒࣋ࢼࢺㄒ…㸧とࡿࡍ。

。ことࡿࡍഛ‽ࡀ受託者、ࡶ࡚࠸ࡘの㟁ヰᶵ等にࡵࡓお、㸱者㏻ヰを行う࡞

㸦㸳㸧┦ㄯᴗົ࡟㛵ࡿࡍグ㘓

஦ᴗ実⦼をሗ࿌ࡵࡓࡿࡍ、஦᱌ẖの┦ㄯෆᐜに㛵ࡿࡍ஦㡯をグ㘓ࡋ、୍ᐃᮇ㛫ಖᏑࡍ

。ことࡿ

࠙グ㘓ෆᐜ㸦౛㸧ࠚ

ձ ┦ㄯ᪥᫬࣭᭙᪥

ղ ┦ㄯᑐ㇟⪅㸦ᖺ㱋࣭ᛶ別㸧

ճ ┦ㄯᑐ㇟⪅ࡢ࡜⥆᯶㸦┦ㄯ⪅࡜┦ㄯᑐ㇟⪅ࡿ࡞␗ࡀሙྜ㸧

մ ┦ㄯ⪅ࡢ⌧ᅾᆅ㸦ᕷ༊⏫ᮧ㸧

յ ┦ㄯෆᐜ

ն ┦ㄯ⤖ᯝ

շ ་ᖌࡢẶྡ㸦་ᖌ࡬┦ㄯࡓࡋሙྜ㸧

ո ་⒪ᶵ㛵ྡ㸦་⒪ᶵ㛵ࢆ᱌ෆࡓࡋሙྜ㸧
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չ ཷ௜⪅

㸦㸴㸧㔜኱᱌௳Ⓨ⏕᫬ࡢᑐᛂ

ࢹࢩࣥ࢖㔜኱࡞うࡼࡿ⿕୙฼┈をࡀㄯ者┦、࡝࡞஦᱌ࡿࢀࢃ␲ࡀࢪ࣮࢔ࣜࢺ࣮ࢲࣥ࢔

対応ࡸに、対ฎᚋに┦ㄯෆᐜࡶととࡿࡍに委託者にሗ࿌࠿ࡸ㏿、ሙྜはࡓࡋ⏕Ⓨࡀࢺࣥ

策にࡋ⌮ᩚ࡚࠸ࡘ、ᨵ࡚ࡵሗ࿌ࡿࡍこと。

。ことࡿࡅయไをタࡿࡍ委託者と᳨ド࡚ࡌᚲせに応、ࡓࡲ

㸳 ጤク⪅࡟ᑐࡿࡍሗ࿌➼

┦ㄯグ㘓のᩚ⌮、┳ㆤᖌཬࡧ་ᖌとの㐃⤡ㄪᩚཬࡧ஦ᴗሗ࿌のᩚ⌮等を行うととࡶに、

委託者に対࡚ࡋୗグ㸦㸯㸧ࡽ࠿㸦㸱㸧のෆᐜをሗ࿌ࡿࡍこと。

。ことࡿࡍにᥦฟ࠿ࡸ㏿、ሙྜはࡓࡅሗ࿌のせㄳを受࡞ᚲせࡽ࠿お、委託者࡞

㸦㸯㸧஦ᴗᐇ⦼ࡢሗ࿌

受託者は、㸲㸦㸳㸧࡛ グ㘓ࡓࡋෆᐜに࡚࠸ࡘ、ᙜ᭶ศとᖺᗘ⣼ィの実⦼をྲྀりࡲとࡵ、

委託者࡬ẖ᭶、᭩㢮ཪはࢱ࣮ࢹにࡼりሗ࿌ࡿࡍこと。

㸦㸰㸧⥭ᛴᗘุᐃࣝࢥࢺࣟࣉཬࡧᩆᛴ་⒪┦ㄯ࡟㛵ࡿࡍ஦ᴗ᳨ド࡟ಀࡿሗ࿌

⥭ᛴᗘุᐃࣝࢥࢺࣟࣉཬࡧᩆᛴ་⒪┦ㄯに㛵ࡿࡍ஦ᴗ᳨ドを行う㝿にᚲせとࡿ࡞、⤫

ィ等のࡸ⌮⟶ࢱ࣮ࢹᴗົのㄢ㢟ᢳฟを行࠸、ሗ࿌ࡿࡍこと。ࡽࡉに、ᮏ஦ᴗに㛵㐃ࡿࡍ

఍㆟࡬のฟᖍ࡝࡞に༠ຊࡿࡍこと。

㸦㸱㸧ᇶᮏⓗ࡞ᛂ⟅⋡ࡢホ౯ࡢࡵࡓ࠺⾜ࢆሗ࿌

受託者は、ู⣬㸯ࠕヲ⣽࡞応⟅⋡のホ౯を行うࡵࡓのሗ࿌ࠖにᚑ࠸、委託者にࡿࡼ

。ことࡿࡍ委託者にሗ࿌、ࡋ᝟ሗを཰㞟ࡿ࡞7119の応⟅⋡のホ౯にᚲせとݡ

ͤ஦ᴗの実施にᙜ࡚ࡗࡓ、応⟅⋡の┠ᶆをタᐃࡿࡍሙྜ、ලయⓗ್ᩘ࡞をグ㍕ࡿࡍこと。

㸴 ฼⏝⪅➼ࡢࡽ࠿ពぢ࡟ᑐࡿࡍᑐᛂ

受託者は、ู⣬㸰ࠕ฼⏝者等ࡽ࠿のពぢに対ࡿࡍ対応ࠖにᚑ࠸、ᐤࡓࢀࡽࡏពぢのሗ࿌

ཬ᳨ࡧド等を行うこと。࡞お、対応にᙜ࡚ࡗࡓは、௨ୗの஦㡯に␃ពࡿࡍこと。

㸦㸯㸧ලయⓗ࡞஦᱌࡟㛵ࡿࡍពぢ࡛ࡿ࠶ሙྜࠊࡣ஦᱌ࡢ஦ᐇ㛵ಀࡢ☜ㄆࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ

㸦㸰㸧ᐤࡓࢀࡽࡏពぢ7119ཷݡࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ಙ⪅㸦ཷ௜ဨཬࡧ┦ㄯဨ㸧௨እࡢ⪅㸦ᴗ

ົ㈐௵⪅➼㸧ࡀᑐᛂࠊ࠾࡞ࠋ࡜ࡇࡿࡍពぢࡀ㟁ヰ࡛ᐤࡓࢀࡽࡏሙྜࡢᑐᛂ࡟㝿ࡋ

����ݡࠊࡋ⏝฼ࢆ⥺ᅇࡢ7119ᅇ⥺௨እݡࡣ࡚ᅇ⥺ࡢ☜ಖ࡟ດࠋ࡜ࡇࡿࡵ

㸦㸱㸧ཷク⪅ࡿࡼ࡟ᑐᛂࡀᅔ㞴࡛ࡓࡋุ᩿࡜ࡿ࠶ሙྜࠊࡣጤク⪅࡟ᑐᛂࢆ౫㢗ࡇࡿࡍ

ࠊሙྜࡪཬ࡟㛗᫬㛫ࡀᑐᛂ᫬㛫ࠊࡣ࡜ሙྜ࡞ᅔ㞴ࡀᑐᛂࡿࡼ࡟⪅クཷࠊ࠾࡞ࠋ࡜

ពぢࡢⓎಙ⪅ཷࡀク⪅ࡿࡼ࡟ᑐᛂ࡛⣡ᚓ࠸࡞ࡋሙྜཬࡧពぢࡢෆᐜࡀጤク⪅㸦ᐇ

᪋୺య࡛ࡿ࠶⾜ᨻᶵ㛵㸧ࡢ࡚ࡋ࡜ぢゎࢆồࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡵሙྜ➼࡛ࠋࡿ࠶

㸦４㸧ᡭ紙࡛࣮࣓ࣝࠊᐤࡓࢀࡽࡏពぢཷࠊࡕ࠺ࡢク⪅ࡿࡼ࡟ᑐᛂࡀᅔ㞴ุ࡛᩿࡜ࡿ࠶

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ౫㢗ࢆᑐᛂࠊࡋሗ࿌࡟⪅ጤク࡟࠿ࡸ㏿ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࡢࡶࡓࡋ
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㸦㸳㸧ලయⓗ࡞஦᱌࡟㛵ࡿࡍពぢࡀጤク⪅࡟ᐤࡓࢀࡽࡏሙྜࠊࡣጤク⪅ཷࡽ࠿ク⪅࡟

஦ᐇ㛵ಀࡢ☜ㄆ࡟ࢀࡇࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆᛂࠋ࡜ࡇࡿࡌ

㸵 ᴗົࡢᘬ⥅ࡂ

㸦㸯㸧ᘬ⥅ࡢࡂ‽ഛ

受託者は、実ົⓗ࡞ᴗົᘬ⥅ࡂの‽ഛをවࡡ、ᮏ௙ᵝ᭩の࠿࡯、ᴗົ㐙行ୖᚲせと࡞

。ことࡿࡍをᥦฟࢀにこ࠿ࡸ㏿ሙྜはࡓࢀࡽࡵồࡽ࠿委託者、ࡋ⌮ᩚࡽ࠿㈨ᩱ等を᪥㡭ࡿ

㸦㸰㸧ᘬ⥅ࡢࡂᐇ᪋

受託者は、委託者ࡽ࠿指♧ࡓࡗ࠶ࡀሙྜには、➨㸯の㸲にᐃࡿࡵ委託ᮇ㛫の⤊ᮇにඛ

に࠿ࡸ㏿等をࢱ࣮ࢹ࡞ᚲせ、࠿࡯ࡿࡼᴗົ㈨ᩱ等に、࡛ୖࡓࡋᮇ㛫を☜ಖ࡞༑ศ、ࡕ❧

ᥦ౪ࡋ、委託者の指♧ࡿࡍ者に対࡚ࡋ、実ົⓗ࡞ᘬ⥅ࡂを実施ࡿࡍこと。この㝿、受託

者は、ᮏ஦ᴗを行うேဨとはูにᘬ⥅ࡂを行うࡵࡓのேဨを㓄⨨ࡿࡍこと。

受託者、ࡋのとࡶは委託者の指♧にᚑう࡚࠸ࡘに࡝࡞᫬㛫ࡸの実施᪉ἲࡂ⥅ᘬ、ࡓࡲ

。ことࡿࡍሙྜは、委託者と༠㆟ࡿࡍ㈙ྲྀり、ㆡΏࡀを委託者ࣝ࢔ࣗࢽᴗົ࣐ࡓࡋసᡂࡀ

ͤ 受託者ࡀ➨㸯の㸲にᐃࡿࡵ委託ᮇ㛫ᚋࡶᘬき⥆きᮏᴗົを受託ࡿࡍሙྜは、ᮏ㡯

┠の実施はᚲせ࠸࡞。

➨㸱 ┦ㄯ࣒ࢸࢫࢩཬࡧᴗົタഛ࡟㛵ࡿࡍ஦㡯

㸯 ᐇ᪋ሙᡤ

㸦㸯㸧ጤク⪅ࡀ‽ഛࡿࡍ᪋タࢆ฼⏝࡚ࡋ஦ᴗࢆᐇ᪋ࡿࡍሙྜ

┦ㄯᴗົを行う࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥのタ⨨ሙᡤは、委託者の㈇ᢸにお࡚࠸⏝ពࡿࡍ。

ۑۑۑۑ-ࠐۑۑࠛ

㸦ᡤᅾᆅ㸧

㸦㸰㸧ཷク⪅ࡀ‽ഛࡿࡍ᪋タࢆ฼⏝࡚ࡋ஦ᴗࢆᐇ᪋ࡿࡍሙྜ

┦ㄯᴗົを行う࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥのタ⨨ሙᡤは、受託者の㈇ᢸにお࡚࠸⏝ពࡿࡍ。

。ことࡿ࠶ሙᡤ࡛ࡿࢀࡽᅗࡀのಖㆤ࣮ࢩࣂ࢖ࣛࣉࡿࡍㄯ者に㛵┦、ࡋࡔࡓ

㸰 ┦ㄯ࣒ࢸࢫࢩ

㸦㸯㸧ጤク⪅ࡀ⏝ពࡿࡍሙྜ

受託者は、委託者ࡀ⏝ព࣒ࢸࢫࢩࡓࡋを౑⏝ࡿࡍこと。

㸦㸰㸧ཷク⪅ࡀ⏝ពࡿࡍሙྜ

ձ ┦ㄯࡢ㟁ヰࡿࡅཷࢆ㝿ۑۑࠕ࢔ࠊࡵࡌ࠿ࡽ࠶ࠊࡣ┴ᩆᛴ་⒪㟁ヰ┦ㄯࡢ❆ཱྀ

ุ᩿ࡢ⪅ㄯ┦࡛ࡲࡃ࠶ࠊࡃ࡞ࡣデ⒪࡛ࡣᩆᛴ་⒪㟁ヰ┦ㄯࠕ࢖ࠊࠖ࡜ࡇࡿ࠶࡛

ㄝ᫂ࠋ࡜ࡇࡿࡍㄝ᫂ࡎᚲࢆࠖ࡜ࡇࡿ࠶ᣦᑟ࡛ࠊຓゝࡢࡵࡓ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ࡜⪄ཧࡢ

ࠋࡿࡍ࡜᱌ෆࡿࡼ࡟ࢫࣥࢲ࢖㡢ኌ࢞ࡣ௜ဨ࣭┦ㄯဨཪཷࠊࡣ᪉ἲࡢ

ղ ᅇ⥺ΰ㞧ࡾࡼ࡟ᅇ⥺࠸࡞ࡽࡀ⧄ࡀሙྜࠊࡣᚅᶵ࣓ࢆࢪ࣮ࢭࢵὶ࡟ࡶ࡜࡜ࡍ㡢
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ኌ࢞ࡾࡼ࡟ࢫࣥࢲ࢖ᚅᶵ୰≧ែ࡚ࡋ࡜ಖࡓ࠸✵ࡢ࣮ࢱ࣮ࣞ࣌࢜ࠊࡕ㡰࡟╔ಙࡉ

ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ᭷ࢆ⬟ᶵࡿࡏ

ճ ᅇ⥺ۑࡣᅇ⥺ࠊ࡚࡟࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ୍ྠࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜௚ࡢጤクᴗົ➼࡜

㟁ヰᅇ⥺ࢆඹ⏝ࡿࡍሙྜࠊᑡࡶ࡜ࡃ࡞㸰ᅇ⥺௨ୖ7119ݡࡣᑓ⏝ࡢᅇ⥺ࢆ☜ಖࡍ

ࠋ࡜ࡇࡿ

մ ㏻ヰ࡟ಀࡿ㡢ኌࢆ㘓㡢ࡢࡵࡓࡿࡍ⿦⨨ࢆタ⨨ࠊࡋ㡢ኌグ㘓ࢆಖ⟶ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

յ ཷ௜ဨཬࡧ┦ㄯဨࡀ་⒪ᶵ㛵᱌ෆ࡟ࡵࡓ࠺⾜ࢆᚲせࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖ࡿ࡞࡜⎔

ቃᩚࢆഛࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㸱 ᴗົタഛ

㸦㸯㸧㏻ಙタഛ➼

ձ ጤク⪅ࡀ⏝ពࡿࡍሙྜ

委託者ࡀ⏝ពࡿࡍタഛを౑⏝ࡿࡍこととࡋ、᭶㢠基ᮏㅖ㈝⏝、㏻ಙᩱཬࡧ౑⏝ᩱに

。㸧ࡴྵ㈝㸦ග⇕Ỉࡿࡍ㈇ᢸࡀは委託者࡚࠸ࡘ

ղ ཷク⪅ࡀ⏝ពࡿࡍሙྜ

受託者ࡀ⏝ពࡿࡍタഛを౑⏝ࡿࡍこととࡋ、᭶㢠基ᮏㅖ㈝⏝、㏻ಙᩱཬࡧ౑⏝ᩱに

。㸧ࡴྵ㈝㸦ග⇕Ỉࡿࡍ㈇ᢸࡀは受託者࡚࠸ࡘ

㸦㸰㸧ഛရࡢᡭ㓄

ձ ጤク⪅ࡀ⏝ពࡿࡍሙྜ

ᴗົにᚲせ࡞ᮘཬ࡝࡞ࣥࢥࢯࣃࡧのഛရ୪ࡧにࣟ࡝࡞࣮࢝ࢵのഛရは委託者ࡀ⏝ព

。ࡿࡍព⏝࡚࠸こと。このሙྜ、委託者の㈇ᢸにおࡿࡍ⏝のを౑ࡶࡿࡍ

ղ ཷク⪅ࡀ⏝ពࡿࡍሙྜ

ᴗົにᚲせ࡞ᮘཬ࡝࡞ࣥࢥࢯࣃࡧのഛရ୪ࡧにࣟ࡝࡞࣮࢝ࢵのഛရは受託者ࡀ⏝ព

。ࡿࡍព⏝࡚࠸こと。このሙྜ、受託者の㈇ᢸにおࡿࡍ⏝のを౑ࡶࡿࡍ

㸦㸱㸧タഛࡢ⟶⌮

委託者の⏝ពࡿࡍ㏻ಙタഛࡸഛရ等に࡚࠸ࡘは㐺ṇに⟶⌮ࡋ、ᴗົにᨭ㞀ࡀฟࡼ࠸࡞

う受託者ࡀ㈐௵を࡚ࡗࡶ⟶⌮を行うこと。࡞お、受託者のᨾព࣭㐣ኻにࡼり、㏻ಙタഛ

実㈝┦ᙜࡿࡍᙜヱẋᦆのᅇ᚟にせ࡚ࡋሙྜは、受託者は委託者に対ࡓࡋഛရ等をẋᦆࡸ

㢠をᨭᡶうࡶのとࡿࡍ。

。ことࡿࡵは、ᴟຊ⠇⣙にດ࡚ࡗࡓ࠶Ỉ㐨等の౑⏝に࣭ࢫ㟁Ẽ࣭࢞、ࡓࡲ

7
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➨４ ᝟ሗ࡟࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭ㛵ࡿࡍ஦㡯

㸯 ᝟ሗ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭ

ᮏᴗົの実施に࡚ࡗࡓ࠶は、௨ୗにᥖࡿࡆᶵᐦಖᣢのࡵࡓの対策をㅮࡿࡌこと。

㸦㸯㸧࡟➼ࣇࢵࢱࢫᑐࠊ࡚ࡋᴗົୖ▱ࡾᚓࡓಶே᝟ሗࠊ࡚࠸ࡘ࡟㞳⫋ᚋ₃࡚ࡵྵࡶὤ

ࠋ࡜ࡇࡿࡅ௜ົ⩏ࢆᥦฟࡢㄋ⣙᭩ࠖࠕ࠺ࡼ࠸࡞ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

㸦㸰㸧ಶே᝟ሗ࡚࠸ࡘ࡟㐺ษ࡞ಖㆤᥐ⨨ࢆㅮࡿࡎయไᩚࢆഛࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋᢸಖࡿࡍ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍᚓྲྀࢆࢡ࣮࣐࣮ࢩࣂ࢖ࣛࣉࡢ㸦୍㈈㸧᪥ᮏ᝟ሗ⤒῭♫఍᥎㐍༠఍ࠊࡵࡓ

㸦㸱㸧ጤク⪅࡬ሗ࿌ࡿࡍሙྜࢆ㝖ࠊࡁ⏬㠃ࡢࡑࠊ࡚࠸ࡘ࡟➼ࢱ࣮ࢹࠊ࣮ࣆࢥࢻ࣮ࣁࡢ

ᡭẁࡢዴఱࢆၥ୍ࡎࢃษࡢฟຊࠊᣢࡕฟࢆࡋ⚗Ṇࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㸦４㸧ጤク⪅ࡽ࠿ᴗົୖᚲせࡿ࡞࡜㈨ᩱࡢ㈚୚ࡓࡅཷࢆሙྜࠊᙜヱ㈨ᩱࢆᴗົᐇ᪋ሙ

ᡤ௨እ࡬ᣢࡕฟࠋ࡜ࡇ࠸࡞ࡉ

㸦㸳㸧㘓㡢グ㘓ࡸᑐᛂグ㘓ࠊ࡝࡞ᴗົ㐠Ⴀୖసᡂࡓࡋ㈨ᩱ➼ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ጤクᮇ㛫୰

㐺ษ࡟ಖ⟶ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍᮏᴗົ࡟ಀࡿᴗົሗ࿌ࡀ㐺ษ࡜ࡓࢀࢃ⾜࡟ጤク⪅ุࡀ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍᗫᲠ࡟࠿ࡸ㏿ࠊࡣᚋࡓࡋ᩿

㸦㸴㸧ᴗົᐇ᪋ሙᡤෆࡣ࡟ᴗົ㈐௵⪅ࣇࢵࢱࢫࠊ➼ཬࡧጤク⪅ࡀチྍࡓࡋ⪅௨እࡢධ

ᐊࢆ⚗Ṇࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㸦㸵㸧ࡢࡑ௚ࠊᮏᴗົࡢᒚ⾜ࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶࡟ጤク⪅ࡀᐃࡿࡵ᝟ሗ࣮ࢩ࣏ࣜ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㑂Ᏺࢆ

➨㸳 ௚ࡢࡑ

㸯 ␃ព஦㡯

㸦㸯㸧ᆅ㟈➼ࡢ⅏ᐖⓎ⏕᫬ࠊࡣ࡟┦ㄯ௳ᩘ୍ࡢ᫬ⓗ࡞ቑຍࡀぢ㎸ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿࢀࡲጤ

ク⪅ࡽ࠿ᣦ♧ࡓࡗ࠶ࡀሙྜ࡟࠿ࡸ㏿ࠊࡣேဨቑࡢ࡝࡞ᑐᛂࢆㅮ࠺ࡼࡿࢀࡽࡌయไ

ࠋ࡜ࡇࡿ࠼ᩚࢆ

㸦㸰㸧ጤク⪅ࢆ㏻ࡿࢀࢃ⾜࡚ࡋᮏᴗົ࡟㛵ࡿࡍどᐹ࣭ぢᏛ࣭ྲྀᮦ➼ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ጤク

᥋どᐹ࣭ぢᏛ࣭┤ࡀ⪅クཷࡃ࡞チྍࡢ⪅ጤクࠊ࠾࡞ࠋ࡜ࡇࡿࡍᑐᛂ࡚ࡋ༠ຊ࡜⪅

ྲྀᮦ➼ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡅཷࢆ

㸦㸱㸧┦ㄯᴗົࡓࡌ⏕࡚࠸࠾࡟஦ᨾ➼ࡢⓎ⏕࡟క࠺ἲᚊୖࡢᦆᐖ㈺ൾ㈐௵࡟ഛ࠶ࠊ࠼

ࠋ࡜ࡇࡿࡍຍධ࡟་⒪㈺ൾ㈐௵ಖ㝤ࡵࡌ࠿ࡽ

㸦４㸧ཷク⪅ࡀ☜ಖ࡟➼ࣇࢵࢱࢫࡿࡍᑐࠊ࡚ࡋປാᇶ‽ἲ᭱ࠊప㈤㔠ἲ➼ྛࡢ✀㛵ಀ

ἲ௧ࢆ㑂Ᏺࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㸦㸳㸧ᮏᴗົࡢᒚ⾜ࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶࡟ጤク⪅ࡀᐃࡿࡵ⎔ቃ࣐ࠊࡌ‽࡟࣒ࢸࢫࢩࢺ࣓ࣥࢪࢿ

⎔ቃ㈇Ⲵࡢపῶ࡟ດࠊࡓࡲࠋ࡜ࡇࡿࡵ౑⏝ࡿࡍ紙㢮ࡣ࡝࡞⎔ቃ࡟㓄៖࡜ࡢࡶࡓࡋ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㸦㸴㸧ࡢࡑ௚ࠊᮏ௙様᭩࡟グ㍕࠸࡞ࡢ஦㡯ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ጤク⪅ཷ࡜ク⪅ࡢ཮᪉࡛༠㆟

ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍỴᐃࡋ
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ヲ⣽࡞ᛂ⟅⋡ࡢホ౯ࡢࡵࡓ࠺⾜ࢆሗ࿌

㸯 ᛂ⟅⋡ࡢホ౯࡟ᚲせ࡞᝟ሗࡢ཰㞟

受託者は、委託者に7119ݡࡿࡼの応⟅⋡のホ౯にᚲせとࡿ࡞௨ୗの᝟ሗを཰㞟ࡿࡍこと。

㡯 ┠ ༢఩ ෆ  ᐜ

ᅇ⥺㛢ሰ᪥᫬ -
7119ݡࡵࡌ࠿ࡽ࠶ を受ಙࡵࡓࡿࡍに⏝ពࡿ࠸࡚ࢀࡉ㟁ヰᅇ⥺の඲࡚ࡀ

ධ㟁≧ែと࡞り㛢ሰࡽ࠿࡚ࡋ、ᙜヱ≧ែࡀゎᾘ࡛ࡲࡿࢀࡉの᪥᫬

ᅇ⥺㛢ሰ᫬㛫 ศ
7119ݡࡵࡌ࠿ࡽ࠶ を受ಙࡵࡓࡿࡍに⏝ពࡿ࠸࡚ࢀࡉ㟁ヰᅇ⥺の඲࡚ࡀ

ධ㟁≧ែと࡞り、㛢ሰࡿ࠸࡚ࡋ᫬㛫

ධ㟁௳ᩘ ௳ 㸯᫬㛫ẖのධ㟁௳ᩘ

対応௳ᩘ ௳ 㸯᫬㛫ẖの対応ࡓࡋ௳ᩘ

応⟅⋡ 㸣 㸯᫬㛫ẖのࠕ対応௳ᩘ㸭ධ㟁௳ᩘ࡛ࠖồࡿࢀࡽࡵ応⟅⋡

㓄⨨࣮࢜࣌ࣞᩘ࣮ࢱ ே 㸯᫬㛫ẖの㓄⨨࣮࢜࣌ࣞᩘ࣮ࢱ

㸯௳ẖの

ฎ⌮᫬㛫
ศ

7119ݡ㸯௳の、ࡀ࣮ࢱ࣮ࣞ࣌࢜ ධ㟁に対࡚ࡋ㏻ヰを㛤ጞࡽ࠿࡚ࡋ、඲

࡚の対応を⤊࡚࠼次のධ㟁に対応ྍ⬟࡞≧ែと࡛ࡲࡿ࡞の᫬㛫࡛、㏻ヰ

᫬㛫ͤ㸯とᚋฎ⌮᫬㛫ͤ㸰のྜィ᫬㛫

ͤ㸯 ㏻ヰ㛤ጞࡽ࠿㏻ヰ⤊஢࡛ࡲの᫬㛫࡛、㏻ヰをಖ␃ࡓࡋ᫬㛫をྵࡴ

ͤ㸰 ᫬㛫ࡓࡋㅖసᴗにせࡿࡍ⏕ධຊసᴗ等、㏻ヰ⤊஢ᚋにⓎ࣒ࢸࢫࢩ

㸰 ᛂ⟅⋡ࡢホ౯࡟ᚲせ࡞᝟ሗࡢሗ࿌

受託者は、㸯࡛཰㞟ࡓࡋ᝟ሗを௨ୗに♧ࡍሗ࿌㈨ᩱにྲྀりࡲとࡵ、委託者にሗ࿌ࡿࡍこ

と。

㸦㸯㸧7119ݡᑐᛂ≧ἣ୍ぴ㸦᪥⾲㸧ࡢసᡂ

受託者は、཰㞟ࡓࡋ᝟ሗをู⣬ᵝᘧ㸰7119ݡࠕ対応≧ἣ୍ぴ㸦᪥⾲㸧ࠖ にྲྀりࡲとࡵ、

⩣᭶の㸳Ⴀᴗ᪥┠を┠ฎに委託者にሗ࿌ࡿࡍこと。

㸦㸰㸧7119ݡᑐᛂ≧ἣ୍ぴ㸦᭶⾲㸧ࡢసᡂ

受託者は、཰㞟ࡓࡋ᝟ሗに基づき௨ୗの㡯┠に࡚࠸ࡘ⟬ฟࡋ、ู⣬ᵝᘧ㸱7119ݡࠕ対

応≧ἣ୍ぴ㸦᭶⾲㸧ࠖ にྲྀりࡲとࡵ、⩣᭶の㸳Ⴀᴗ᪥┠を┠ฎに委託者にሗ࿌ࡿࡍこと。

別紙㸯
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㡯 ┠ ༢఩ ෆ  ᐜ

᪥
ู
対
応
≧
ἣ

ྜィධ㟁௳ᩘ㸦A㸧 ௳ ᙜヱ᪥㸦24 ᫬㛫㸧୰の඲ධ㟁௳ᩘ

ྜィ対応௳ᩘ㸦B) ௳ ᙜヱ᪥㸦24 ᫬㛫㸧୰の඲対応௳ᩘ

応⟅⋡ 㸣 B㸭A ࡛ồࡿࢀࡽࡵ応⟅⋡

ྜィᅇ⥺㛢ሰ᫬㛫 ศ ᙜヱ᪥㸦24 ᫬㛫㸧୰のᅇ⥺㛢ሰ᫬㛫のྜィ

ᖹᆒฎ⌮᫬㛫 ศ ᙜヱ᪥㸦24 ᫬㛫㸧୰のᖹᆒฎ⌮᫬㛫

㡯 ┠ ༢఩ ෆ  ᐜ

᫬
㛫
ู
対
応
≧
ἣ

ᖹᆒ㓄⨨㺓㺫㺽㺸㺎㺞㺎ᩘ ே ᙜヱ᫬㛫ᖏに㓄⨨ᩘ࣮ࢱ࣮ࣞ࣌࢜ࡓࢀࡉの᭶のᖹᆒ್

ྜィධ㟁௳ᩘ㸦C) ௳ ᙜヱ᫬㛫ᖏにධ㟁ࡓࡋ௳ᩘの᭶のྜィ್

ྜィ対応௳ᩘ㸦D) ௳ ᙜヱ᫬㛫ᖏに対応ࡓࡋ௳ᩘの᭶ྜィ್

応⟅⋡ 㸣 D㸭C ࡛ồࡿࢀࡽࡵ応⟅⋡

ᖹᆒᅇ⥺㛢ሰ᫬㛫 ศ ᙜヱ᫬㛫のᅇ⥺㛢ሰ᫬㛫の᭶のᖹᆒ್

ᖹᆒฎ⌮᫬㛫 ศ ᙜヱ᫬㛫のᖹᆒฎ⌮᫬㛫の᭶のᖹᆒ್
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฼⏝⪅➼ࡢࡽ࠿ពぢ࡟ᑐࡿࡍᑐᛂ

㸯 ᐤࡓࢀࡽࡏពぢࡢሗ࿌➼

㸦㸯㸧ཷク⪅࡟ᐤࡓࢀࡽࡏពぢࡢሗ࿌

受託者は、受託者にᐤࡓࢀࡽࡏពぢに࡚࠸ࡘ、委託者にሗ࿌ࡿࡍこと。ࡑの㝿のせ㡿

は௨ୗのとおりとࡿࡍ。

ࠔពぢのሗ࿌せ㡿ࡓࡅ௜ࡅ受託者࡛受ࠓ

࢔ 㢖ᗘ

㏻ᖖ㐌㸯ᅇとࡋࡔࡓ。ࡿࡍ、⥭ᛴᛶの㧗࠸ពぢࡀᐤࡓࢀࡽࡏሙྜ等はこの㝈り࡛ࡓ࠸࡞

。㐺᫬対応を行うこと、ࡵ

࢖ ሗ࿌せ㡿

受託者は、ู⣬ᵝᘧ㸲୰のࠕពぢᴫせࠖ㸦㯤Ⰽࣝࢭ㸧ཬࠕࡧヱᙜ஦᱌ࠖ㸦㟷Ⰽࣝࢭ㸧に

ᚲせ஦㡯をグ㍕のう࠼、委託者にሗ࿌ࡿࡍ。

✀ู 㡯┠ ෆᐜ

 
 
 
 
 

ព
ぢ
ᴫ
せ

受௜᪥᫬ ពぢを受ࡅ௜ࡓࡅ᪥᫬をグ㍕

ᡭẁ ពぢࡀᐤࡓࢀࡽࡏᡭẁをグ㍕

Ⓨಙ者
✀ู ពぢをᐤࡓࡏ者の✀ูをグ㍕

ලయྡ ពぢをᐤࡓࡏ者のᡤᒓ࣭ලయྡ等をグ㍕

ពぢ✀ู

ᐤࡓࢀࡽࡏពぢを௨ୗにศ㢮ࡋ、ヱᙜࡿࡍ␒ྕをグ㍕

ձ ┦ㄯ対㇟者の㌟యࡸ೺ᗣ≧ែにᙳ㡪をཬࡿ࠶、ࡓࡋࡰ

ពぢࡿࡍ஦᱌に㛵ࡓࡗ࠶のࢀࡑのおࡑは࠸

ղ ┦ㄯ対㇟者の㌟యࡸ೺ᗣ≧ែにᙳ㡪はࡑ、ࡀࡓࡗ࠿࡞

の௚ఱ࠿ࡽの୙฼┈ࡓࡗ࠶ࡀ஦᱌に㛵ࡿࡍពぢ

ճ の௚ࡑ

ពぢෆᐜ ᐤࡓࢀࡽࡏពぢのෆᐜをグ㍕

ヱ
ᙜ
஦
᱌

ヱᙜ஦᱌の᭷↓
஦᱌の᭷ࡿࡍពぢにヱᙜࡓࢀࡽࡏ7119受ಙグ㘓の୰に、ᐤݡ

↓をグ㍕

஦᱌ᴫせ

᪥᫬ ヱᙜ஦᱌の受௜᪥᫬をグ㍕

஦᱌ID ヱᙜ஦᱌の஦᱌IDをグ㍕

┦ㄯෆᐜ ヱᙜ஦᱌の┦ㄯෆᐜをグ㍕

㐺⏝ࣝࢥࢺࣟࣉ 㐺⏝ྡࣝࢥࢺࣟࣉࡓࡋをグ㍕

᭱⤊ุᐃ ᭱⤊ุᐃの⤖ᯝグ㍕

対応 ヱᙜ஦᱌の対応ෆᐜをグ㍕

ぢゎ࣭ホ౯࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ
ᐤࡓࢀࡽࡏពぢཬࡧヱᙜ஦᱌の対応ෆᐜを㋃ࢭ࣮ࣝࢥ、࠼ࡲ

ホ౯、ၥ㢟Ⅼ࣭ᨵၿⅬの᭷↓をグ㍕ࡸのぢゎ࡚ࡋと࣮ࢱࣥ

別紙㸰
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㸦㸰㸧ጤク⪅࡟ᐤࡓࢀࡽࡏពぢ࡟㛵ࡿࡍ᝟ሗࡢሗ࿌

受託者は、委託者にᐤࡓࢀࡽࡏពぢに㛵ࡿࡍ᝟ሗに࡚࠸ࡘ、委託者にሗ࿌ࡿࡍこと。

。ࡿࡍの㝿のせ㡿は௨ୗのとおりとࡑ

ࠔ᝟ሗのሗ࿌せ㡿ࡿࡍពぢに㛵ࡓࢀࡽࡏ委託者にᐤࠓ

࢔ 㢖ᗘ

㏻ᖖ㐌㸯ᅇとࡋࡔࡓ。ࡿࡍ、⥭ᛴᛶの㧗࠸ពぢࡀᐤࡓࢀࡽࡏሙྜ等はこの㝈り࡛ࡓ࠸࡞

。㐺᫬対応を行うこと、ࡵ

࢖ ሗ࿌ᡭ㡰

ู⣬ᵝᘧ㸲にࡼり、委託者ࡽ࠿受託者にሗ࿌をồࡿࡵ。

࢘ ሗ࿌せ㡿

㸦࢔㸧委託者は、ู⣬ᵝᘧ㸲୰のࠕពぢᴫせ 㸦ࠖ㯤Ⰽࣝࢭ㸧にᚲせ஦㡯をグ㍕のう࠼、受託者

にヱᙜ஦᱌に㛵ࡿࡍ᝟ሗのሗ࿌をồࡿࡵ。

㸦࢖㸧受託者は、ู⣬ᵝᘧ㸲୰のࠕヱᙜ஦᱌ 㸦ࠖ㟷Ⰽࣝࢭ㸧にᚲせ஦㡯をグ㍕のう࠼、委託者

にヱᙜ஦᱌に㛵ࡿࡍ᝟ሗをሗ࿌ࡿࡍ。

12



13

㸰 ᐤࡓࢀࡽࡏពぢ᳨ࡢド

受託者は、委託者ࡀᐤࡓࢀࡽࡏពぢに対᳨ࡿࡍドཬࡧಶ᳨ูドを行う㝿にᚲせ࡞᝟ሗの

ᥦฟをồࡓࡵሙྜは、こࢀに応ࡿࡌこと。

。ことࡿࡍㄯဨの௦⾲者は、ಶ᳨ูドを行うሙにྠᖍ┦ࡧ受託者のᴗົ㈐௵者ཬ、ࡓࡲ

委託者࡛の᳨ドのせ㡿は௨ୗのとおりとࡿࡍ。

ࠔ委託者࡛の᳨ドࠓ

㸦㸯㸧ᐤࡓࢀࡽࡏពぢに対᳨ࡿࡍド

࢔ 委託者は、㸯࠿᭶に㸯ᅇを┠ฎに、受託者ࡽ࠿ሗ࿌ูࡓࢀࡉ⣬ᵝᘧ㸲୰の࣮ࣝࢥࠕ

対応等をࡿࡅにお࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥࡸពぢのෆᐜ、࡚࠸ࡘのぢゎ࣭ホ౯ࠖに࣮ࢱࣥࢭ

㋃ࡑ、࠼ࡲのጇᙜᛶをホ౯ࡿࡍ。

࢖ ពぢのෆᐜࡀⱞ᝟等、஦ᴗのᨵၿに㈨ࡶࡿࡍの࡛ࡿ࠶ሙྜは、委託者におࡑ࡚࠸の

ཎᅉをㄪᰝࡿࡍととࡶに、ࡑの対応策を᳨ウࡿࡍ。

࢘ ពぢのෆᐜࡀឤㅰ等、ዌຌⓗࡶ࡞の࡛ࡿ࠶ሙྜは、Ⰻዲ࡛ࡓࡗ࠶Ⅼをศᯒࡿࡍ。

࢚ 委託者は、᳨ドにᚲせ࡞᝟ሗに࡚࠸ࡘ受託者にᥦฟをồࡿࡵこととࡋ、受託者はこ

。ࡿࡍのとࡶࡿࡌに応ࢀ

࢜ 委託者は、࢔㹼࢚の᳨ド⤖ᯝཬࡧ対応策に࡚࠸ࡘ、ู⣬ᵝᘧ㸲୰のࠕ஦ᴗ୺⟶㒊ᒁ

ホ౯ 㸦ࠖ⥳Ⰽࣝࢭ㸧にグ㍕ࡋ、受託者に㐃⤡ࡑ。ࡿࡍの㝿、ྛពぢに࡚࠸ࡘಶ᳨ูド

のせྰ㸦ᚋ㏙㸧を௜ࡶࡍのとࡿࡍ。

㸦㸰㸧ಶ᳨ูド

࢔ 委託者は、ᐤࡓࢀࡽࡏពぢのうࡕୗグにヱᙜࡶࡿࡍのに࡚࠸ࡘは、㔜኱࡞⍗⑅ࡀ₯

ୖ、ࡽ࠿ことࡿ࠶ࡀࢀࡑのおࡑཪは、ࡿ࠸࡛ࢇ グ㸦㸯㸧の᳨ドとはูに、ಶูに᳨ド

を行う。

ߦ ู⣬ᵝᘧ㸲୰のࠕពぢ✀ูࠖࡀձ࡛ࡓࡗ࠶ពぢ

ߦ ู⣬ᵝᘧ㸲୰のࠕពぢ✀ูࠖࡀղ࣭ճ࡛ࡶࡓࡗ࠶ののうࡕ、委託者ࡀ≉にᚲせと

ㄆࡓࡵពぢ

࢖ 委託者は、᳨ドにᚲせ࡞᝟ሗ㸦ヱᙜ஦᱌の㏻ヰ㡢ኌグ㘓、対応グ㘓ࡑ、ࢱ࣮ࢹの௚

ᚲせ࡞᝟ሗ㸧に࡚࠸ࡘ受託者にᥦฟを指♧ࡋ、受託者はこࢀに応࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡌ

。࠸

࢘ ಶ᳨ูドを行う㝿は、委託者、受託者のᴗົ㈐௵者ཬࡧ┦ㄯဨの௦⾲者の཮᪉ࡀฟ

ᖍのୖ、஦᱌の඲ᐜをᢕᥱࡿࡍととࡶに、ཎᅉをㄪᰝࡑ、ࡋの対応策を᳨ウࡿࡍ。

࢚ ಶ᳨ูドはおおࡡࡴ㸰࠿᭶に㸯ᅇを┠ฎに実施ࡶࡿࡍのとࡋࡔࡓ。ࡿࡍ、ᐤࢀࡽࡏ

ሙྜは、⮫᫬࡛ಶ᳨ูࡿࡵᚲせとㄆࡀ委託者、࡚ࡳの㔜኱ᛶを㚷ࡑࡸពぢのෆᐜࡓ

ドを実施ࡿࡍ。
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㸱 ᳨ド⤖ᯝ࣭ࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࡢᨵၿ

受託者は、次のとおり、委託者の指導に基づき対応策の実施等を行うこと。

㸦㸯㸧ጤク⪅ཷࠊࡣク⪅࡟ᑐୖ࡚ࡋグ㸰᳨ࡿࡼ࡟ド⤖ᯝࢆ㐃⤡ࠊࡋᚲせ࡟ᛂ࡚ࡌᣦᑟ

ࠋࡿࡍ♧ᣦࢆᐇ᪋ࡢ⟇ᑐᛂࡁ࡭ࡎㅮࠊ࡟ࡶ࡜࡜࠺⾜ࢆ

㸦㸰㸧ཷク⪅᳨ࠊࡣド⤖ᯝཬࡧᑐᛂ⟇࡚࠸ࡘ࡟ᚑ஦⫋ဨ࡟࿘▱ᚭᗏࡢࡑࠊࡋ⤖ᯝ㸦࿘

▱᪥᫬ࠊ᪉ἲࠊᑐ㇟ࠊᑐ⟇ࡢᐇ᪋≧ἣ➼㸧࡚࠸ࡘ࡟ጤク⪅࡟ሗ࿌ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

ጤク⪅ࡢࡽ࠿ᣦ♧ࢆ㑂Ᏺࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

㸦㸱㸧ጤク⪅᳨ࠊࡣドࢆ㏻࡚ࡌㅮࡁ࡭ࡎᑐᛂ⟇ࢆᐇ᪋ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞㛵ಀ㒊ᒁ࡜

ࠋ࠺⾜ࢆㄪᩚࡢ
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別紙様式㸯
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別紙様式㸰
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別紙様式㸰

17



18

別
紙
様
式
㸱

18



19

別
紙
様
式
４

19










	【事務連絡】今後の急性呼吸器感染症（ARI）に備えた消防機関の 救急に係る対応等について
	(参考)今夏の急性呼吸器感染症（ARI）の感染拡大に備えた消防機関の救急に係る対応について（依頼） (1)
	(参考)今冬の急性呼吸器感染症（ARI）等への対策の推進について
	事務連絡_今冬の急性呼吸器感染症（ARI）等への対策の推進について
	別添１（R8冬対策）
	別添２（QA）
	別添３（保健・医療提供体制の確認）
	別添４（ARI施設手引き）

	(参考)救急安心センター事業(♯7119)の全国展開に向けた取組等について(通知) 
	救急安心センター事業（♯7119）の全国展開に向けた取組等について（通知） (1)
	【別添１】事業導入・運営の手引き (1)
	【別添２】事業を外部委託する際に活用可能な標準的な仕様書（例） (1)
	【別添３】消防庁作成「♯7119の広報物」 (1)
	縦1
	スライド番号 1

	横
	スライド番号 1

	縦2
	スライド番号 1

	縦3
	スライド番号 1






